
平成26年度

バリアフリー推進
ワークショップ

バ
リ
ア
フ
リ
ー
推
進
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

平
成
26
年
度

平
成
27
年
３
月

この報告書は古紙パルプ配合率
70％の再生紙を使用しています。

公
益
財
団
法
人 

交
通
エ
コ
ロ
ジ
ー
・
モ
ビ
リ
テ
ィ
財
団

平成27年3月



 



目 次 

 

第 11 回 平成 26 年 4 月 30 日（水） 

   

 

第 12 回 平成 26 年 6 月 3 日（火） 

   

 

第 13 回 平成 26 年 6 月 19 日（木） 

   

 

第 14 回 平成 26 年 7 月 25 日（金） 

   

 

第 15 回 平成 26 年 10 月 16 日（木） 

   

 

第 16 回 平成 26 年 11 月 6 日（木） 

   

 

第 17 回 平成 26 年 11 月 11 日（火） in 大阪 

   

 

第 18 回 平成 26 年 12 月 12 日（金） 

   

 

第 19 回 平成 27 年 1 月 15 日（木） 

   

 

第 20 回 平成 27 年 3 月 6 日（金） 

   

テーマ：歩行器、車いす等に使用する人の車両内の安全確保とバリアフリー化について ・・・・・ 1

テーマ：障害者にとって差別のない、平等で、住みやすい社会づくりに向けて・・・・・・・・・・・・・ 15

テーマ：高次脳機能障害者の公共交通機関の利用について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 25

テーマ：障害者権利条約と情報アクセシビリティ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 51

テーマ：交通政策基本法と地域の移動手段の確保について ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 63

テーマ：ロンドンにおけるオリンピック・パラリンピックの交通に関する調査報告会 ・・・・・・・・・・ 87

テーマ：発達障害者を知る！～当事者研究とコミュニケーション支援の最前線～・・・・・・・・・ 119

テーマ：子育てにやさしいまちを考えるイベント～フォーラム＆ベビーカー体験会～・・・・・・・・ 143

テーマ：ロンドン大学発　高齢者、障害者のモビリティ、アクセシビリティ研究 ・・・・・・・・・・・・・ 145

テーマ：福祉機器からの展開　～車いすからパーソナルモビリティ～ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 171 



 



 

第 11 回バリアフリー推進ワークショップ 

＜テーマ：歩行器、車いす等を使用する人の車両内の 

安全確保とバリアフリー化について＞ 
 

1 概  要 

1.1 日 時：平成 26年 4月 30日（水）18：00～20：10 

1.2 場 所：TKP市ヶ谷カンファレンスセンター カンファレンス 7D 

1.3 講 師：藤井直人氏（神奈川県立保健福祉大学 非常勤講師） 

       亀野敏志氏（日進医療機器株式会社） 

1.4 参加者：38名 

1.5 講演概要： 

   近年、交通バリアフリー化の進展により公共交通機関における高齢の歩行車利用者や

ベビーカー利用者などの車いす以外の車輪のある用具を使う利用者層が増加していま

す。そこで、新たな公共交通の利用者である歩行車の特徴、利用時の課題や問題点につ

いてお話いただきました。また、対応の難しいバス車内の車椅子固定の課題、車椅子や

車椅子ユーザー側での対応・対策と今後の方向性についてお話いただきました。 

   藤井氏からは、①歩行車の特徴、②海外における歩行車利用者の公共交通機関の利用

実態、③国内における公共交通利用時の問題点等について話題提供がありました。①で

は、歩行車とシルバーカー（歩行補助車）の違いや、歩行車の利用状況について解説さ

れました。②では、海外事例としてスウェーデンのフレックスルートでの歩行車の利用

状況が紹介され、「当初、歩行車の利用は恥である」という認識があったが、克服した

ことで高齢者の日常生活における生活の質の改善が図られたそうです。③では、バスや

鉄道などの公共交通利用時における問題点を、歩行車利用者の同行調査の結果から、バ

スは乗降時の段差、着座しているときの歩行車の置き場、鉄道は改札口の幅、トイレ利

用時や着座している時の歩行車の置き場、乗降の際のスロープ板の必要性の有無などが

指摘されました。また、歩行車利用者、交通事業者への教育などのソフト面の対策も必

要であると結びました。 

   次に亀野氏からは、車椅子メーカーの現状とバス車内の固定について話題提供があり

ました。車椅子は目的と手段を基本とした個人に合わせた設計となっていること、また

時代ニーズや児童用、障害対応、高齢者用、電動・手動などの市場動向区分によっても

大きな違いがあることが解説されました。さらに、今後はアシスト式電動車いすの増加

が見込まれているためと指摘。一方、バス車内の固定は様々な型式が提案されているが
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どれも一長一短があり、今後の車椅子メーカーの課題は、すべてのバス乗務員が簡単に

固定箇所のわかるような車椅子の設計や工夫、多種多様な車椅子に対応した安全な固定

のパターン化、搭乗者が車椅子から落ちないような工夫等が必要であると指摘されまし

た。 

なお、補足として藤井氏から、バス車両の固定における 3点固定の有無、輪留めの有

無、ベルトの有無などの分類による旋回や急停車の際の車椅子と搭乗者の挙動結果が示

されるとともに、海外で商品化された固定装置やヘッドレスト付きの車椅子などの紹介

がありました。 

 

1.6 質疑応答 

 質問者 1：固定については、固定したくない当事者と固定して安全を確保したい事業者で

乖離があると思う。固定は本当に安全なのか疑問である、車両においては固定装

置以外の方法があるのではないか。また、固定を前提に考えるのであれば、バス

だけでなく電車などでも転倒等の危険があるため、固定が必要なのではないか。

特に車椅子はブレーキが弱すぎるため、移動してしまうことがある。さらに乗務

員への教育訓練や車椅子側での対策、例えば自動車でいうサイドブレーキのよう

なものがあるのではないか。 

 講師（藤井氏）：３点固定とベルトであれば、40キロ走行（路線バスを想定）で急ブレー

キをかけても安全性は実験により証明されている。 

 質問者 1：現実的には、30秒以内で固定できなければ意味がないのではないか。海外では

お互いのために乗客が協力することが多いが、日本ではそのあたりが遅れている

と思う。 

 質問者 2：実際、現場では車椅子使用者に固定についての意向を聞くが、固定しないこと

を望む方が多いのは事実。しかし、安全確保のため、手すりに補助ベルトで固定

するが、安全上問題はないように思う。 

 質問者 3：車両メーカー側として、フックをかける場所が明確になるように色づけ等をし

ていただきたい。また、取り付け角度も水平ではなく、なるべく高い位置で、斜

めに止められるような工夫があるとよい。さらに、車椅子と搭乗者の固定につい

ては、どちらか一方だけでは危険もあるので、自己責任で選択するようにすべき

だと思う。 

 講師（亀野氏）：車椅子のフックの設置については、軽量化やデザイン等との兼ね合いを

現在研究している。また、車椅子自身のシートベルトは、抑制帯という観点から

様々な経緯があって車椅子メーカーだけの問題ではなくなっている。また、7Ｇ
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対応車椅子については、ＪＩＳの規定に車椅子と乗り物とのマッチングを入れる

よう提案している。しかし、日本では 100kg までの耐荷重であるため、7Ｇ対応

を製作するのは難しい。なお、20Ｇ対応車椅子は存在しているが、特別な仕様で

あるためほとんど使用していない。さらにブレーキの問題は、基本的にはタイヤ

と床（接地面）との摩擦の問題であり、タイヤを固定しても動いてしまうことは

あるので、新たな方法を研究している。 

質問者 4：バスが停留所に正着できるよう、乗務員を訓練した方がいいのではないか。ま

た、正着できる構造の縁石があるということだが、どのようなものなのか。 

 講師（藤井氏）：タイヤが縁石に接触しても大丈夫なように、縁石と車道の境界がなだら

かなカーブ状になっている構造で、バスが寄せやすい。 

 質問者 5：乗務員は正着の訓練を行うが、路上駐車等の道路環境によっては正着できない

こともある。 

 質問者 6：車椅子使用者の車内での安全確保の方法として、そろそろ固定から脱却して考

えていくべきではないか。 

 質問者 7：車椅子を開発する場合や固定方法を検討する場合、当事者や交通事業者、車両

メーカーなどが一同に会した議論の場はあるのか。 

 講師（亀野氏）：現在、車椅子の開発は半年サイクルで行われているが、他の機関との議

論をすることはない。また、車椅子の固定として、介助がある場合はベビーカー

と同等でもいいのではないか。ただし、車椅子による 2次被害をどのように考え

るかが問題である。 

 講師（藤井氏）：海外などの車椅子メーカーでは、固定に関してマニュアルが存在してい

るので、今後の参考になるのではないか。 

 

２ 配布資料 

 

 次のとおり。 
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追
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者
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性
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加
を
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請
さ
れ
た
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人
全
員
が
最
初
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
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回
答
し
、
そ
の
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月
後
の
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タ

ビ
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参
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し
た
人
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っ
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。
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交
通
機
関

(2
4%

が
不
満
足

)：
ほ
と
ん
ど
の
意
見
は
、
路
線
バ
ス
か
自
動
車
へ
ロ
レ
ー
タ
を
積
載
す
る
こ
と
で
、

そ
の
他
は
、

折
り
た
た
み
に
関
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
「
乗
り
込
み
階
段
の
た
め
、
路
線
バ
ス
に
乗
車
す
る
こ

と
が
困
難
で
あ
る
。
」
「
自
動
車
に
積
載
す
る
に
は
大
き
す
ぎ
る
。
」
「
折
り
た
た
ん
で
、
そ
し
て
、

広
げ
る
こ
と
が

困
難
」

努
力

(2
8％

が
不
満
足

)：
ロ
レ
ー
タ
を
使
用
す
る
に
必
要
な
努
力
に
関
す
る
問
題
に
つ
い
て
多
く
の
意
見
が
あ
っ
た
。
意

見
に
は
、
ロ
レ
ー
タ
を
使
用
す
る
と
疲
労
し
て
腕
が
痛
く
な
る
こ
と
、
そ
の
他
は
、
ロ
レ
ー
タ
と

環
境
で
、
例
え
ば
、
歩
道
の
段
差
ス
ロ
ー
プ
と
凸
凹
歩
道
面
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
。
「
買
い
物

か
ご
に
購
入
物
を
入
れ
た
と
き
腕
が
痛
い
」
「
腕
が
疲
れ
る
。
」
「
下
り
歩
道
を
ロ
レ
ー
タ
で
行
く

と
歩
道
か
ら
落
ち
な
い
よ
う
に
力
を
使
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
「
凸
凹
地
面
で
使
用
し
づ
ら

い
」
「
車
輪
が
小
さ
い
た
め
操
作
が
難
し
い
」

歩
行
車
の
先
進
国
で
の
状
況

１
．
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
全
人
口
の
約
４
％
が
利
用
（
高
齢
化
率
：

18
.2
％
）

２
．
ド
イ
ツ
で
は
全
人
口
の
約

2.
5％

が
利
用
（
高
齢
化
率
：

20
.4
％
）

３
．
日
本
の
介
護
保
険
で
の
レ
ン
タ
ル
数
は
全
人
口
の
約

0.
5％

が
利
用
（
高
齢
化
率
：2

3.
0％

）

資
料

（
高

齢
化

率
）
：

U
N

, W
or

ld
 P

op
ul

at
io

n 
Pr

os
pe

ct
s：

Th
e 

20
10

 R
ev

isi
on

4
輪

歩
行

車
で
安

心
し
て
外

出
で
き

ま
し
た
か

4
輪
歩
行
車
で
の
外
出
は
恥
ず
か
し
い
と
感
じ
ま
し
た
か

総
計

恥
ず
か
し
い

や
や
恥
ず
か
し
い

感
じ
な
い

そ
の
他

(空
白
)

安
心
で
き
た

3
1

4
や
や
安
心
し
た

1
1

2
変

わ
ら
な
い

1
1

そ
の
他

1
1

(空
白

)
1

1
2

総
計

1
1

5
2

1
1
0

第
1
1
回

バ
リ

ア
フ

リ
ー

推
進

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ

参
加
者
の
概
要

a.
年
齢
：
平
均
72
歳
（
最
小
47
歳
、
最
高
89
歳
）

b.
性
別
：
男
性
が
4名
、
女
性
が
6名

c.
介
護
度
：
要
支
援
２
が
3名
、
要
介
護
１
が
3名
、

要
介
護
2が
3名
、
要
介
護
3が
1名

6



転
倒
の
不
安
の
た
め

に
、
や

り
た
い
こ
と
を

諦
め
た
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
か

4
輪
歩
行
車
を
使
用
し
た
外
出
は
快
適
に
感
じ
ま
し
た
か

快
適

で
あ
っ
た

や
や

快
適

使
い
た
く
な
い

(空
白

)
総

計

い
つ
も
諦
め
て
い
た

1
1

し
ば
し
ば
諦
め
て
い
た

1
1

1
3

時
々
諦
め
て
い
た

2
1

1
4

ほ
と
ん
ど
諦
め
た
こ
と

は
な
か
っ
た

1
1

(空
白

)
1

1
総

計
3

3
2

2
1
0

こ
の
2
週
間
で
転
倒
し
ま
し
た
か

総
計

全
く
な
か

っ
た

1
回

2
回

(空
白

)

要
支
援
2

3
3

要
介
護
1

2
1

3

要
介
護
2

2
1

3

要
介
護
3

1
1

総
計

7
1

1
1

1
0

30
.5

70
.0

73
.4

95
.9

53
.0

26
.5

7.
1

39
.9

89
.6

95
.9

12
0.

8

65
.6

32
.5

8.
7

  0
.0

  2
0.

0

  4
0.

0

  6
0.

0

  8
0.

0

  1
00

.0

  1
20

.0

  1
40

.0

要
支

援
１

要
支

援
２

要
介

護
１

要
介

護
２

要
介

護
３

要
介

護
４

要
介

護
５

平
成

24
年

5月
審

査
分

平
成

26
年

1月
審

査
分

介
護
保
険
で
歩
行
車
を
レ
ン
タ
ル
し
た
介
護
レ
ベ
ル
と
実
績

介
護
付
き
住
宅
に
住
む
高
齢
者
の
転
倒
と
日
常
の
身
体
活
動
度
と
歩
行
補
助
具
と
の
関
連

Da
ily

 p
hy

sic
al

 a
ct

iv
ity

 a
nd

 th
e 

us
e 

of
 a

 w
al

ki
ng

 a
id

 in
 R

el
at

io
n 

to
 fa

lls
 in

 e
ld

er
ly

 p
eo

pl
e 

in
 a

 re
sid

en
tia

l c
ar

e 
se

tt
in

g,
W

.C
. G

ra
af

m
an

s,
 P.

 L
ip

s,
 G

. J
. W

ijl
hu

ize
n,

 S
.M

. P
lu

ijm
, L

.M
. B

ou
te

r,Z
 G

er
on

to
l G

er
ia

t 3
6:

23
-2

8,
 2

00
3

1回
転
倒

繰
り
返
し
転
倒

と
転
倒
の
頻
度

歩
行

補
助

具
無

使
用

歩
行

補
助

具
使

用

と
歩
行
補
助
具
の
効
果

発 生 率

Ｍ
さ
ん
自
宅
か
ら
歩
行
車
を
使
用
し
て
の
行
動
範
囲

第
1
1
回

バ
リ

ア
フ

リ
ー

推
進

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ

第 1 グ ル ー プ

第 2 グ ル ー プ

第 3 グ ル ー プ

第 4 グ ル ー プ

日
常
身
体
活
動
度

発 生 率

日
常
身
体
活
動
度

7

引
用

文
献

：

4輪
歩
行
車
の
適
用
対
象
者
の
検
討

ラ
イ
フ
ま
で

60
0m

バ
ス
停

ま
で

10
3m

農
協

ま
で

22
0m 郵
便

局
ま
で

32
0m

Ｍ
さ
ん
宅



柵
付
き
歩
道
の
途
中
に
あ
る
電
柱

農
協
の
入
り
口
に
は
ス
ロ
ー
プ
が
あ
る
が
、
ド
ア
ー
は
手
動
式

家
か
ら
６
０
０
ｍ
に
あ
る
ス
ー
パ
ー

1)
前
扉
か
ら
乗
り
込
み

・
バ

ス
停

の
路

肩
か

ら
50

cm
程

度
離

れ
て
停

車
し
た
た

め
、

4輪
歩

行
車

を
バ

ス
の

床
に
載

せ
る
こ
と
が

大
変

で
あ
っ

た
。
介

助
し
て
乗

車
す
る
。

2)
料
金
支
払
い

・
料
金
箱
の
周
辺
は
十
分
に
広
く
、
支
払
い
は
本
人
が

現
金
で
支
払
っ
た
。

3)
通
路
の
幅

・
4輪

歩
行
車
を
利
用
し
て
座
席
の
方
へ
移
動

で
き
た
。

路
線

バ
ス
の

利
用

の
困

難
（
１
）

路
線

バ
ス
の

利
用

の
困

難
（
２
）

バ
ス
停
の
路
肩
か
ら
離
れ
て
停
車
す
る
た
め
、

4輪
歩
行
車

を
持

っ
て
乗

車
／

降
車

す
る
こ
と
は

困
難

で
あ
っ
た
。

横
向

き
の

優
先

席
に
着

座
し
た
が

、
4輪

歩
行

車
を

格
納
出
来
る
場
所
が
無
い
の
で
、
折
り
た
た
ん
で

両
手
で
保
持
し
た
。

19

車
い
す
優
先
席
は
一
般
乗
客
が
着
座
し
て
い
て
利
用
で
き
な
か
っ
た

第
1
1
回

バ
リ

ア
フ

リ
ー

推
進

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ

※

8



公
共
交
通
機
関
の
未
整
備
な
課
題

ト
イ
レ
で
ど
こ
に
歩
行
車
を
置
く
べ
き
か

歩
行
車
は
車
い
す
用
改
札
口
を
使
用
す
べ
き
か

公
共
交
通
機
関
の
未
整
備
な
課
題

電
車
の
利
用
は
駅
員
に
連
絡
し
て
、
ス
ロ
ー
プ
を
使
用
す
べ
き
か
ど
う
か

比
較
的
急
角
度
ス
ロ
ー
プ

歩
行
車
を
持
上
て
乗
車

列
車
入
り
口
付
近
に

乳
母
車
が
置
い
て
あ
っ
た

公
共
交
通
機
関
の
未
整
備
な
課
題

１
．
電
車
内
の
座
る
座
席
位
置

２
．
歩
行
車
は
折
り
た
た
む
べ
き
か
展
開
し
た
ま
ま
か

３
．
折
り
た
た
ん
だ
場
合
で
も
ど
こ
の
場
所
に
置
い
て
お
く
べ
き
か

ア
メ
リ
カ
Ｃ
Ｄ
Ｃ
に
よ
る
歩

行
車

に
よ
る
転

倒
事

故
報

告
20

01
年
か
ら

20
06

年
の
間
に
転
倒
事
故
で
救
急
治
療
を
受
け
た
高
齢
者
は
年
平
均

47
,0

00
人
い
た
。

治
療
内
容
を
調
べ
る
と
、

87
％
が
歩
行
車
関
連
で
あ
っ
た
。

対
策
と
し
て

・
医
療
関
係
者
は
歩
行
車
の
適
合
に
も
っ
と
真
剣
に
な
る
べ
き
で
あ
る
。

・
例
え
ば
Ｐ
Ｔ
（
理
学
療
法
士
）
が
歩
行
車
の
安
全
な
利
用
法
に
つ
い
て
教
育
す
べ
き
で
あ
る
。

ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
歩

行
車

ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
教

習
」

(D
eu

ts
ch

er
Ro

lla
to

rt
ag

)
20

10
年

4月
か
ら
交
通
指
導
員
の
警
察
官
が
始
め
た
事
業
で
、

20
12

年
に
は
７
０
市
以
上
で
こ
の
教
習
を
実
施
し
て
い
る
。

教
習
は
、
１
回
２
時
間
で
、
公
共
交
通
（
地
下
鉄
／
路
線
バ
ス
）
の
乗
車
と

降
車
、
歩
道
の
段
差
を
上
る
／
下
る
、
ス
ラ
ロ
ー
ム
の
適
正
速
度
で
の
走

行
、
傾
斜
地
の
登
り
と
下
り
、
特
に
下
り
は
ブ
レ
ー
キ
を
効
か
せ
て
下
る
。

歩
行
車
の
ハ
ン
ド
ル
高
さ
調
整
、
座
面
か
ら
の
立
ち
上
が
り
と
着
座
等
を

安
全
に
操
作
で
き
る
よ
う
に
教
習
す
る
。

こ
の

事
業

に
、
ド
イ
ツ
鉄

道
（

DB
）
等
が
協
力
し
て
い
る
。

第
1
1
回

バ
リ

ア
フ

リ
ー

推
進

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ

9



ま
と
め

１
．
４
輪

歩
行

車
を
使

用
す
る
高

齢
者

は
急

増
し
て
い
る
。

２
．
医

療
・
福

祉
現

場
で
は

４
輪

歩
行

車
の

教
習

シ
ス
テ
ム

を
備

え
て
い
な
い
。

３
．
自
宅
の
道
路
環
境
が
貧
弱
で
も
、
４
輪
歩
行
車
で
外
出

す
る
人

が
出

て
く
る
。

４
．
公
共
交
通
機
関
は
４
輪
歩
行
車
の
取
り
扱
い
（
ソ
フ
ト
と

ハ
ー
ド
）
に
つ
い
て
認

識
し
て
い
な
い
。

５
．
市

民
も
車

い
す
と
違

っ
て
、
４
輪

歩
行

車
で
歩

い
て
い
る

高
齢

者
に
対

す
る
接

し
方

が
分

か
ら
な
い
。

６
．
４
輪

歩
行

車
の

利
用

方
法

を
教

習
す
る
シ
ス
テ
ム
が

必
要

第
1
1
回

バ
リ

ア
フ

リ
ー

推
進

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ

10



N
IS

S
IN

M
E

D
IC

A
L

IN
D

U
S

TR
IE

S
C

O
.,L

TD
20

14

亀
野

敏
志

元
独

立
行

政
法

人
建

築
研

究
所

交
流

研
究

員

N
IS

S
IN

M
E

D
IC

A
L

IN
D

U
S

TR
IE

S
C

O
.,L

TD
20

14

事
業

内
容

車
椅

子
・

ス
ト

レ
ッ

チ
ャ

ー
医

療
福

祉
機

器
の

開
発

・
製

造
、

販
売

1
9
6
4
年

2
月

5
0
0
0
万

円

従
業

員
数

約
1
5
0
名

（
海

外
関

連
会

社
除

く
）

設
立

日
本

：
東

京
・

愛
知

・
大

阪
・

福
岡

海
外

：
ア

メ
リ

カ
・

韓
国

・
中

国

事
業

所

従
業

員
数

拠
点

資
本

金

本
社

・
本

社
工

場

愛
知

県
北

名
古

屋
市

愛
知

県
内

工
場

東
陽

工
場

・
徳

重
工

場
・

名
古

屋
工

場
・

一
宮

工
場

国
内

事
業

所
東

京
営

業
所

・
大

阪
営

業
所

・
九

州
営

業
所

・
東

陽
事

業
部

海
外

関
連

会
社

常
州

中
進

医
療

器
材

有
限

公
司

（
中

国
常

州
市

）
N
IS
SI
N
 M

ED
IC
AL

 C
o.
,LT

D（
韓

国
ソ

ウ
ル

）
CO

LO
U
RS

 IN
 M

OT
IO
N
（

Ｕ
Ｓ

Ａ
カ

リ
フ

ォ
ル

ニ
ア

）

主
な

製
品

ア
ク

テ
ィ

ブ
車

い
す

・
ス

ポ
ー

ツ
用

車
い

す
モ

デ
ル

・
子

供
用

車
い

す
・

電
動

車
い

す
・

ア
ル

ミ
製

車
い

す
・

ス
チ

ー
ル

製
車

い
す

・
オ

ー
ダ

ー
メ

イ
ド

車
い

す
・

ス
ト

レ
ッ

チ
ャ

ー
・

医
療

福
祉

機
器

主
な

納
入

先
全

国
の

病
院

、
診

療
所

、
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

セ
ン

タ
ー

、
特

別
養

護
老

人
ホ

ー
ム

、
老

人
福

祉
セ

ン
タ

ー
、

そ
の

他
諸

施
設

■
全

国
約

1
,5

0
0
社

の
販

売
代

理
店

を
通

じ
て

、
上

記
機

関
へ

の
納

入
と

、
一

般
ユ

ー
ザ

ー
へ

の
販

売
を

行
っ

て
い

ま
す

。

会
社
紹
介

3

会
社
紹
介

N
IS

S
IN

M
E

D
IC

A
L

IN
D

U
S

TR
IE

S
C

O
.,L

TD
20

14

1
9
6
4
年

ス
プ

リ
ン

グ
お

よ
び

プ
レ

ス
製

品
の

製
造

メ
ー

カ
ー

と
し

て
、

日
進

発
條

株
式

会
社

を
設

立
1
9
6
5
年

車
椅

子
の

研
究

・
発

売
を

開
始

1
9
7
0
年

日
進

医
療

器
株

式
会

社
に

社
名

変
更

1
9
8
5
年

台
湾

工
場

で
車

椅
子

の
製

造
を

開
始

1
9
8
7
年

世
界

一
軽

い
（

5
.7

kg
/
台

）
チ

タ
ン

製
車

椅
子

を
開

発
1
9
8
8
年

韓
国

パ
ラ

リ
ン

ピ
ッ

ク
用

車
椅

子
を

2
0
0
余

台
輸

出
カ

ー
ボ

ン
フ

ァ
イ

バ
一

製
の

車
椅

子
を

完
成

1
9
9
5
年

木
製

車
椅

子
で

、
通

商
産

業
省

よ
り

「
グ

ッ
ド

・
デ

ザ
イ

ン
福

祉
賞

」
受

賞
1
9
9
7
年

（
社

）
中

小
企

業
研

究
セ

ン
タ

ー
賞

「
全

国
表

彰
」

受
賞

1
9
9
9
年

国
際

品
質

規
格

「
IS

O
9
0
0
1
」

審
査

登
録

2
0
0
4
年

N
IS

S
IN

K
O

R
E
A
（

韓
国

）
設

立
2
0
0
5
年

平
成

1
6
年

度
「

愛
知

ブ
ラ

ン
ド

企
業

」
に

認
定

愛
・

地
球

博
に

て
ポ

ル
テ

iR
（

自
走

型
車

椅
子

）
5
3
5
台

採
用

2
0
0
6
年

常
州

（
中

国
）

中
進

医
療

器
材

有
限

公
司

設
立

2
0
0
7
年

東
陽

精
工

株
式

会
社

と
合

併
2
0
0
8
年

C
O

L
O

U
R
S

IN
M

O
T
IO

N
（

U
.S

.A
.)

を
子

会
社

化
2
0
0
9
年

車
い

す
2
4
機

種
の

「
JI

S
認

証
（

JI
S
 T

 9
2
0
1
:2

0
0
6
）

」
を

取
得

。
（

世
界

初
取

得
）

「
第

1
5
回

ち
い

き
経

済
賞

」
（

後
援

：
総

務
省

、
日

本
経

済
新

聞
社

）
に

お
い

て
、

「
ヒ

ュ
ー

マ
ニ

テ
ィ

ー
賞

」
を

受
賞

常
州

（
中

国
）

中
進

医
療

器
材

有
限

公
司

新
社

屋
竣

工
（

規
模

拡
大

）
2
0
1
2
年

V
o
rt
e
x
（

ヴ
ォ

ル
テ

ッ
ク

ス
）

が
公

益
財

団
法

人
日

本
デ

ザ
イ

ン
振

興
会

よ
り

「
グ

ッ
ド

・
デ

ザ
イ

ン
賞

特
別

賞
（

中
小

企
業

庁
長

官
賞

）
」

受
賞

沿
革

会
社
紹
介

車
椅

子
等

を
使

用
す

る
人

の
車

両
内

の
安

全
確

保
と

バ
リ

ア
フ

リ
ー

化
に

つ
い

て
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N
IS

S
IN

M
E

D
IC

A
L

IN
D

U
S

TR
IE

S
C

O
.,L

TD
20

14

取
扱

い
車

椅
子

例

日
常

用

自
走

型
介

助
型

電
動

車
い
す

N
IS

S
IN

M
E

D
IC

A
L

IN
D

U
S

TR
IE

S
C

O
.,L

TD
20

14

取
扱

い
車

椅
子

例

ス
ポ
ー
ツ
用

マ
ラ
ソ
ン

バ
ス
ケ
/テ

ニ
ス

チ
ェ
ア
ス
キ
ー

バ
ス
ケ

テ
ニ
ス

N
IS

S
IN

M
E

D
IC

A
L

IN
D

U
S

TR
IE

S
C

O
.,L

TD
20

14

１
．

車
椅

子
設

計
の

基
本

的
考

え
方

活
動

レ
ベ
ル

使
用

目
的

使
用

場
所

必
要

な
機

能

他
の

併
用

品
（
呼

吸
器

な
ど
）

体 寸
法

疾
患

他
の

併
用

品

環
境

玄
関

扉 通
路

幅

他
の

機
器

と
の

マ
ッ
チ
ン
グ

ベ
ッ
ド

ト
イ
レ

自
動

車

バ
ス

電
車

航
空

機

な
ど

車
い
す

設
計

目
的

手
段

N
IS

S
IN

M
E

D
IC

A
L

IN
D

U
S

TR
IE

S
C

O
.,L
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20
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２
．

車
椅

子
の

流
行

児
童

障
が
い

高
齢
者

20
00

年

電
動

20
13

年
20

06
年

20
11

年
20

08
年

自
動
車
な
ど
交
通
機
関

の
固
定
に
関
し
て

選
択
優
先
度
は
低
い

介
護

保
険

開
始

テ
ィ
ル

ト
型

テ
ィ
ル

ト
型

既
製

品
登

場

介
護

保
険

法
改

正
車

椅
子

の
多

機
能

化

座
位

保
持

座
位

保
持

の
概

念
が

一
般

化

デ
ザ

イ
ン

デ
ザ

イ
ン

座
位
保
持

デ
ザ

イ
ン

座
位
保
持

デ
ザ

イ
ン

座
位
保
持

デ
ザ

イ
ン

座
位
保
持

デ
ザ

イ
ン

デ
ザ

イ
ン

デ
ザ

イ
ン

座
位
保
持

デ
ザ

イ
ン

座
位
保
持

価
格

デ
ザ

イ
ン

座
位
保
持

価
格

価
格

価
格

軽
量

価
格

コ
ン
パ

ク
ト

価
格

座
り
心
地

価
格

軽
量

コ
ン
パ

ク
ト

座
り
心
地

海
外
製

国
産

電
動
4輪

ユ
ニ
ッ
ト
型

国
産

ユ
ニ
ッ
ト
型

国
産

ユ
ニ
ッ
ト
型
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ユ
ニ
ッ
ト
型

座
位
変
換
型

ハ
ン
ド
ル
型
３
輪

ハ
ン
ド
ル
型
４
輪

ユ
ニ
ッ
ト
型

ユ
ニ
ッ
ト
型

多
機
能

日
本
製

座
位
変
換
型

海
外
製

座
位
変
換
型

海
外
製

３
．

課
題

が
多

い
の

は
、

電
動

車
い

す
日
本
製

N
IS

S
IN

M
E

D
IC

A
L

IN
D

U
S

TR
IE

S
C

O
.,L

TD
20

14

４
．

外
出

さ
れ

る
頻

度
が

高
い

主
な

ユ
ー

ザ
ー

層

ハ
ン
ド
ル
型
４
輪

N
IS

S
IN

M
E

D
IC

A
L

IN
D

U
S

TR
IE

S
C

O
.,L
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20

14

５
．

今
後

増
え

る
と

思
わ

れ
る

電
動

•
ア

シ
ス

ト
式

電
動

車
い

す

N
IS

S
IN

M
E

D
IC

A
L

IN
D

U
S

TR
IE

S
C

O
.,L

TD
20

14

６
．

バ
ス

乗
車

時
の

車
椅

子
の

固
定

に
関

す
る

問
題

整
理

引
用

「
車
い
す
の
公
共
交
通
機
関
利
用
時
に
お
け
る
乗
降

及
び
車
内
安
全
性
に
関
す
る
研
究
報
告
書
」

（
平

成
19

年
３
月
交
通
エ
コ
ロ
ジ
ー
・
モ
ビ
リ
テ
ィ
財
団
）

車
椅

子

電
動

車
椅

子

自
操

型
ハ

ン
ド
ル

型

手
動

車
椅

子

子
供

用
バ

ギ
ー

子
供

用
車

椅
子

ア
ク
テ
ィ
ブ
系

車
椅

子
用

車
椅

子
の

固
定

問
題

は
と
て
も
重

要
。

し
か
し
、
従
来
の
取
り
組
み
で
は
問
題
が
山
積
み

3点
固
定
方
式
が
導
入
さ
れ
た

し
か
し
、
車
椅
子
の
形
状
等
様
々
で
、
固
定
に
関
す
る
標
準
化
が
難
し
く
、
固
定

に
時
間
が
か
か
る
な
ど
問
題
は
多
い
。
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U
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７
．

固
定

問
題

の
取

り
組

み
と

現
状

1
現

状
整

理

引
用

「
車

い
す
の

公
共

交
通

機
関

利
用

時
に
お
け
る
乗

降
及

び
車

内
安

全
性

に
関

す
る
研

究
報

告
書

」
（
平

成
19

年
３
月

交
通

エ
コ
ロ
ジ
ー
・
モ
ビ
リ
テ
ィ
財

団
）

①
3点

固
定

式
課
題
：
搭
乗
者
の
固
定

車
椅
子
の
形
状
対
応

課
題
：
手
動
車
椅
子
は
概
ね
O
K

電
動

車
椅

子
な
ど

太
い
車
輪
に
非
対
応

②
片

輪
固

定
装

置
と
ベ
ル

ト

N
IS

S
IN

M
E

D
IC

A
L

IN
D

U
S

TR
IE

S
C

O
.,L

TD
20
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④
「
１
本
の
ベ
ル
ト
で
車
い
す
全
体
に
廻
し
て
締
め
る
固
定
」

人
ベ
ル
ト
が
取
付
け
で
き
な
い
例

ベ
ル

ト
の

位
置
が

課
題

７
．

固
定

問
題

の
取

り
組

み
と

現
状

2
現

状
整

理

引
用

：
「
車

い
す
の

公
共

交
通

機
関

利
用

時
に
お
け
る
乗

降
及

び
車

内
安

全
性

に
関

す
る
研

究
報

告
書

」
（
平

成
19

年
３
月

交
通

エ
コ
ロ
ジ
ー
・
モ
ビ
リ
テ
ィ
財

団
）

③
3点

固
定
式
＋
搭
乗
者

課
題
：
車
椅
子
の
形
状
対
応

特
に
サ

イ
ド
ガ
ー
ド

※
サ
イ
ド
ガ
ー
ド
の
材
質
や

形
状
に
よ
っ
て
取
り
付
け

場
所
が
変
わ
る

衝
突
時
に
、
搭
乗
者
の
体
の
守
り
方
が
課
題

人
ベ
ル
ト
が
取
付
け

で
き
な
い
例

隙 間 な し

課
題
：
車
椅
子
の
形
状
対
応

特
に
サ

イ
ド
ガ
ー
ド

※
サ
イ
ド
ガ
ー
ド
の
材
質
や

形
状
に
よ
っ
て
取
り
付
け

場
所
が
変
わ
る

N
IS

S
IN

M
E

D
IC

A
L

IN
D

U
S

TR
IE

S
C

O
.,L

TD
20

14

•
車
軸
上
な
ど

８
．

車
椅

子
の

作
り

か
ら

見
た

危
険

固
定

1

•
脚

部
・
挙

上
式

可
動

部
な
ど
不

安
定

な
取

り
付

け
場

所
は

危
険

脚
部
が

可
動
式

の
場
合

キ
ャ
ス

タ
上
に

か
け
る

車
軸

の
ナ
ッ
ト
に

引
っ
か
か
っ
て
い
る
。

軽
量
車
椅
子
の
場
合
、

薄
い
ナ
ッ
ト
の
場
合
も

あ
る

N
IS

S
IN

M
E

D
IC

A
L

IN
D

U
S

TR
IE

S
C

O
.,L

TD
20

14

最
近
の
車
椅
子
は
、

軽
量
化
が
図
ら
れ

て
い
る
た
め
特
に

重
要

で
す
。

８
．

車
椅

子
の

作
り

か
ら

見
た

危
険

固
定

2

車
椅

子
は

、
強

度
の

あ
る

個
所

と
な

い
個

所
が

あ
る

。
青

：
強

度
あ
り

ピ
ン
ク
：
強
度
な
し

青
フ
レ
ー
ム
の
接

合
個
所
に
フ
ッ
ク
を

取
り
付
け
る

強
度
が
弱
い
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第 12 回バリアフリー推進ワークショップ 

＜テーマ：障害者にとって差別のない、平等で、住みやすい 

社会づくりに向けて＞ 
 

1 概  要 

1.1 日 時：平成 26年 6月 3日（火）18：00～20：00 

1.2 場 所：TKP市ヶ谷カンファレンスセンター カンファレンス 6A 

1.3 講 師：松井亮輔氏（法政大学 名誉教授） 

1.4 参加者：42名 

1.5 講演概要： 

   2006年 12月の国連総会で障害者権利条約が採択されたことを受け、日本では権利条

約の批准に向けた国内法の整備を行いました。また、地方公共団体では障害者差別禁止

等における条例の制定を行っています。そこで、条約、各法律、各条例の主な内容なら

びに課題についてお話いただきました。 

まず、2014年 1月に批准した「障害者権利条約」について。制定過程においては、障

害および障害者を定義すべきか否かの議論があったが、対象者が明確でなくなるため、

障害の定義を行ったうえで現行の目的になったと解説されました。また、障害に基づく

差別に含まれる合理的配慮においては、個々人により要求内容が異なるため、適切な個

別対応が重要であると指摘されました。さらに、条約の原則のひとつである「インクル

ージョン」においては、日本語訳である「包容」が非常にわかりにくいなどの問題点が

あると指摘されました。 

一方、権利条約を批准するため、各種の国内法の整備を行いました。1 つめは、2011

年 8月に改正された「障害者基本法」です。特に障害者の定義においては、表記の議論

（障害者、障がい者、障碍者、障害のある人）がありました。これは、国内だけではな

く、欧米諸国でも「Persons With Disabilities (Impairments)」「Disabled Persons」

との表記の違いがあります。2 つめは、2013 年 6 月に制定された「障害者差別解消法」

です。2016 年 4 月の施行に向けて、2013 年度には内閣府が基本方針を策定し、2014 年

度には各省庁等が対応要領および対応指針（ガイドライン）の策定を行う予定となって

いるが遅れています。なお、同法では「障害を理由とする差別」についての定義がない

ことや独自の紛争解決機関が明示されていないなどの課題が残されていると指摘され

ました。3つめは、2013年 6月に改正された「障害者雇用促進法」です。新たに法定雇

用率の算定基礎に精神障害者を加えられ、「差別禁止・合理的配慮の提供の指針の在り
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方」が提示されました。なお、雇用の機会や合理的配慮の確保については、障害者に請

求権を認める規定が設けられていないことが課題であると指摘されました。 

さらに、地方公共団体では、各種の障害者差別禁止等における条例が制定されていま

す。例えば、2013年 10月に施行された鳥取県の「手話言語条例」があります。これは、

手話は言語であること明示したものであり、権利条約や障害者基本法でも同様となって

おります。また、2011 年 12 月制定された八王子市の「障害のある人もない人も共に安

心して暮らせる八王子づくり条例」があります。これは、市、市民、事業者等に対して、

公共施設利用や商品販売、不動産取引、医療、教育等の具体的な合理的配慮と、紛争解

消の調整委員会の設置が明示されています。 

今後は、障害者権利条約の目標である「障害者が他の者との平等を基礎として社会に

完全かつ効果的に参加」がどの程度実現しているかどうかを把握するため、客観的なデ

ータ収集を行わなくてはなりません。その上で、障害者と障害のない者が享受する教育、

医療、労働及び雇用、生活や所得水準、公共交通機関やサービスなどへのアクセスの格

差を埋めるための数値目標を設定し、着実に取り組む必要があります。 

最後に、これらの問題は、障害者だけではなく、子ども、女性、高齢者、またそれら

以外のすべての者の問題であり、誰にとっても住みやすい社会づくり、生きがいのある

国づくり、地域づくりを、すべての人が手を取り合って行うべきであるとまとめられま

した。 

 

1.6 質疑応答 

質問者 1：合理的配慮の考え方は、個人によってさまざまなであると思う。そこで、事業

者と当事者とのすり合わせが重要だと思うが、特に当事者への教育はどのように

行っているのか。 

 講 師：八王子の場合、市の全職員に対して研修を行っている。また、市民に対しては集

会を開催し、当事者がスピーカーとなることで、相互理解を進め、広報啓発を行

っている。 

 質問者 2：障害者差別解消を進めるためには、まず差別に関する事例収集を行い研究する

ことが重要だと思うが、自治体には法的義務になっているのか。 

 講 師：そのとおりであるが、すでに内閣府では多くの差別に関する事例を収集している。 

 質問者 3：障害者の就労問題については、①正当な賃金が本当に支払われているのか、②

ダブルカウントによりあいまいな状況になっているのではないか、今後どうなっ

ていくべきなのか。 

 講 師：①最低賃金の問題は、障害者等に対して正当な賃金が払われていない可能性があ
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る。ある一定期間雇用した際、生産性を確認するような機能が必要となっている。

②ダブルカウントの問題は、フランスではダブル（トリプル）カウントを行って

いたが、2005 年に法改正を行って廃止した。日本もフランスを見ならうべきだ

と思う。 

 質問者 4：障害者差別の考える場合、どのようなモデルを念頭に考えればよいのか。 

 講 師：障害者権利条約では、社会モデルと医学モデルの総合モデルと位置づけている。

「障害」を「障がい」や「障碍」等と表記を変えることよりも意識を変える事が

重要である。その際、障害当事者が発言することが必要である。 

 質問者 5：合理的配慮を進めるためには、一方で優遇もなくすべきであるが、条例制定時

などでは、そのような議論はあったのか。 

 講 師：優遇についての議論はなかった。 

 質問者 6：①茨城県や八王子市以外ではどのような自治体で差別条例が制定されているの

か。②海外では合理的配慮についてどのような事例があるのか。 

 講 師：①北海道、岩手県、千葉県、京都府、長崎県、熊本県、鹿児島県、沖縄県、さい

たま市で制定されている。②すでに内閣府では調査を行っており、アメリカ、イ

ギリス、フランスなどでは合理的配慮に具体的な事例がある。今後は、「過度の

負担」を定義することが重要である。 

 質問者 7：特例子会社のようなものは諸外国では行われているのか。 

 講 師：行われていない。 

 

２ 配布資料 

 

 次のとおり。 

 

 

 

17



障
害

者
に
と
っ
て
差

別
の

な
い
、
平

等
で
、

住
み

や
す
い
社

会
づ
く
り
に
向

け
て

法
政

大
学

名
誉

教
授

松
井

亮
輔

は
じ
め
に

19
48

年
の

国
連

総
会

で
採

択
さ
れ

た
「
世

界
人

権
宣

言
」
で
提

唱
さ
れ

た
、
す

べ
て
の
人
の
諸
権
利
を
実
現
す
る
た
め
、
国
連
で
は
、

19
66

年
の

「
市

民
的

及
び
政

治
的

権
利

に
関

す
る
国

際
規

約
」
（
自

由
権

規
約

）
お
よ
び
「
経

済
的

、
社

会
的

及
び
文

化
的

権
利

に
関

す
る
国

際
規

約
」
（
社

会
権

規
約

）
、

19
79

年
の

「
女

性
差

別
撤

廃
条

約
」
、

19
87

年
の

「
子

ど
も
の

権
利

条
約

」
等

が
次

々
に
採

択
さ
れ

た
。
そ
う
し
た
流

れ
を
受

け
て
、
障

害
者

に
つ
い
て
も

19
70

年
代

以
降

、
「
障

害
者

の
権

利
宣

言
」
（
19

75
年

）
に
象

徴
さ
れ

る
よ
う
に
、
福

祉
や

医
療

サ
ー
ビ
ス
の

客
体

と
し
て
の

位
置

づ
け
か

ら
、
権

利
の

主
体

へ
の

転
換

が
図
ら
れ
て
き
た
。

そ
の
結
果
、

20
06

年
12

月
の

国
連

総
会

で
障

害
者

権
利

条
約

が
採

択
さ

れ
、

20
08

年
5月

に
発

効
し
た
。
以

下
で
は

、
権

利
条

約
批

准
に
向

け
て
の

国
内
法
の
整
備
や
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
障
害
者
差
別
禁
止
条
例
制
定

な
ど
へ

の
取

組
み

と
課

題
に
つ
い
て
触

れ
る
こ
と
と
す
る
。

１
.
権

利
条

約
の

主
な
内

容
（
１
）
障

害
お
よ
び
障

害
者

の
定

義

「
障
害
者
に
は
、
長
期
的
な
身
体
的
、
精
神
的
、
知
的
又
は
感
覚

的
な
機
能
障
害
で
あ
っ
て
、
様
々
な
障
壁
と
の
相
互
作
用
に
よ
り

他
の
者
と
の
平
等
を
基
礎
と
し
て
社
会
に
完
全
か
つ
効
果
的
に

参
加
す
る
こ
と
を
妨
げ
得
る
も
の
を
有
す
る
者
を
含
む
。
」
（
第

1
条

目
的
）

（
参
考
）
障
害
者
権
利
宣
言
（
19

75
年

）
の

定
義

「
障
害
者
と
は
、
先
天
的
か
否
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
身
体
的
ま
た

は
精
神
的
能
力
の
欠
如
の
た
め
に
、
普
通
の
個
人
ま
た
は
社
会

生
活
に
必
要
な
こ
と
を
自
分
自
身
で
完
全
ま
た
は
部
分
的
に
行

う
こ
と
が
で
き
な
い
人
を
意
味
す
る
。
」

１
．
権

利
条

約
の

主
な
内

容
（
２
）
「
障

害
に
基

づ
く
差

別
」
と
「
合

理
的

配
慮

」

○
「
障
害
に
基
づ
く
差
別
」
と
は
、
「
障
害
に
基
づ
く
あ
ら
ゆ
る
区
別
、

排
除
又
は
制
限
で
あ
っ
て
（
中
略
）
あ
ら
ゆ
る
形
態
の
差
別
（
合

理
的
配
慮
の
否
定
を
含
む
。
）
を
含
む
。
」
（
第

2条
定
義
）

○
「
合
理
的
配
慮
」
と
は
、
「
障
害
者
が
他
の
者
と
の
平
等
を
基
礎
と

し
て
す
べ
て
の
人
権
及
び
基
本
的
自
由
を
享
有
し
、
又
は
行
使

す
る
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
の
必
要
か
つ
適
当
な
変
更
及
び
調

整
で
あ
っ
て
、
特
定
の
場
合
に
お
い
て
必
要
と
さ
れ
る
も
の
で
あ

り
、
か
つ
、
均
等
を
失
し
た
又
は
過
度
の
負
担
を
課
さ
な
い
も
の

を
い
う
。
」
（
第

2条
定
義
）
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１
．
権

利
条

約
の

主
な
内

容
（
３
）
条

約
の

原
則

①
固
有
の
尊
厳
、
個
人
の
自
律
（
自
ら
選
択
す
る
自
由
を
含
む
。
）

及
び
個

人
の

自
立

の
尊

重
②
無
差
別

③
社
会
へ
の
完
全
か
つ
効
果
的
な
参
加
及
び
包
容
（
イ
ン
ク
ル
ー

ジ
ョ
ン
）

④
差
異
の
尊
重
並
び
に
人
間
の
多
様
性
の
一
部
及
び
人
類
の
一

員
と
し
て
の
障
害
者
の
受
入
れ

⑤
機
会
の
均
等

⑥
施
設
及
び
サ
ー
ビ
ス
等
の
利
用
の
容
易
さ
（
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
）

な
ど
（
第

3条
）

２
．
権

利
条

約
の

主
な
内

容
（
４
）
そ
の

他
の

条
約

の
キ
ー
ポ
イ
ン
ト

○
第

9条
施

設
及

び
サ

ー
ビ
ス
等

の
利

用
の

容
易

さ
（
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
）

1項
締
約
国
は
、
（
中
略
）
障
害
者
が
、
他
の
者
と
の
平
等
を
基
礎
と
し
て
、
都
市
及
び
農
村
の
双
方

に
お
い
て
、
物

理
的

環
境

、
輸

送
機

関
、
情

報
通

信
（
中

略
）
並

び
に
公

衆
に
開

放
さ
れ

、
又

は
提

供
さ
れ

る
他

の
施

設
及

び
サ

ー
ビ
ス
を
利

用
す
る
機

会
を
有

す
る
こ
と
を
確

保
す
る
た
め
の

適
当

な
措

置
を
と
る
。

○
第

12
条

法
律

の
前

に
等

し
く
認

め
ら
れ

る
権

利

３
項

締
約

国
は

、
障

害
者

が
そ
の

法
的

能
力

を
行

使
す
る
に
あ
た
っ
て
必

要
と
す
る
支

援
を
利

用
す
る
機

会
を
提

供
す
る
た
め
の

適
切

な
措

置
を
と
る
。

○
第

19
条

自
立

し
た
生

活
及

び
地

域
社

会
へ

の
包

容
（
イ
ン
ク
ル

ー
ジ
ョ
ン
）

（
a）

障
害
者
が
、
他
の
者
と
の
平
等
を
基
礎
と
し
て
、
居
住
地
を
選
択
し
、
及
び
ど
こ
で
誰
と
生
活
す

る
か

を
選

択
す
る
機

会
を
有

す
る
こ
と
、
並

び
に
特

定
の

生
活

施
設

で
生

活
す
る
義

務
を
負

わ
な

い
こ
と
。

○
第

24
条

教
育

2項
（
c）

学
問

的
及

び
社

会
的

な
発

達
を
最

大
に
す
る
環

境
に
お
い
て
、
完

全
な
包

容
（
イ
ン
ク
ル

ー
ジ
ョ
ン
）
と
い
う
目

標
に
合

致
す
る
効

果
的

に
個

別
化

さ
れ

た
支

援
措

置
が

と
ら
れ

る
こ
と
。

２
．
権

利
条

約
批

准
へ

の
国

内
プ
ロ
セ
ス

20
07

年
9月

日
本
政
府
、
権
利
条
約
に
署
名

20
10

年
1月

内
閣
府
に
障
が
い
者
制
度
改
革
推
進
会
議
設
置

20
10

月
4月

同
推
進
会
議
・
総
合
福
祉
部
会
の
設
置

20
10

年
6月

同
推
進
会
議
第
一
次
意
見
。
同
意
見
を
踏
ま
え
、
「
障
害
者
制
度
改
革
の

推
進
の
た
め
の
基
本
的
な
方
向
に
つ
い
て
」
（
20

10
年

6月
29

日
閣
議
決
定
）

20
10

年
11

月
同
推
進
会
議
・
差
別
禁
止
部
会
の
設
置

20
10

年
12

月
同
推
進
会
議
第
二
次
意
見

20
11

年
8月

障
害
者
基
本
法
改
正

20
12

年
6月

障
害
者
総
合
支
援
法
制
定
（
20

13
年

4月
施
行
）

20
12

年
10

月
障
害
者
虐
待
防
止
法
制
定
（
20

13
年

10
月
施
行
）

20
13

年
6月

障
害
者
差
別
解
消
法
制
定
（
20

16
年

4月
施
行
）

20
13

年
6月

障
害
者
雇
用
促
進
法
改
正
（
20

16
年

4月
施
行
）

20
14

年
1月

権
利
条
約
批
准

３
．
障

害
者

基
本

法
の

主
な
改

正
内

容
（
１
）
定

義
（
「
障

害
者

」
）

20
11

年
8月

に
改

正
さ
れ

た
障

害
者

基
本

法
で
は

、
旧

法
と
く
ら
べ

、
第

1条
目

的
、
第

32
条
（
障
害
者
政
策
委
員
会
の
設
置
）
等
も
大
き
く
変
わ
っ
て
い
る

が
、
こ
こ
で
は
主
と
し
て
、

第
2条

定
義

（
障

害
者

お
よ
び
社

会
的

障
壁

）
、
第

3条
地
域
社
会
に
お
け
る

共
生

等
お
よ
び
第

4条
差

別
の

禁
止

を
取

り
上

げ
る
こ
と
と
す
る
。

（
１
）
定

義
（
「
障

害
者

）
」
）

「
障

害
者

」
と
は

、
「
身

体
障

害
、
知

的
障

害
、
精

神
障

害
（
発

達
障

害
を
含

む
。
）

そ
の

他
の

心
身

の
機

能
の

障
害

が
あ
る
者

で
あ
っ
て
、
障

害
及

び
社

会
的

障
壁

に
よ
り
継

続
的

に
日

常
生

活
又

は
社

会
生

活
に
相

当
な
制

限
を
受

け
る
状

態
に
あ
る
も
の

を
い
う
。
」
（
第

2条
）

（
参

考
）
「
障

害
」
と
「
障

害
者

」
の

表
記

を
め
ぐ
っ
て
の

議
論

「
障

が
い
」
、
「
障

が
い
者

」
／

「
障

碍
」
、
「
障

碍
者

」
／

「
障

害
の

あ
る
人

」
P

er
so

ns
 w

ith
 D

is
ab

ili
tie

s 
(Im

pa
irm

en
ts

)/D
is

ab
le

d 
P

er
so

ns
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３
．
障

害
者

基
本

法
の

主
な
改

正
内

容
（
１
）
定

義
（
「
社

会
的

障
壁

）
お
よ
び
（
２
）
差

別
の

禁
止

（
１
）
定

義
（
「
社

会
的

障
壁

」
）

「
社

会
的

障
壁

」
と
は

、
「
障

害
が

あ
る
者

に
と
っ
て
、
日

常
生

活
又

は
社

会
生

活
を
営
む
上
で
、
障
壁
と
な
る
よ
う
な
社
会
に
お
け
る
事
物
、
制
度
、
慣
行
、
観
念

そ
の

他
一

切
の

も
の

を
い
う
。
」
（
第

2条
）

（
２
）
差

別
の

禁
止

「
何

人
も
障

害
者

に
対

し
て
、
障

害
を
理

由
と
し
て
差

別
す
る
こ
と
そ
の

他
の

権
利
利
益
を
侵
害
す
る
行
為
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

２
．
社

会
的

障
壁

の
除

去
は

、
そ
れ

を
必

要
と
し
て
い
る
障

害
者

が
現

に
存

し
、

か
つ
、
そ
の

実
施

に
伴

う
負

担
が

過
重

で
な
い
と
き
は

、
そ
れ

を
怠

る
こ
と
に

よ
っ
て
前

項
の

規
定

に
違

反
す
る
こ
と
と
な
ら
な
い
よ
う
、
そ
の

実
施

に
つ
い
て

必
要

か
つ
合

理
的

な
配

慮
が

さ
れ

な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
」
（
第

4条
）

３
．
障

害
者

基
本

法
の

主
な
改

正
内

容
（
３
）
地

域
社

会
に
お
け
る
共

生
等

１
．
全
て
障
害
者
は
、
社
会
を
構
成
す
る
一
員
と
し
て
社
会
、
経
済
、

文
化
そ
の
他
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
活
動
に
参
加
す
る
機
会
が
確
保

さ
れ

る
こ
と
。

２
．
全
て
障
害
者
は
、
可
能
な
限
り
、
ど
こ
で
誰
と
生
活
す
る
か
に

つ
い
て
の
選
択
の
機
会
が
確
保
さ
れ
、
地
域
社
会
に
お
い
て
他

の
人
々
と
共
生
す
る
こ
と
を
妨
げ
ら
れ
な
い
こ
と
。

３
．
全
て
障
害
者
は
、
可
能
な
限
り
、
言
語
（
手
話
を
含
む
。
）
そ
の

他
の
意
思
疎
通
の
た
め
の
手
段
に
つ
い
て
の
選
択
の
機
会
が

確
保
さ
れ
る
と
と
も
に
、
情
報
の
取
得
又
は
利
用
の
た
め
の
手
段

に
つ
い
て
の
選
択
の
機
会
の
拡
大
が
図
ら
れ
る
こ
と
。
（
第

3条
）

４
．
障

害
者

差
別

解
消

法
の

主
な
内

容
（
１
）
差

別
解

消
措

置

障
害
者
差
別
解
消
法
は
、
改
正
障
害
者
基
本
法
第

4条
（
差

別
の

禁
止

）
の

規
定

を
実

効
性

が
あ
る
も
の

に
す
る
こ
と
を
意

図
し
た
も
の

。
そ
の

た
め
に
、
（
１
）

差
別

を
解

消
す
る
た
め
の

措
置

と
（
２
）
差

別
を
解

消
す
る
た
め
の

支
援

措
置

を
定

め
て
い
る
。

（
１
）
差

別
解

消
措

置
（
第

7条
、
第

8条
）

禁
止

さ
れ

る
差

別
行

為
と
し
て
、
①

「
不

当
な
差

別
的

取
扱

い
」
と
②

「
合

理
的

配
慮

の
不

提
供

」
を
規

定
。

前
者

に
つ
い
て
は

、
行

政
機

関
等

と
事

業
者

の
双

方
に
義

務
づ
け
。
後

者
に

つ
い
て
は

、
行

政
機

関
等

に
は

義
務

づ
け
る
の

に
対

し
、
事

業
者

に
は

当
面

努
力
義
務
に
と
ど
め
る
。

た
だ
し
、
雇

用
分

野
に
つ
い
て
は

、
障

害
者

雇
用

促
進

法
で
の

対
応

に
委

ね
る
（
第

13
条

）
。

４
．
障

害
者

差
別

解
消

法
の

主
な
内

容
（
１
）
差

別
解

消
措

置

○
差
別
解
消
措
置
の
推
進
策

・
政
府
は
、
「
基
本
方
針
」
を
策
定
（
第

6条
）
。

・
国
・
地
方
公
共
団
体
の
行
政
機
関
等
は
、
そ
の
基
本
方
針
に
即

し
て
、
職
員
が
適
切
に
対
応
す
る
た
め
の
「
対
応
要
領
」
を
定
め

る
（
第

9条
）
。

・
主
務
大
臣
は
、
基
本
方
針
に
即
し
て
、
事
業
者
が
適
切
に
対
応

す
る
た
め
の
「
対
応
指
針
」
（
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）
を
定
め
る
（
第

11
条

）
。

主
務
大
臣
は
、
・
・
・
特
に
必
要
が
る
と
認
め
る
と
き
は
、
対
応
指

針
に
定
め
る
事
項
に
つ
い
て
、
当
該
事
業
者
に
対
し
、
報
告
を
求

め
、
又
は
助
言
、
指
導
若
し
く
は
勧
告
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
第

12
条

）
。
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４
．
障

害
者

差
別

解
消

法
の

主
な
内

容
（
２
）
差

別
解

消
支

援
措

置

○
差

別
解

消
支

援
措

置
の

内
容

・
相

談
お
よ
び
紛

争
の

防
止

等
の

た
め
の

体
制

の
整

備
（
第

14
条

）
。

・
啓

発
活

動
（
第

15
条

）

・
情

報
の

収
集

・
整

理
・
提

供
（
第

16
条

）

・
障

害
者

差
別

解
消

支
援

地
域

協
議

会
の

設
置

（
地

方
公

共
団

体
の

努
力

義
務

）
（
第

17
条

）

４
．
障

害
者

差
別

解
消

法
の

主
な
内

容
（
３
）
同

法
案

に
対

す
る
附

帯
決

議
（
衆

議
院

お
よ

び
参

議
院

）

「
本

法
が

、
地

方
公

共
団

体
に
よ
る
、
い
わ

ゆ
る
上

乗
せ

・
横

だ
し
条

例
を
含

む
、
障

害
を
理

由
と
す
る
差

別
に

関
す
る
条

例
の

制
定

等
を
妨

げ
又

は
拘

束
す
る
も
の

で
は

な
い
こ
と
を
周

知
す
る
こ
と
。
」

４
．
障

害
者

差
別

解
消

法
の

主
な
内

容
（
４
）
同

法
施

行
ま
で
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

20
13

年
度

中
に
「
基

本
方

針
」
の

検
討

・
策

定
と
閣

議
決

定

20
14

年
度

「
対

応
要

領
」
お
よ
び
「
対

応
指

針
」
（
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
）
の

策
定

20
15

年
度

「
基
本
指
針
」
、
「
対
応
要
領
」
、
「
対
応
指

針
」
（
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）
を
含

む
、
同

法
の

周
知

20
16

年
4月

1日
施

行

20
18

年
度

施
行

後
3年

の
見

直
し

４
．
障

害
者

差
別

解
消

法
の

課
題

障
害

者
政

策
委

員
会

差
別

禁
止

部
会

で
取

り
ま
と
め
ら
れ

た
「
『
障

害
を
理

由
と
す
る
差

別
の

禁
止

に
関

す
る
法

制
』
に
つ
い
て
の

差
別

禁
止

部
会

の
意

見
」

（
20

12
年

9月
14

日
）
で
は

、
「
行

為
規

範
を
法

で
定

め
、
何

が
差

別
に
当

た
る

か
の

判
断

の
物

差
し
を
提

供
す
る
こ
と
で
、
紛

争
を
事

前
に
回

避
す
る
こ
と
が

望
ま
し
い
」
、
と
し
て
、
「
障

害
を
理

由
と
す
る
差

別
」
に
つ
い
て
定

義
が

さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
紛

争
が

発
生

し
た
場

合
、
司

法
的

解
決

の
ほ

か
、
紛

争
の

性
質

に
即

し
た
簡

易
迅

速
な
裁

判
外

紛
争

解
決

の
仕

組
み

と
し
て
、
相

談
お
よ
び

調
整
を
行
う
機
関
、
調
停
等
を
行
う
機
関
、
中
央
に
お
か
れ
る
機
関
等
が
提
示

さ
れ

て
い
る
。

そ
れ

に
対

し
、
障

害
者

差
別

解
消

法
で
は

、
「
障

害
を
理

由
と
す
る
差

別
」
に
つ

い
て
の

定
義

が
な
い
こ
と
、
設

置
が

努
力

義
務

と
さ
れ

る
差

別
解

消
支

援
地

域
協

議
会

以
外

に
は

、
独

自
の

紛
争

解
決

機
関

が
明

示
さ
れ

て
い
な
い
こ
と

等
が
、
残
さ
れ
た
課
題
と
い
え
る
。
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５
．
障

害
者

の
就

業
状

況
（
20

06
年

）

総
数

18
～

64
歳

15
～

64
歳
の

就
業
者

就
業
率

の
者

手
帳
所
持
者

千
人

千
人

千
人

千
人

％
身
体
障
害
者

3,
66

3
1,

23
6

1,
34

4
57

8
43

.0
知
的
障
害
者

54
7

27
4

35
5

18
7

52
.7

精
神
障
害
者

3,
23

3
1,

80
9

35
1

61
17

.4
総
数

7,
44

3
3,

31
9

2,
05

0
82

6
40

.3
こ
れ

は
、

20
06

年
に
厚
労
省
が
労
働
年
齢
の
障
害
者
手
帳
を
も
つ
身
体
障
害
者
、

知
的
障
害
者
お
よ
び
精
神
障
害
者
を
対
象
に
行
っ
た
就
業
実
態
調
査
結
果
。
障
害
者

の
就
業
率

40
.3
％
は
、
労
働
年
齢
の
労
働
者
全
体
の

70
.7
％
と
く
ら
べ
、
か
な
り
低
い
。

就
業
し
て
い
る
知
的
障
害
者
の
約

6割
、
精
神
障
害
者
の
約

4割
は
、
福
祉
的
就
労
に

従
事
。
ま
た
、
精
神
障
害
者
に
つ
い
て
は
、
手
帳
所
持
者
が
全
体
の
約

2割
に
す
ぎ
な

い
こ
と
か
ら
、
手
帳
所
持
者
だ
け
で
は
、
精
神
障
害
者
全
体
の
就
業
状
況
を
把
握
す
る

こ
と
は
、
困
難
。

６
．
障

害
者

雇
用

促
進

法
の

主
な
改

正
内

容
（
１
）
障

害
者

の
定

義

障
害
者
は
、
「
身
体
障
害
、
知
的
障
害
、
精
神
障
害
（
発
達
障
害

を
含
む
。
）
そ
の
他
の
心
身
の
機
能
の
障
害
が
あ
る
た
め
、
長
期

に
わ
た
り
、
職
業
生
活
に
相
当
の
制
限
を
受
け
、
又
は
職
業
生

活
を
営
む
こ
と
が
著
し
く
困
難
な
者
を
い
う
。
」
（
第

2条
１
）
と
規
定
。

こ
れ
は
、
身
体
障
害
等
の
機
能
障
害
に
加
え
、
職
業
生
活
上
の

困
難
さ
に
注
目
し
た
定
義
と
な
っ
て
い
る
が
、
障
害
者
雇
用
対
策

で
中
心
的
な
役
割
を
担
う
、
雇
用
率
制
度
で
は
、
客
観
性
の
確

保
等
を
根
拠
に
、
そ
の
対
象
と
な
る
の
は
、
基
本
的
に
は
機
能

障
害
を
ベ
ー
ス
に
交
付
さ
れ
る
障
害
者
手
帳
（
身
体
障
害
者
手

帳
、
療
育
手
帳
お
よ
び
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
）
所
持
者
。

６
．
障

害
者

雇
用

促
進

法
の

主
な
改

正
内

容
（
２
）
権

利
条

約
関

連
の

改
正

①
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
禁
止
（
第

34
条
・
第

35
条
）

②
職
場
に
お
け
る
障
害
者
の
合
理
的
配
慮
提
供
の
事
業
主
へ
の
義
務
づ
け
。
た
だ
し
、
そ

れ
が
事
業
主
に
対
し
て
過
度
な
負
担
を
及
ぼ
す
こ
と
と
な
る
場
合
を
除
く
（
第

36
条
の
２

～
３
）
。

③
苦
情
処
理
・
紛
争
解
決
援
助
（
第
７
４
条
の
４
～
８
）

①
と
②
の
対
象
と
な
る
の
は
、
（
従
業
員
の
規
模
を
問
わ
ず
）
す
べ
て
の
事
業
主
、
お
よ
び

障
害
者
手
帳
の
有
無
を
問
わ
ず
、
全
て
の
障
害
者
。

③
は
、
事
業
主
に
対
し
て
、
①
と
②
に
か
か
る
そ
の
雇
用
す
る
障
害
者
の
苦
情
を
自
主
的

に
解
決
す
る
こ
と
を
努
力
義
務
化
（
第
７
４
条
の
４
）
。
解
決
で
き
な
い
場
合
に
は
、
「
個

別
労
働
関
係
紛
争
の
解
決
の
促
進
に
関
す
る
法

律
」
に
基
づ
き
、
都
道
府
県
労
働
局

長
は
、
紛
争
の
当
事
者
の
双
方
ま
た
は
一
方
の
求
め
に
応
じ
、
助
言
、
指
導
ま
た
は
勧

告
を
行
っ
た
り
、
紛
争
調
整
委
員
会
に
よ
り
調
停
を
行
わ
せ
る
（
第
７
４
条
の
５
～
６
）

○
施
行
は
、
２
０
１
６
年
４
月
１
日
。

６
．
障

害
者

雇
用

促
進

法
の

主
な
改

正
内

容
（
３
）
雇

用
率

制
度

関
連

の
改

正

法
定

雇
用

率
の

算
定

基
礎

に
精

神
障

害
者

（
精

神
障

害
者

保
健

福
祉

手
帳

所
持

者
）
を
加

え
る
こ
と
（
第

３
７

条
）
。

施
行

（
20

18
年

４
月

１
日

）
後

、
5年

間
に
限

り
、
精

神

障
害

者
を
法

定
雇

用
率

の
算

定
基

礎
に
加

え
る
こ
と
に

伴
う
、
法

定
雇

用
率

の
引

き
上

げ
分

に
つ
い
て
、
本

来
の

計
算

式
で
算

定
し
た
率

よ
り
も
低

く
す
る
こ
と
を
可

能
と
す
る
こ
と
（
附

則
第

4条
）
。
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６
．
障

害
者

雇
用

促
進

法
の

主
な
改

正
内

容
（
４
）
差

別
禁

止
・
合

理
的

配
慮

の
提

供
の

指
針

の
在

り
方

（
研

究
会

報
告

書
、

20
14

年
5月

27
日

）

①
差
別
の
禁
止
に
関
す
る
指
針
の
在
り
方

ア
項
目
に
つ
い
て
―
（
例

）
募

集
及

び
採

用
、
賃

金
、
配

置
、
昇

進
、
降

格
、
教

育
訓

練
、
福

利
厚

生
、
定

年
、
解

雇
、
労

働
契

約
の

更
新

な
ど

イ
募

集
お
よ
び
採

用
に
つ
い
て

ウ
採
用
後
に
つ
い
て

②
合
理
的
配
慮
の
提
供
に
関
す
る
指
針
の
在
り
方

ア
募

集
お
よ
び
採

用
時

に
お
け
る
合

理
的

配
慮

の
提

供

イ
職
場
に
お
け
る
合
理
的
配
慮
の
提
供

○
「
合

理
的

配
慮

の
内

容
」
に
つ
い
て

○
「
過

度
の

負
担

」
に
つ
い
て

○
「
相

談
体

制
の

整
備

等
」
に
つ
い
て

６
．
障

害
者

雇
用

促
進

法
の

主
な
改

正
内

容
（
５
）
都

道
府

県
労

働
局

で
把

握
し
た
障

害
者

を
雇

用
す
る
上

で
の

配
慮

事
例

○
聴

覚
・
言

語
障

害
―
「
日
々
開
催
す
る
職
務
連
絡
会
に
お
い
て
、

聴
覚
障
害
者
に
対
し
て
理
解
度
を
確
認
す
る
」
な
ど
。

○
肢
体
不
自
由
―
「
出
張
を
免
除
す
る
」
な
ど
。

○
知
的
障
害
―
「
日
誌
、
メ
ー
ル
等
を
活
用
し
、
職
場
で
の
状
況
と

家
庭

内
で
の

様
子

が
相

互
に
把

握
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
」
、
「
本

人
の
体
力
等
を
考
慮
し
、
勤
務
時
間
は

10
時
～

15
時
ま
で
と
し
、

休
憩

時
間

も
そ
の

間
に

1時
間

程
度

設
定

す
る
。
」
、
「
障

害
者

支

援
施
設
の
送
迎
を
可
能
と
す
る
た
め
、
就
業
時
間
を
繰
り
下
げ

る
。
」
な
ど
。

６
．
障

害
者

雇
用

促
進

法
の

主
な
改

正
内

容
（
６
）
検

討
課

題
ー
労

働
及

び
雇

用
に
か

か
る
障

害
者

の
権

利
性

権
利

条
約

第
27

条
労

働
及

び
雇

用
第

1項
前

書
で
は

、
「
締

約
国

は
、
障

害
者

が
他

の
者

と
の

平
等

を
基

礎
と

し
て
労

働
に
つ
い
て
の

権
利

を
有

す
る
こ
と
を
認

め
る
」

と
し
、
そ
の

権
利

に
は

、
「
労

働
に
よ
っ
て
生

計
を
立

て
る
機

会
を
含

む
。
」
と
規

定
。
し
か

し
、
改

正
障

害
者

雇
用

促
進

法
に
は

、
雇

用
の

機
会

や
合

理
的

配
慮

の
確

保
に
つ
い
て
、
障

害
者

に
請

求
権

を
認

め
る
、
と
い
う
規

定
は

設
け
ら
れ

て
い
な
い
。
障

害
労

働
者

の
権

利
保

障
が

課
題

。

７
．
障

害
者

虐
待

防
止

法
の

主
な
内

容
（
１
）
障

害
者

虐
待

へ
の

対
応

と
（
２
）
虐

待
の

類
型

（
１
）
「
障
害
者
虐
待
」
へ
の
対
応

①
養
護
者
に
よ
る
障
害
者
虐
待
―
市
町
村
の
責
務

虐
待
発
見
者
は
、
市
町
村
に
通
報
。

②
障
害
者
福
祉
施
設
従
事
者
等
に
よ
る
障
害
者
虐
待
―
設
置
者
の
責
務

虐
待
発
見
者
は
、
市
町
村
に
通
報
。
市
町
村
は
、
都
道
府
県
に
報
告
。

③
使
用
者
に
よ
る
障
害
者
虐
待
―
事
業
主
の
責
務

虐
待
発
見
者
は
、
市
町
村
ま
た
は
都
道
府
県
に
通
報
。
市
町
村
は
、
都
道
府
県
に
通

知
。
都
道
府
県
は
、
労
働
局
に
報
告
。

（
２
）
虐
待
の
類
型

①
身
体
的
虐
待
、
②
ネ
グ
レ
ク
ト
、
③
心
理
的
虐
待
、
④
性
的
虐
待
、
⑤
経
済
的
虐
待

○
市
町
村
・
都
道
府
県
の
部
局
又
は
施
設
は
、
障
害
者
虐
待
対
応
の
窓
口
等
と
な
る
、

「
市
町
村
障
害
者
虐
待
防
止
セ
ン
タ
ー
」
・
「
都
道
府
県
障
害
者
権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
」
と

し
て
の
機
能
を
果
た
す
。
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７
．
障

害
者

虐
待

防
止

法
の

主
な
内

容
（
２
）
使

用
者

に
よ
る
障

害
者

虐
待

の
状

況
等

（
20

12
年

10
月

1日
～

20
13

年
3月

31
日

）

○
障

害
者

虐
待

が
認

め
ら
れ

た
の

は
、

13
3事

業
所
。

○
虐
待
を
行
っ
た
の
は
、
事
業
主

11
3名

、
所

属
の

上
司

19
名

、
そ
の

他
4名

。

○
被
虐
待
者
は
、

19
4名

。
そ
の

障
害

種
別

は
、
身

体
障

害
25

名
、
知

的
障

害
14

9名
、
精

神
障

害
23

名
、
発

達
障

害
4名

（
一

部
重

複
障

害
が

あ
る
た
め
、

総
数
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
）

○
虐
待
の
種
類
と
人
数
―
身
体
的
虐
待

16
名

、
性

的
虐

待
1名

、
心

理
的

虐
待

20
名
、
ネ
グ
レ
ク
ト

15
名

、
経

済
的

虐
待

（
賃

金
を
支

払
わ

な
い
、
賃

金
が

最
低
賃
金
に
満
た
な
い
な
ど
）
16

4名
。

○
虐
待
者
へ
の
措
置

・
労
働
基
準
法
な
ど
労
働
基
準
関
係
法
に
基
づ
く
指
導
等

15
9件

（
全

体
の

86
.9
％

）
（
う
ち
、
最

低
賃

金
法

関
係

14
5件

）

８
．
地

方
公

共
団

体
の

障
害

者
差

別
禁

止
条

例
等

（
１
）
鳥

取
県

手
話

言
語

条
例

の
主

な
内

容

１
０
ヵ
所
以
上
の
地
方
公
共
団
体
（
道
・
県
お
よ
び
市
）
が
障
害
者
差
別
禁
止
条
例
な
ど

を
制
定
し
て
い
る
ほ
か
、
同
条
例
の
制
定
に
向
け
て
準
備
を
す
す
め
て
い
る
地
方
公
共

団
体
も
少
な
か
ら
ず
、
見
受
け
ら
れ
る
。

こ
こ
で
は
、
そ
の
う
ち
、
鳥
取
県
、
茨
城
県
お
よ
び
八
王
子
市
の
条
例
の
概
要
を
紹
介

す
る
。

（
１
）
鳥
取
県
手
話
言
語
条
例
（
20

13
年

10
月

11
日
施
行
）

第
1条

（
目
的
）
こ
の
条
例
は
、
手
話
が
言
語
で
あ
る
と
の
認
識
に
基
づ
き
（
中
略
）
手
話

の
普
及
の
た
め
の
施
策
を
総
合
的
か
つ
計
画
手
金
に
推
進
（
中
略
）
、
も
っ
て
ろ
う
者
と

ろ
う
者
以
外
の
者
が
共
生
す
る
こ
と
の
で
き
る
地
域
社
会
を
実
現
す
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
。

（
参
考
）
権
利
条
約
第

2条
定
義

「
言
語
」
と
は
、
「
音
声
言
語
及
び
手
話
そ
の
他
の
形
態

の
非
音
声
言
語
を
い
う
。
」

・
障
害
者
基
本
法
第

3条
３
「
・
・
・
言
語
（
手
話
を
含
む
。
）

・
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
手
話
法
（
20

06
年
制
定
）

８
．
地

方
公

共
団

体
の

障
害

者
差

別
禁

止
条

例
等

（
２
）
茨

城
県

障
害

者
差

別
禁

止
条

例
の

主
な
内

容
（
そ
の

１
）

（
２
）
「
障

害
の

あ
る
人

も
な
い
人

も
共

に
歩

み
幸

せ
に
暮

ら
す
た
め
の

茨
城

県
づ
く

り
条

例
（
20

15
年

4月
施
行
）

○
障
害
者
基
本
法
の
定
義
と
の
違
い

第
2条

の
定

義
に
「
障

害
の

あ
る
人

」
に
は

、
「
難

病
」
が

含
ま
れ

る
こ
と
。
ま

た
、
「
・
・
・
障

害
及

び
社

会
的

障
壁

に
よ
り
継

続
的

」
に
「
断

続
的

に
」
が

追
加

さ
れ
て
い
る
こ
と
。

「
差

別
」
に
は

、
「
社

会
的

障
壁

の
除

去
の

実
施

に
つ
い
て
合

理
的

配
慮

を
し

な
い
こ
と
」
が

追
加

さ
れ

て
い
る
こ
と
。

「
合

理
的

配
慮

」
と
は

、
「
障

害
の

あ
る
人

が
障

害
の

な
い
人

と
実

質
的

に
同

等
の

日
常

生
活

又
は

社
会

生
活

を
営

む
た
め
に
、
障

害
の

あ
る
人

の
求

め
又

は
そ
の

家
族

等
の

求
め
に
応

じ
て
、
必

要
か

つ
適

切
な
現

状
の

変
更

又
は

調
整

を
行

う
こ
と
を
い
う
。
た
だ
し
、
社

会
通

念
上

そ
の

実
施

に
伴

う
負

担
が

過
重

に
な
る
も
の
を
除
く
。

８
．
地

方
公

共
団

体
の

障
害

者
差

別
禁

止
条

例
等

（
２
）
茨

城
県

障
害

者
差

別
禁

止
条

例
の

主
な
内

容
（
そ
の

２
）

○
第

3条
（
基

本
理

念
）
と
し
て
、
「
差

別
を
生

む
背

景
に
あ
る
誤

解
、
偏

見
そ
の

他
の

理
解

の
不

足
が

解
消

さ
れ

る
よ
う
、
障

害
の

あ
る
人

と
障

害
の

な
い
人

が
共

に
学

び
あ
い
協

力
し
て
い
く
こ
と
を
旨

と
し
て
行

う
。
」

ま
た
、
「
差

別
を
解

消
す
る
た
め
の

取
組

は
、
差

別
す
る
側

と
差

別
さ
れ

る
側

と
に
分

け
て
相

手
側

を
一

方
的

に
非

難
し
、
制

裁
を
加

え
よ
う
と
す
る
も
の

で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
」

○
第

7条
（
財

政
上

の
措

置
）
と
し
て
、
「
県

は
、
（
中

略
）
こ
の

施
策

を
推

進
す
る

た
め
、
必

要
な
財

政
上

の
措

置
を
講

ず
る
よ
う
務

め
る
も
の

と
す
る
。
」

○
第

10
条

（
特

定
相

談
）
、
第

12
条

（
助

言
又

は
あ
っ
せ

ん
の

求
め
）
、
第

13
条

（
事

実
の

調
査

）
、
第

14
条

（
助

言
又

は
あ
っ
せ

ん
）
、
第

15
条

（
勧

告
）
、
第

16
条

（
公

表
）

○
第

18
条

（
協

議
会

の
設

置
）
な
ど
。
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第 13 回バリアフリー推進ワークショップ 

＜テーマ：高次脳機能障害者の公共交通機関の利用について＞ 

 

1 概  要 

1.1 日 時：平成 26年 6月 19日（木）18：00～20：00 

1.2 場 所：ソラシティカンファレンスセンター Room A 

1.3 講 師：中山剛氏（国立障害者リハビリテーションセンター研究所障害工学研究部  

主任研究官） 

       東川悦子氏（NPO法人日本脳外傷友の会 理事長） 

1.4 参加者：24名 

1.5 講演概要： 

   近年、障害の一つとして高次脳機能障害者に注目が集まっています。そこで、はじめ

に中山氏から高次脳機能障害について基本的なことをお話いただきました。 

高次脳機能障害とは、脳損傷に起因する認知障害全般を指し、失語・失行・失認のほ

か記憶障害、注意障害、遂行機能障害、社会的行動障害などがあります。また、「認知

症者」と混同されやすいが、高次脳機能障害は「進行しない」「当事者は乳幼児から高

齢者まで」であり、認知症は「進行する」「当事者は高齢者が多い（ただし、若年性も

ある）」と分類できます。現在、高次脳機能障害者は、東京都内に 5 万人程度（推計）、

全国で 50 万人程度（推計）いるとされています。ちなみに、医師から発達障害と診断

された者の数は 318千人（推計）です。さらに、高次脳機能障害者が身体障害や知的障

害との重複する場合は障害者手帳を取得できますが、18歳以上で受傷した場合、手帳を

取得することが難しい場合もあることが指摘されました。 

次に、東川氏から高次脳障害当事者とその支援者についてお話いただきました。1993

年の御子息の交通事故をきっかけに、1997年に「脳外傷友の会ナナ」を設立し、支援活

動を開始しました。当初は、高次脳機能障害者を知ってもらうことが必要であったため

セミナーの開催や高次脳機能障害者の支援モデルの構築を行いました。例えば、以前は

「若年痴呆」などと呼ばれたり、社会復帰できないと思われていましたが、少しずつ理

解が広がっています。現在では、全国 57 団体で「日本脳外傷友の会」の活動を行って

います。一方、高次脳機能障害が抱える問題として、例えば、反対方向の電車に乗って

しまう、新幹線では車両、座席番号がわかりにくい、案内がわかりにくいなどの問題が

あると指摘されました。さらに、鉄道会社の理解が得られず、最寄の無人駅は危険であ
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ることから、隣の有人駅を利用するよう促された事例があるそうです。また、今後は、

介護者亡き後の支援、重度・重複障害者の支援、小児高次脳機能障害児教育の支援等の

課題があるとまとめられました。 

続いて、中山氏から詳細な高次脳機能障害者の特性（省略、別添資料を参照）と公共

交通機関の利用についての話題提供がありました。高次脳機能障害者は移動（外出等）

が困難なことが数多いが、例えば、簡単な操作の機器、わかりやすい案内標識、ホーム

柵などの設置などで可能となることもあります。しかし、まずは高次脳機能障害の認知

度をさらにあげる事で、交通関係者等の理解が得られることが必要であるとまとめられ

ました。 

 

1.6 質疑応答 

質問者 1：近年、公共交通機関において LED電光掲示板の普及が進んでいるが、高次脳機

能障害者にとって、これらの見る対象が流れる文字であることの有効性について

の研究はあるのか。 

 講師（中山氏）：高次機能障害者の認知機能や脳への刺激の基礎調査はあるが、それらの

研究はまだない。 

 質問者 2：①高次機能障害者にも子ども用 Suicaを使えるようにするべきとはどういうこ

とか。②テキストマイニングツールの見方を説明してほしい。③高次脳機能障害

者における運転免許の問題について解説してほしい。 

 講師（中山氏）：①子ども用 Suica とは障害者割引が適用されることである。②テキスト

マイニングツールの結果は関連性や文言のつながりが強い場合に線を太く表し

ている。 

 講師（東川氏）：③現在、息子は運転をしているが、様々な方が高次機能障害者の運転に

ついて研究されている。特に、蜂須賀先生（産業医科大学）が有名である。しか

し、親の立場では運転はさせたくないという家族が多いが、特に地方では運転し

ないと仕事にいけないなどの事情もある。てんかんや睡眠時無呼吸症候群などと

ともに判断が難しいところがある。 

 講師（中山氏）：③は、作業療法士内でも大きな問題となっている。現在は、訓練をしな

がら、どのくらい運転が可能か判断している。 

 質問者 3：①福岡市等の交通局で発行している交通系 IC カードでは障害者割引に対応し

ている。しかし、昨年度 IC カードの全国共通化を行ったが、割引情報が統一さ

れていないことから、市の交通局が発効している IC カードはその地域でしか、

利用できない状況である。 
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 質問者 4：高次脳機能障害者は高齢者の対応と類似していると言われているが、駅構内図

のわかりにくさを解消するにはどのようにすればよいのか。 

 講師（中山氏）：自由回答には、案内サインの位置の是正（低い場所に設置する）や、文

字が小さいという指摘がある。 

 質問者 5：脳科学から見た障害者にとって認知に有効なものはあるのか。 

 講師（中山氏）：高次脳機能障害者も、知的障害、発達障害、精神障害などとともに、共

通する項目（対応）を増やしていくことが必要である。ただし、各障害者に特有

な問題には配慮が必要であり、例えば、高次脳機能障害者であれば、ひらがなが

わからないので、漢字の表記も必要である。また、失語症者には、コミュニケー

ション支援ボードのような絵記号が有効であるが、当事者意見として改善の余地

がまだある 

 

２ 配布資料 

 

 次のとおり。 
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日
本
脳
外
傷
友
の
会

活
動
現
況
と
課
題

高
次
脳
機
能
障
害
者
の
公
共
交
通
利
用
に
つ
い
て

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
日

本
脳

外
傷

友
の

会

理
事

長
東

川
悦

子

20
1４

年
６
月

１
９
日

第
１
３
回

バ
リ
ア
フ
リ
ー
推

進
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

主
催

公
益

財
団

法
人

交
通

エ
コ
ロ
ジ
ー
・
モ
ビ
リ
テ
イ
財

団

１
９
９
３
年
息
子
の
交
通
事
故
！
！
！

す
べ
て
は
こ
こ
か
ら
始
ま
っ
た

１
９
９
７
年
脳
外
傷
友
の
会
ナ
ナ
設
立

１
９
９
８
年

脳
外

傷
交

流
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開

催
於

横
浜

ラ
ポ
ー
ル

全
国

的
反

響
を
呼

ん
だ
！

！
！

神
奈

川
新

聞
読

売
・
医

療
ル

ネ
ッ
サ

ン
ス

１
９
９
９
年

ア
メ
リ
カ
Ｔ
Ｂ
Ｉ事

情
視

察
２
０
０
０
年

日
本

脳
外

傷
友

の
会

設
立

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
現

代
で
放

映
２
０
０
１
年

高
次

脳
機

能
障

害
支

援
モ
デ
ル

事
業

開
始

日
本

障
害

者
協

議
会

に
加

盟
２
０
０
６
年

～
２
０
１
２
年

高
次

脳
機

能
障

害
支

援
普

及
事

業
が

実
施

さ
れ

た
。

２
０
１
３
年

度
以

降
高

次
脳

機
能

障
害

お
よ
び
関

連
障

害
支

援
事

業
と
し
て
継

続
中

。

今
後

の
支

援
事

業
の

方
針

が
な
い
こ
と
が

問
題

！
！

！

私
た
ち
の

主
張

し
て
き
た
こ
と

•
若
年
痴
呆
と
呼
ば
な
い
で
！
！
！

•
余
生
で
は
な
い
。
→
人

生
の

創
造

へ
の

支
援

•
社
会
復
帰
、
社
会
参
加
の
機
会
を
。

•
見
え
な
い
障
害
・
わ
か
り
に
く
い
障
害
へ
の
支
援
を
。

↓
我

が
国

の
障

害
者

制
度

の
変

革
が

必
要

医
療

、
福

祉
、
雇

用
、
教

育
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モ
デ
ル
事
業
の
結
果

•
高
次
脳
機
能
障
害
診
断
基
準
が
で
き
た
。

•
全
国
に
相
談
支
援
拠
点
機
関
が
設
置
さ
れ
た
。

•
情
報
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
た
。

•
詳

細
は

ht
tp
:/
/w

w
w
.re

ha
b.
go
.jp

/b
ra
in
_f
uk
yu
/

を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

設
立

１
０
周

年
記

念
に
出

版
し
ま
し
た

現
況
全
国
５
７
団
体
の
連
合
体

• 全 国 大 会

• 昨 年 は 大 分 で 開 催
• 前 夜 の 交 流 会

• 全 国 代 表 者 会 議

• 全 国 支 援 拠 点 機 関 支 援

コ ー デ ィ ネ ー タ ー 研 修 会

国 ３ 省 担 当 者 の 出 席

• 当 事 者 活 動 奨 励 賞

• 大 会 ア ピ ー ル の 採 択

• 今 年 は
12 月 24 日

25 日

• 島 根 県 松 江 県 民 会 館

• み な さ ん ぜ ひ ご 参 加 を 。

来
年
設
立
１
５
周
年
記
念
大
会

東
京

で
や

り
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
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今
め
ざ
す
こ
と
。
全
国
の
障
害
者
と
と
も
に

特
別
な
こ
と
で
は
な
い
、
当
た
り
前
の
生
活

各
地

で
頑

張
っ
て
い
る
活

動

•
家
族
会
お
よ
び
関
連
団
体
が
設
立
し
た
事
業
所

札
幌

函
館
、
帯
広

岩
手
、
宮
城
、
山
形
，
新
潟

静
岡
、
神
奈
川
、
東
京

千
葉
、
愛
知
、
岐
阜
、
大
阪
、
広
島
、
岡
山
、
高
知
、

徳
島
、
香
川
、
愛
媛
、
鳥
取
、
出
雲
、
大
分

福
岡
、
沖
縄

多
く
は
就
労
移
行
支
援
事
業
所

グ
ル

ー
プ
ホ
ー
ム

豊
橋

、
大

阪
、
岡

山
サ
高
住

愛
媛

東
京

都
で
は

•
東
京

高
次
脳
機
能
障
害
協
議
会
Ｔ
Ｋ
Ｋ

現
在

２
５
団

体
が

所
属

ユ
ニ
ー
ク
な
名
前
の
会

猫
の
ひ
げ

お
む
す
び

メ
ビ
ウ
ス
の

わ

相
談
会
・
講
座
等
活
発
に
活
動
し
て
い
る
。

そ
の
他
に
も
独
自
な
活
動
を
行
う
会
あ
り
。

太
田
寺
子
屋
・
足
立
さ
く
ら
会
等
。

北
多
摩
南
部
医
療
圏
高
次
脳
機
能
障
害

支
援

マ
ッ
プ

•
東
京
都
高
次
脳
機
能
障
害
支
援
普
及
事
業

•
専
門
的
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
充
実
事
業

•
東
京
慈
恵
会
医
科
大
学
付
属
第
Ⅲ
病
院
が
受
託

渡
邉

修
教

授

診
断
。
評
価

リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

生
活

支
援

・
対

応
法

制
度

利
用

等
の

相
談
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交
通

事
情

に
関

す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド

①
作
業
所
の
帰
り
進
行
方
向
を
間
違
え
て
新
宿

ま
で
行
っ
て
し
ま
っ
た
。

小
田

原
方

向
←

厚
木

→
新

宿

②
新

幹
線

で
の

事
件

乗
車
車
両
の
わ
か
り
ず
ら
さ

発
車
ま
で
の
時
間
が
短
い

３
：
１
１
で
の
混
乱

作
業
所
・
職
場
等
か
ら
の
帰
宅
困
難

も
し
も
の
時

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
ま
し
た
。

高
次

脳
機

能
障

害
も
し
も
の

と
き

リ
ー
フ
レ
ッ
ト

折
角

職
場

が
あ
っ
て
も
通

え
な
い
事

情

①
北

海
道

の
事

例
過

疎
地

交
通

機
関

が
な
い

自
動
車
運
転
が
不
可
と
言
わ
れ
た
た
め
。

②
熊
本
県
で
の
事
例
。

無
人
駅
の
た
め
危
険
で
あ
る
か
ら
、
と
な
り
の
駅

か
ら
乗
車
す
る
よ
う
に
と
言
わ
れ
た
。
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高
次
脳
機
能
障
害
に
限
っ
た
問
題

で
は
な
い
事
例
が
日
常
に
あ
る

•
全

日
空

機
:視

覚
障

害
者

が
搭

乗
で
き
ず

内
規

の
解

釈
誤

り
•

毎
日
新
聞

20
14

年
05

月
29

日

•
秋
田
県
の
全
盲
男
性
３
人
と
介
助
人
１
人
が
２
９
日
、
全
日
空
機
で
秋
田
空
港
か

ら
大

阪
（
伊

丹
）
経

由
で
大

分
へ

向
か

お
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
直

前
に
搭

乗
を
拒

否
さ

れ
た
。
同

社
は

内
規

の
解

釈
を
誤

っ
た
と
し
「
当

方
の

ミ
ス
で
、
お
わ

び
し
て
い
る
」
と

話
し
た
。

•
搭

乗
拒

否
さ
れ

た
の

は
秋

田
県

視
覚

障
害

者
福

祉
協

会
の

煙
山

貢
会

長
（
７
２
）

と
２
人

の
男

性
副

会
長

、
介

助
の

女
性

事
務

局
員

の
計

４
人

。
大

分
市

で
２
９
日

始
ま
っ
た
全

国
盲

人
福

祉
大

会
に
参

加
す
る
た
め
、
午

前
８
時

１
０
分

発
の

大
阪

便
（
定

員
７
２
人

）
に
乗

る
予

定
だ
っ
た
。
搭

乗
手

続
き
を
済

ま
せ

タ
ラ
ッ
プ
を
上

ろ
う
と
し

た
時

「
こ
の

大
き
さ
の

飛
行

機
で
は

介
助

者
１
人

に
つ
き
障

害
者

は
２
人

ま
で
と
い
う

内
規

が
あ
る
」
と
し
て
搭

乗
を
拒

否
さ
れ

た
。
羽

田
経

由
で
大

分
に
到

着
し
た
が

、
遅

れ
て
一
部
の
会
議
に
出
席
で
き
な
か
っ
た
。

•
全

日
空

広
報

部
は

「
内

規
で
は

介
助

者
１
人

に
障

害
者

３
人

ま
で
乗

れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
た
。
大

変
申

し
訳

な
い
」
と
話

し
て
い
る
。
【
池

内
敬

芳
】

障
害

者
差

別
解

消
法

の
施

行

•
み
ん
な
違
っ
て
み
ん
な
良
い
を
実
現
す
る
に
は

？
精
神
障
害
者
の
地
域
移
行

病
棟
、
病
床
を
転
換
し
た
地
域
移
行
施
設

な
ん
て
！
！
！

脳
損
傷
関
係
で
今
起
き
て
い
る
問
題
点

•
脳
し
ん
と
う
も
お
ろ
そ
か
に
で
き
な
い
。

•
軽

度
外

傷
性

脳
損

傷
Ｍ
Ｔ
Ｂ
I

は
決
し
て
軽
度
で
は
な
い
。

ス
ポ
ー
ツ
外
傷
を
軽
く
見
る
な
。

コ
ン
タ
ク
ト
ス
ポ
ー
ツ

柔
道
、
ボ
ク
シ
ン
グ
、
ラ
グ
ビ
ー
、
レ
ス
リ
ン
グ

相
撲
、
剣
道
、
サ
ッ
カ
ー
、
ア
メ
フ
ト
等
。

当
会

に
残

さ
れ

て
い
る
課

題

介
護

者
亡

き
後

の
支

援

重
度

・
重

複
障

害
者

の
支

援

小
児

高
次

脳
機

能
障

害
児

教
育

の
支

援

災
害

時
要

援
護

者
支

援 ↓
全

国
へ

情
報

提
供

と
人

材
の

育
成

Ｍ
・
Ｐ
・
Ａ
・
Ｖ

を
大

切
に
。

来
年

の
１
５
周

年
大

会

組
織

変
革

と
さ
ら
に
前

進
へ
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第 14 回バリアフリー推進ワークショップ 

＜テーマ：障害者権利条約と情報アクセシビリティ＞ 

 

1 概  要 

1.1 日 時：平成 26年 7月 25日（金）18：00～20：10 

1.2 場 所：TKP市ヶ谷カンファレンスセンター カンファレンス 3C 

1.3 講 師：山田肇氏（東洋大学大学院経済学研究科 教授） 

1.4 話題提供者：芳賀優子氏（弱視者問題研究会 会員） 

1.5 参加者：28名 

1.6 講演概要： 

   はじめに山田氏より、障害者権利条約や障害者差別解消法における情報アクセシビリ

ティについてお話いただきました。 

「障害者の権利に関する条約（略称：障害者権利条約）」第 9 条において、輸送機関

同様に「情報通信」は利用する機会を確保するための適当な措置をとること（直接的差

別の禁止）が明記されています。例えば、大学受験の情報や就職試験のエントリーはイ

ンターネットが当然となっている現在の社会環境では、情報通信を利用できなければ社

会参加できない時代となっています。このような中、障害者や高齢者は情報化に乗り遅

れていることが多く、地上デジタル化後のテレビリモコンはボタンが多いため使いにく

かったり、銀行 ATMのタッチパネルは操作が難しかったりします。そのため、2004年 5

月に障害者や高齢者に配慮するための JIS規格 X8341（「やさしい」と読む）シリーズ「高

齢者・障害者等配慮設計指針－情報通信における機器、ソフトウェア及びサービス）が

策定されました。ウェブは、多くの利便や情報をもたらしますが、アクセシビリティに

対応していなければサービスを利用できない人もいます。また、今後さらに増加が見込

まれるスマートフォンに対応できていないことにも問題があります。しかし、障害者や

高齢者にとって情報の電子化はあらゆる面で有効であるとともに、プライバシーの確保

の観点からも効果があります。 

日本は JIS規格を策定しましたが、まだまだ操作しにくい、利用できない情報通信機

器やサービス（製品）があふれています。そこで、このような状況を打破するため、欧

米政府が取り組みはじめた情報アクセシビリティの公共調達基準が参考となります。例

えば、アメリカでは、リハビリテーション法 508条に基づく施策として、2001年 6月よ

り情報アクセシビリティ配慮製品の調達が連邦政府の義務になりました。これにより企
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業は技術基準に準拠する製品開発に取り組むとともに、準拠をアピールのひとつとして

活用することができるようになりました。このようにアクセシビリティを要件化したこ

とで、企業は規模の大きな公共調達での購入が保証されること、政府は公共調達コスト

が増大する一方で、支援技術のための福祉予算を削減できること、利用者は利用可能な

情報通信機器・サービスが充実することでそれぞれの立場においてメリットが生まれま

した。 

一方、2016年 4月に施行する「障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律（略

称：障害者差別解消法）」第 7 条に行政機関等の義務が明記されていますが、公共機関

におけるウェブアクセシビリティ対応については、原則、義務とすべき直接的差別の禁

止にするのか、それとも過重な負担を伴わない場合の合理的配慮として間接的差別の禁

止にするのかが課題となっています。例えば、オーストラリアでは 1992 年に「障害者

差別禁止法」第 24 条において直接的差別の禁止が明記されており、2000 年のシドニー

オリンピックでは、この法律を根拠とした組織委員会サイトに苦情申し立てがあり、賠

償金の支払いが課せられました。 

国際的にはウェブコンテンツに関する標準「WCAG2.0」で、達成等級の基準として、「A」、

「AA」、「AAA」が定められています。英国、ドイツ、韓国、ニュージーランド、カナダ

などでは、ウェブは公共性のある施設の一つと位置づけられ、「WCAG2.0」の達成等級も

「AA」が目標となっています。 

そこで、日本の公共機関におけるウェブアクセシビリティの経済効果を算出するため、

ウェブアクセシビリティに対応するためのサイト改修費を自治体（中央官庁を含む）の

サイトリニューアル費用から推計しました。サイトリニューアルの前提条件として、CMS

（Content Management System）を導入し、アクセシビリティに対応することとしまし

た。具体的には、人口 100 万人以上の自治体と中央官庁の 111、人口 10 万人以上 100

万人未満の自治体が 278、人口 10 万人未満の自治体が 1453 とし、それぞれのサイトリ

ニューアル概算費用を 5000 万円、1000 万円、600 万円としました。その結果、すべて

の公共機関のサイトで達成等級「AA」準拠を目標に、CMS を導入する総計は、約 170 億

円なりました。一方で、身体障害者（18歳以上）の雇用率が 0.1％向上すれば、増加す

る賃金は 100億円以上となり、アクセシビリティに対応したサイトリニューアル費用は

まかなえる可能性があることからも、ウェブアクセシビリティ対応は直接的差別の禁止

で進めていくことが望ましいとまとめられました。 

続いて、芳賀氏より「弱視者の日常生活から感じる情報アクセシビリティの大切さ」

と題し、お話いただきました。 

視覚障害者は、日常生活における様々な場面においてウェブから多くの情報を収集し
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ています。しかしながら、最近のウェブにおいては、動画や画像等が多くなっており、

音声では理解することが難しくなっています。最低限、画像の説明をテキスト提供され

ていることが望ましい。 

また、近年 PDFによる情報共有や暗号化されたパスワードなどのセキュリティ対策等

については苦労しています。さらに、旅行の時などは様々な問題点に直面します。例え

ば、障害者割引制度を知らない職員が対応したり、バリアフリー設備は整っているが、

いざ使い方が分からない時に直接職員に聞きたいけれど職員が常駐していないなどの

問題があります。すべてのことに共通するのが、ICT などの機器や情報だけ、人だけと

いうようなサービスではなく、両者の組み合わせによるサービス提供が重要であるとま

とめられました。 

 

1.7 質疑応答 

 講 師：6年後のオリンピック・パラリンピックは、障害者を含めた外国人をどのように

迎えるかが問題であり、最もすべきことの一つが英語での情報提供である。また、

英語も that や where 等の接続詞をあまり使わないシンプルな構文とすることが

重要である。恐らく、開催時にはスマートフォンを情報にかざせば、母国語に翻

訳する機能が備えられる。そのことにより、外国からの来日者には、情報のバリ

アは少なくなる。それに加え、日本独特の表現を改善していく必要がある。（山

田氏からの補足） 

 質問者 1：以前の日本では、パーソントリップのデータなど公的な情報を取得するのに、

時間も資金も必要であった。オリ・パラ開催においては、情報へのアクセスがポ

イントになると思うか、いかがか。 

 講 師：近年、日本ではオープンデータやオープンガバメントというような取組みが行わ

れ始めている。そこで論点となっているのが、機械での読込が可能かどうかとい

う点である。画像での情報提供は、機械では読込むことができない。例えば、google

エンジンでの検索であっても、画像での情報は検索されにくい。要は、情報への

アクセスというのは、視覚障害者の利便性の向上と同じである。基本は、テキス

トで提供することである。 

 話題提供者（芳賀氏）：パソコンが普及する前、視覚障害者の不便さは①情報が取れない

ことで自由に歩き回れない、②紙に書いてあることの読み書きが難しいことであ

る。パソコンが普及したことにより、情報を自由にとれて歩き回れる。またパソ

コンは「入力、計算、出力」という３ステップになっており、計算は共通で、入

力と出力はその人の状況に合わせて選べることが、私たちの情報アクセスにとっ
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てとても大きい。このことにより、情報の読み書きが可能となった。 

 質問者 2：複雑な段落構成や改行、装飾などの書式情報がないテキストデータの良いとこ

ろは、内容がわかりやすいこと。単に音声で読み上げればよいというのではなく、

音声で聞いて内容がわかる形式にすることが必要である。最近、情報の不正アク

セス防止のため、意図的に歪ませた文字と数字の羅列を再入力させることで、セ

キュリティ対策をしており視覚障害者には使えない。総務省のパブコメでも同様

な手段を用いているが、どのような改善要求をすればよいか。 
 講 師：例えば、文字入力でない音声入力による代替手段を準備するよう要求すべきだと

思う。X8341の中でも利用者の声、意見を聞きながら改善していくことが明記され

ている。 

 質問者 3：①情報のアクセシビリティなどの重要性が分からない人が多いが、どのような

アプローチが考えられるか。②情報アクセシビリティについては社会負担で担う

べきではないか。 

 講 師：①理解の促進については、最終的に政治だと思う。昨年度、ネット選挙が解禁さ

れたこともあり、今後政治家に取り組んでもらう必要がある。②情報アクセシビ

リティは、障害者だけのものではないので、必要があれば増税により財源を賄う

対策なども考えられる。 

 質問者 3：情報については、世界に先駆けて取り組むべき。遅れを取り戻すには時間も費

用もかかってしまう。また、情報産業の育成という意味でも取り組むべきである。 

質問者 4：公共交通機関の情報を視覚障害者に提供するときは、どのようなものがよいの

か。 

 話題提供者（芳賀氏）：路線検索等で路線名だけではなく、番線情報も提供しているサイ

トを活用している。人に聞くときに、番線だと答えてくれる率が高まる。また、

できるだけ多くの情報のあるサイトが利用しやすい。 

 質問者 5：出口がホームのどこにあるか位置情報があるとよい。その情報を得られれば、

乗る車両を選べ、危険なホームを歩かなくてもよい。また、万人にもわかるよう

に、例えば山手線であれば、「○○駅寄り」という情報があればさらによい。 

 講 師：最近だと、有料サイトで詳細な乗換情報などを提供することが成立しているので

参考になる。 

 

２ 配布資料 

 

 次のとおり。 
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ア
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テ
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囲
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…
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生

活
の

あ
ら
ゆ
る
側

面
に
完

全
に
参

加
す
る
こ
と
を
可

能
に
す
る
」

は
重

要
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JI
S規

格
は

揃
い
、
国

際
標

準
化

で
も
世

界
に
貢

献
し
て
き
た
が


操

作
し
に
く
い
、
利

用
で
き
な
い
情

報
通

信
機

器
・
サ

ー
ビ
ス
（
製

品
）
が

わ
が

国
の

市
場

に
あ
ふ

れ
て
い
る
の

は
な
ぜ

か


欧

米
政

府
が

情
報

ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
を
公

共
調

達
基

準
と
し
始

め
た
こ
と
は

、
こ
の

状
況

を
突

破
す
る
参

考
に

な
ら
な
い
か

公
共

調
達

で
の

義
務

化
：
ア
メ
リ
カ
で
は


リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
法

50
8条

に
基

づ
く
施

策
：

20
01

年
6月

よ
り
情

報
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
配

慮
製

品
の

調
達

が
連

邦
政

府
の

義
務

に


企

業
は

50
8条

技
術

基
準

に
準

拠
す
る
主

流
製

品
の

開
発

に
努

力
、
準

拠
を
ア
ピ
ー
ル

–
W

in
do

w
sに

も
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
が

要
件

化
の

意
義


企

業
の

立
場

で
は

、
規

模
の

大
き
な
公

共
調

達
で
の

購
入

が
保

証
さ
れ

る
こ
と
は

、
大

き
な
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ


政

府
の

立
場

で
は

、
公

共
調

達
コ
ス
ト
は

増
加

す
る
が

、
そ
の

分
、
支

援
技

術
の

た
め
の

福
祉

予
算

を
削

減


対

象
と
な
る
利

用
者

の
立

場
で
は

、
利

用
可

能
な
情

報
通

信
機

器
・
サ

ー
ビ
ス
の

充
実

障
害

者
差

別
解

消
法

（
20

16
年

施
行

予
定

）
：

行
政

機
関

等
の

義
務

（
第

七
条

）


行

政
機

関
等

は
、
そ
の

事
務

又
は

事
業

を
行

う
に
当

た
り
、
障

害
を
理

由
と
し
て
障

害
者

で
な
い
者

と
不

当
な
差

別
的

取
扱

い
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
障

害
者

の
権

利
利

益
を
侵

害
し
て
は

な
ら
な
い
。


…

障
害

者
か

ら
現

に
社

会
的

障
壁

の
除

去
を
必

要
と

し
て
い
る
旨

の
意

思
の

表
明

が
あ
っ
た
場

合
に
お
い

て
、
そ
の

実
施

に
伴

う
負

担
が

過
重

で
な
い
と
き
は

、
…

社
会

的
障

壁
の

除
去

の
実

施
に
つ
い
て
必

要
か

つ
合

理
的

な
配

慮
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

直
接

的
差

別
の

禁
止

間
接

的
差

別
の

禁
止

57



公
共

機
関

の
ウ
ェ
ブ
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
対

応
は


直

接
的

差
別

の
禁

止
と
し
て
原

則
・
義

務
と
す
べ

き
か


そ
れ

と
も
、
過

重
な
負

担
を
伴

わ
な
い
場

合
の

合
理

的
対

応
、
す
な
わ

ち
間

接
的

差
別

の
禁

止
を
適

用
す

べ
き
か

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア


19

92
年

障
害

者
差

別
禁

止
法

第
24

条

–
支
払
い
の
有
無
を
問
わ
ず
、
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

又
は
施
設
を
提
供
す
る
者
が
、
他
人
の
障
害
を
理
由
に
以
下

の
差
別
を
行
う
こ
と
は
違
法
で
あ
る

–
提
供
の
拒
絶
、
利
用
条
件
・
方
法
の
差
別
を
列
挙


20

00
年

シ
ド
ニ
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
、
第

24
条

を
根

拠
に

苦
情

申
し
立

て
。
組

織
委

員
会

は
サ

イ
ト
を
改

修
し
、
賠

償
金

を
支

払
い


政

府
の

目
標

：
20

12
年

末
ま
で
に
達

成
等

級
A
に
、

20
14

年
末

ま
で
に
達

成
等

級
A

A
に
適

合

W
C

A
G

2.
0（

W
eb

 C
on

te
nt

 A
cc

es
si

bi
lit

y 
G

ui
de

lin
es

第
2.

0版
）
と
達

成
等

級


JI

S
 X

83
41

-3
:2

01
0と

し
て
国

内
標

準


IS

O
/IE

C
 4

05
00

:2
01

2と
し
て
世

界
標

準


個

々
の

達
成

基
準

を
A
、

A
A
、

A
A

A
に
分

類


達

成
等

級
A
に
適

合
す
る
に
は

A
に
分

類
さ
れ

た
達

成
基

準
の

す
べ

て
を
満

た
す
こ
と
を
要

求


達

成
等

級
A
で
は
α％

の
、
加

え
て

A
A
に
も
適

合
す
れ

ば
、
（
α+
β）

％
の

利
用

者
ニ
ー
ズ
を
満

た
す

米
国


19

90
年

障
害

を
持

つ
ア
メ
リ
カ
人

法
30

2条
（
公

共
性

の
あ
る
施

設
の

ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
）

–
所
有
、
リ
ー
ス
、
運
営
の
形
態
を
問
わ
ず
、
場
所
を
問
わ
ず
、

公
共

性
の

あ
る
施

設
に
お
い
て
提

供
さ
れ

る
商

品
、
サ

ー
ビ

ス
、
施
設
、
特
典
、
利
益
又
は
便
宜
を
、
完
全
に
か
つ
平
等

に
享
受
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
何
人
も
障
害
を
理
由
に
差
別
さ

れ
て
は

な
ら
な
い


民

間
企

業
に
も
訴

訟
対

象
。
デ
ィ
ズ
ニ
ー
は

20
11

年
に

和
解

。
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

や
レ
ス
ト
ラ
ン
メ
ニ
ュ
ー
の

閲
覧

、
チ
ケ
ッ
ト
の

購
入

な
ど
へ

の
対

応
を
実

施
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欧
州

議
会

（
20

14
年

2月
26

日
）


す
べ

て
の

公
共

団
体

・
公

共
サ

ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
企

業
に
ウ
ェ
ブ
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
を
求

め
る
欧

州
指

令
案

を
可

決
。
全

域
で
の

義
務

化
は

最
終

準
備

段
階

に


新

し
い
コ
ン
テ
ン
ツ
は

1年
以

内
に
既

存
の

コ
ン
テ
ン
ツ

は
3年

以
内

に
（
第

10
条

）


W

C
A

G
2.

0の
達

成
等

級
A

A
に
準

拠
す
る
（
第

5条
第

3項
）

各
国

動
向

の
ま
と
め


加

え
て
、
英

国
、
ド
イ
ツ
、
韓

国
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、

カ
ナ
ダ
な
ど
、
直

接
的

差
別

禁
止

の
文

脈
で
の

義
務

化
は

世
界

的
潮

流
。
人

権
で
あ
る
が

ゆ
え
に
「
実

施
に
伴

う
負

担
が

過
重

で
な
い
と
き
」
に
は

と
い
っ
た
条

件
が

付
さ
れ

る
こ
と
は

な
い


ウ
ェ
ブ
は

法
律

で
は

直
接

規
定

さ
れ

ず
、
公

共
性

の
あ

る
施

設
の

一
つ
。
技

術
進

歩
が

急
速

な
分

野
で
は

、
法

律
は

原
則

規
定

、
省

令
で
詳

細
規

定
が

通
例


W

C
A

G
2.

0の
達

成
等

級
A

A
が

目
標

公
共

機
関

ウ
ェ
ブ
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
の

経
済

効
果


費

用
：
ウ
ェ
ブ
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
に
対

応
す
る
た
め
の

サ
イ
ト
改

修
費


効

果
：
社

会
全

体
と
し
て
追

加
さ
れ

る
利

益


費

用
対

効
果

を
求

め
た
結

果
、
改

修
費

が
あ
ま
り
に
高

額
で
相

当
す
る
効

果
が

期
待

で
き
な
い
と
な
れ

ば
、
「
実

施
に
伴

う
負

担
が

過
重

」
と
判

断
さ
れ

る
余

地
は

あ
る

自
治

体
サ

イ
ト
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

費
用

か
ら
の

推
計


サ

イ
ト
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

時
点

が
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
対

応
の

最
大

の
チ
ャ
ン
ス


C

M
S
（
C

on
te

nt
 M

an
ag

em
en

t S
ys

te
m
）
を
導

入
し

ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
に
対

応
す
る
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

の
業

務
委

託
契

約
の

入
札

・
落

札
情

報
を
調

査
し
、
費

用
を

推
計


C

M
S
：
テ
キ
ス
ト
や

画
像

、
ハ

イ
パ

ー
リ
ン
ク
、
レ
イ
ア
ウ
ト
情

報

な
ど
を
一
元
的
に
保
存
・
管
理
し
、
あ
ら
か
じ
め
用
意
し
た
サ
イ
ト

デ
ザ
イ
ン
の
テ
ン
プ
レ
ー
ト
に
沿
っ
て
、
サ
イ
ト
の
構
築
を
自
動
的

に
行

う
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
。

59



自
治

体
の

実
例


10

万
人

未
満

の
地

方
自

治
体

の
場

合

–
茨
城
県
守
谷
市
は
、

20
13

年
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
達
成
等

級
A

A
（
一

部
、
等

級
A

A
A
を
含
む
）
に
準
拠
。

C
M

S
に
か
か

る
初
期
導
入
費
用
を
含
め

57
8万

円
で
、
そ
の
後
、
毎
月

17
万

円
の

使
用

料
が

か
か

っ
て
い
る


人

口
10

万
人

以
上

、
10

0万
人

未
満

の
場

合

–
兵
庫
県
明
石
市
は
、

20
12

年
度

に
実

施
し
、
達

成
等

級
A
（

一
部

、
等

級
A

A
を
含
む
）
を
目
標
。
入
札
額
は
最
高

12
38

万
円

、
最

低
10

30
万
円

–
奈
良
県
奈
良
市
は
、

20
13

年
に
業
務
委
託
先
を
公
募
。
達

成
等
級

A
A
を
目
標
。
入
札
額
は

77
7万

円

自
治

体
の

実
例


10

0万
人

以
上

の
地

方
自

治
体

の
場

合

–
神
奈
川
県
川
崎
市
は
、

20
11

年
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
再

構
築

事
業
の
一
般
競
争
入
札
を
公
告
。

1万
5千

ペ
ー
ジ
以
上
を

対
象
に
業
務
を
実
施
。
実
施
後
の
サ
イ
ト
は
達
成
等
級

A
A

に
一
部
準
拠
。
再
構
築
事
業
の
落
札
金
額
は

54
74

万
円

自
治

体
費

用
か

ら
の

推
計


人

口
10

0万
人

以
上

の
自

治
体

は
11

、
10

万
人

と
10

0
万

人
の

間
は

27
8、

残
り
の

14
53

は
10

万
人

未
満

だ
が

、
中

央
各

府
省

も
加

え
、
人

口
10

0万
人

以
上

の
地

方
自

治
体

数
を

11
1と

見
な
す


10

0万
人

以
上

に
お
け
る
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

費
用

が
50

00
万

円
、

10
万

人
と

10
0万

人
の

間
で
は

10
00

万
円

、
10

万
人

未
満

で
は

60
0万

円
で
あ
る
と
す
る


す
べ

て
の

公
共

機
関

で
達

成
等

級
A

A
準

拠
を
目

標
に

C
M

S
を
導

入
す
る
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

費
用

の
総

計
は

、
17

0億
円

費
用

対
効

果


わ

が
国

で
す
べ

て
の

公
共

機
関

が
ウ
ェ
ブ
ア
ク
セ
シ
ビ

リ
テ
ィ
に
対

応
す
る
総

費
用

は
10

0億
円

前
後


身

体
障

害
者

（
18

歳
以

上
）
の

総
数

は
35

6万
人

の
中

で
雇

用
率

が
0.

1％
向

上
す
れ

ば
、
増

加
す
る
賃

金
・

工
費

は
10

0億
円

以
上


障

害
年

金
受

給
者

の
0.

1%
が

半
額

支
給

か
ら
停

止
に

移
る
と
、
停

止
さ
れ

る
障

害
年

金
の

総
額

は
10

億
円
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結
論


世

界
各

国
で
は

、
障

害
者

の
人

権
を
規

定
す
る
法

律
に
基

づ
い
て
ウ
ェ
ブ
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
が

義
務

化
さ
れ

て
い
る


自

治
体

サ
イ
ト
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

費
用

か
ら
見

積
も
れ

ば
、

わ
が

国
で
す
べ

て
の

公
共

機
関

が
ウ
ェ
ブ
ア
ク
セ
シ
ビ

リ
テ
ィ
に
対

応
す
る
総

費
用

は
、
障

害
者

の
雇

用
率

が
0.

1％
向

上
す
れ

ば
ま
か

な
え
る


障

害
者

差
別

解
消

法
第

七
条

に
基

づ
い
て
、
直

接
的

差
別

禁
止

の
文

脈
で
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
対

応
を
求

め
る
の

が
適

切

交
通

エ
コ
ロ
ジ
ー
・
モ
ビ
リ
テ
ィ
財

団
と
の

協
力


20

20
年

東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は

、
情

報
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
が

世
界

に
試

さ
れ

る
機

会


東

京
へ

の
来

訪
者

に
は

交
通

の
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ

が
重

要
だ
が

、
来

訪
前

の
情

報
収

集
段

階
で
は

、
ウ
ェ
ブ
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ


観

光
庁

調
査

の
「
無

料
W

iF
i」
も
同

じ
文

脈
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2014.7.25 

第 14 回バリアフリー推進ワークショップ 

 話題提供レジュメ 

 

弱視者の日常生活から感じる情報アクセシビリティの大切さ 

 

 

芳賀優子 

 

1．自己紹介 

自分の見え方、多様な弱視者の見え方、視覚障害＝情報障害！ 

 

 

2．実はこんなに情報に頼っています。 

出かける、仕事をする、買い物をする、遊ぶ 

 

 

3．悩みの種 

・動画や、静止画像は、どう頑張っても音声では読み上げません。 

・ビジュアル化すればするほど…。 

・仕事で PDF に四苦八苦 

・暗号化されたパスワードなど、私を悩ませるセキュリティー 

 

 

4．まとめ 

・ICT とアナログの有効な組み合わせがキーワード 

 

 

 

（終わり） 
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第 15 回バリアフリー推進ワークショップ 

＜テーマ：交通政策基本法と地域の移動手段の確保について＞ 

 

1 概  要 

1.1 日 時：平成 26年 10月 16日（木）18：00～20：10 

1.2 場 所：TKP市ヶ谷カンファレンスセンター カンファレンス 3C 

1.3 講 師：吉田樹氏（福島大学経済経営学類 准教授） 

1.4 参加者：41名 

1.5 講演概要： 

   平成 25年 12月に交通政策基本法が施行され、交通政策における基本理念や国・地方

自治体・事業者等関係者の責務等が明確となりました。これを受けて、現在、国では交

通政策基本計画の策定に取り組んでいます。そこで、吉田氏から「交通政策基本法と地

域の移動手段の確保について」と題し、お話いただきました。 

近年、地域公共交通は衰退の一途を辿っています。特に、乗合バスについては 1970

年以降、40年間で年間利用人員が 6割も減少しています。そこで、乗合バスはマイカー

に対抗するための対策をおこなってきましたが、十分な効果が得られず廃止、減便、値

上げにより利用者が減る悪循環につながりました。その後、2002年 2月に需給調整規制

の撤廃を行った「乗合バス事業の規制緩和」、2006年 10月に地域公共交通会議制度の創

設を謳った「改正道路運送法」、2007年 10月に地域公共交通総合連携計画の策定を可能

にした「地域公共交通活性化・再生法（2014年 11月改正）」を策定し、地域公共交通を

取り巻く制度環境が変化してきました。そのため、いまだに地域公共交通のマネジメン

トを行う主体は誰なのかが、明確になっていないと指摘されました。つまり、今までと

おりの事業者任せでは地域公共交通を守れなくなっており、政策を行う地方行政の役割

が問われています。 

一方で、「地域公共交通はなぜ必要か」という点については、交通政策基本法におい

て地域公共交通は、「収益事業」ではなく「公益事業」として位置づけられています。

具体的な理由として、①クルマがなければおでかけが制約される地域はあり得ない、②

ライフスタイルの変化と持続可能性、③まちなかの賑わいを演出することが考えられま

す。特に、地域公共交通の成立とまちなかの賑わい創出は表裏一体の関係であり、クル

マを前提にしたまちなかはおもてなしに欠けてしまいます。 

さらに、まちを変える公共交通戦略のポイントとして、①人が「集う」「楽しむ」「憩
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う」機会と空間を生み出すツール（観光政策と交通政策は親和性が高い）であること、

②「広く・薄く」の公共交通ネットワークから「軸」と「拠点」を明確にしたネットワ

ークに転換することが考えられます。 

加えて、地域公共交通を使えるようにするためには、わかりやすく見せること、まち

づくりと協同すること、交通網を面的に再構築すること、地域が主体的に取組むこと、

制度を使いこなすことが重要であると指摘されました。 

最後に、①「赤字だから補助する」という論理ではなく、市民の暮らしに「使える」

サービスを提供するための投資として、公共交通政策を考えること（公共交通づくりは

「おでかけ」の機会を拡げる投資である）、②「先進事例」のカタチを真似するのでは

なく、三位一体で「おでかけ」を守る文化を創ることが肝要であること（「カタチ」で

はなく、「しくみ」から創る）、③地域公共交通は、「現場の近さ」が特徴であり、まち

づくり・地域づくりの第一歩として活用することができること（地域公共交通づくりは、

地域づくりの「学校」である）と指摘し、「存在感」のある地域公共交通を創りあげる

「覚悟」と「いいな」と思えることをやり抜く「突破力」が必要であるとまとめられま

した。 

 

1.6 質疑応答 

 質問者 1：アメリカなどでは、モビリティへの財政投資は費用対効果を勘案せずに実施す

ることで、24 時間運行の地下鉄やバスがあるが、日本における「おでかけ」を

確保するための財政投資はどのようにすればよいと考えるか。 

 講 師：環境都市として有名なドイツのフライブルクでは、公共交通の施策に自転車も考

慮している。一概には言えないが、欧米諸国も公共交通に対する財政投資につい

て、費用対効果を勘案し始めているようである。また、今までの日本における公

共交通は、バスやタクシーの事業単体を評価してきたが、近年では使う人にとっ

てどうかという視点での評価が芽生え始めている。さらに、まちづくりの活性化

のため、公共交通を道具として活用することが重要となっている。 

 質問者 2：郊外への施設移転などでくらしが変化することと地域公共交通の関係をどのよ

うに考えればよいのか。 

 講 師：地域公共交通は、施設の立地が重要となる。郊外にショッピングセンターや病院

が移転すると、路線の延長や新規の路線の開通など効率が悪くなる。公共交通と

は、朝、夕方は通勤通学で利用され、昼間は買い物等に利用されることで、一日

を通して利用者がいることで成立している。つまり、施設の立地には時間がかか

ってしまい、従来の地域公共交通の体力がもたないこともある。重要なのは、長
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期的な戦略と短期的な戦術である。 

 質問者 3：地域公共交通において、行政はどのようにかかわっているのか。 

 講 師：地域公共交通活性化・再生法の改正により、地域公共交通網形成計画を策定でき

ることとなった。計画策定においては、地方公共団体が主体となり、事業者も参

画する法定協議会が行う。協議会の決定事項については、事業者の結果尊重義務

が発生し、実行しなければならない。実行できない場合は、運輸局からの指導も

ある。 

 質問者 4：①公共交通の定義が変わってきたのではないか。②都心におけるマイカーの抑

制方策をもっと行うべきではないか。③中心市街地の衰退に伴って、今後の公共

交通を従来の都心型にするのか、あるいは郊外に立地するショッピングセンター

などを経由するような郊外型にするのかという点にてどう考えるか。 

 講 師：①海外では、自転車を第二の公共交通として位置づけ、既存の公共交通を補完す

る役割を担っているようである。日本の公共交通においては、今までのような鉄

道とバスだけを考えるのではなく、タクシーや DRT、福祉有償運送などのあらゆ

る移動サービスを駆使し、地域公共交通を構築してきくべきである。②時代変化

とともに、クルマの乗り方や使い方が変化している。北東北においては。所有す

る台数の減少や渋滞の緩和などクルマを取り巻く状況に顕著な変化がみられる。

③例えば、福島県では商業まちづくり推進条例があり、そのなかで二種類以上の

移動手段が利用可能であることが規定されており、公共交通によるアクセスが重

視される。現在、いわき市の新規出店案件が協議されているところ。 

 質問者 5：人口減少化社会において、地域公共交通を担う働き手をどのように確保すべき

と考えるか。 

 講 師：地方部では、交通事業者単体で働き手を確保するのは困難な状況であるが、公営

事業者を含めた地域全体で働き手を確保することで、地域公共交通を維持するこ

とができると考えている。 

 質問者 6：道路とバス路線の関係はあるのか。 

 講 師：ほとんどない。しかし、郊外のショッピングセンターや病院への乗り入れをする

場合、街路整備等を行っているところもある。 

 

２ 配布資料 

 

 次のとおり。 
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公
共
交
通
の
諸
課
題
は
全
国
一
律
の
政
策
で
は
対
応

し
き
れ
な
い
・・
・だ

か
ら
地
方
行
政
の
役
割
が
問
わ
れ
る

国
交
省
「
自
動
車
輸
送
統
計
調
査
（
年
報
）
」

標
準

偏
差

は
拡

大
傾

向
（
規

制
緩

和
後
は
各
年
の
変
動
も
大
き
く
）

⇒
毎

年
度

の
輸

送
人

員
の

変
化

に
つ
い
て
、
都

道
府

県
（
ブ
ロ
ッ

ク
）
格
差
が
拡
大

大
都

市
部

を
除

い
た
「
地

方
圏

」
と

全
国

の
変

動
は

重
な
る

⇒
輸

送
人

員
変

化
率

の
格

差
拡

大
は

主
に
「
地

方
圏

内
」
で
起

き
て
い
る

１
．
地
域
公
共
交
通
は

な
ぜ
衰
退
し
た
の
か
？

１
．
地
域
公
共
交
通
は

な
ぜ
衰
退
し
た
の
か
？

１
．
地
域
公
共
交
通
は

な
ぜ
衰
退
し
た
の
か
？

２
．
自
治
体
間
格
差
の
拡
大
と
新
た
な
課
題
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■
補
助
制
度
の
問
題
点


補

助
路

線
；
多

額
の

赤
字

を
背

負
う
リ
ス
ク
は

避
け
ら
れ

る
が

、
利

潤
を

あ
げ
る
こ
と
は

で
き
ず
、
経

営
上

の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
と
な
り
に
く
い
う
え
、

企
業

と
し
て
「
投

資
」
で
き
る
内

部
留

保
が

困
難

⇒
例

え
ば

、
低

床
車

両
等

の
導

入
に
都

道
府

県
間

「
格

差
」
が

拡
大

←
 「
事

業
仕

分
け
」
以

降
、
国

補
助

は
減

価
償

却
費

補
助

に
転

換

沖
縄
(7
51
)

12
.3
%

沖
縄
(7
28
)

2.
3%

青
森
(8
60
)

0.
8%

青
森
(8
88
)

0.
2%

鹿
児
島
(1
32
2)

14
.7
%

福
島
(9
88
)

7.
6%

秋
田
(6
08
)

1.
8%

秋
田
(6
79
)

0.
3%

福
島
(9
23
)

18
.4
%

鹿
児

島
(1
22
5)

7.
6%

福
岡
(2
95
6)

2.
2%

福
岡
(3
10
7)

0.
8%

大
分
(6
97
)

18
.8
%

岩
手
(8
55
)

9.
4%

岩
手
(8
12
)

3.
4%

岩
手
(8
55
)

0.
9%

青
森
(8
60
)

19
.2
%

大
分
(7
13
)

11
.9
%

大
分
(6
97
)

3.
6%

沖
縄
(7
28
)

1.
1%

大
阪
(2
83
6)

77
.8
%

千
葉
(2
58
6)

63
.8
%

兵
庫
(2
66
7)

45
.2
%

兵
庫
(2
69
3)

33
.9
%

東
京
(6
44
8)

84
.3
%

愛
知
(2
15
5)

65
.9
%

埼
玉
(2
07
6)

49
.2
%

埼
玉
(2
06
4)

40
.1
%

埼
玉
(2
07
6)

85
.7
%

東
京
(6
40
3)

74
.8
%

京
都
(1
58
6)

52
.7
%

愛
知
(2
15
5)

46
.5
%

愛
知
(2
14
6)

86
.5
%

埼
玉
(2
06
4)

75
.0
%

愛
知
(2
14
6)

65
.5
%

京
都
(1
54
2)

47
.5
%

神
奈
川
(5
21
2)

90
.8
%

神
奈

川
(4
97
9)

75
.8
%

東
京
(6
44
8)

75
.1
%

東
京
(6
40
3)

62
.3
%

20
09
年
3月

末
時
点

移
動
円
滑
化
基
準
適
合
車
両

20
09
年
3月

末
時

点

ノ
ン
ス
テ
ッ
プ
バ
ス

注
：
国

土
交

通
省

資
料

よ
り
筆

者
作

成
。
都

道
府

県
名

脇
の

（
　
）
は
総

台
数

。

下 位 上 位

20
13
年
3月

末
時

点
20
13
年
3月

末
時

点

移
動
円
滑
化
基
準
適
合
車
両

都
道

府
県

格
差

（
ジ
ニ
係

数
）

0.
20

9←
0.

19
0

ノ
ン
ス
テ
ッ
プ
バ
ス

都
道

府
県

格
差

（
ジ
ニ
係

数
）

0.
16

5←
0.

13
9

■
都
道
府
県
独
自
の
車
両
購
入
費
補
助
制
度

沖
縄
(7
51
)

12
.3
%

沖
縄
(7
28
)

2.
3%

青
森
(8
60
)

0.
8%

青
森
(8
88
)

0.
2%

鹿
児
島
(1
32
2)

14
.7
%

福
島
(9
88
)

7.
6%

秋
田
(6
08
)

1.
8%

秋
田
(6
79
)

0.
3%

福
島
(9
23
)

18
.4
%

鹿
児

島
(1
22
5)

7.
6%

福
岡
(2
95
6)

2.
2%

福
岡
(3
10
7)

0.
8%

大
分
(6
97
)

18
.8
%

岩
手
(8
55
)

9.
4%

岩
手
(8
12
)

3.
4%

岩
手
(8
55
)

0.
9%

青
森
(8
60
)

19
.2
%

大
分
(7
13
)

11
.9
%

大
分
(6
97
)

3.
6%

沖
縄
(7
28
)

1.
1%

大
阪
(2
83
6)

77
.8
%

千
葉
(2
58
6)

63
.8
%

兵
庫
(2
66
7)

45
.2
%

兵
庫
(2
69
3)

33
.9
%

東
京
(6
44
8)

84
.3
%

愛
知
(2
15
5)

65
.9
%

埼
玉
(2
07
6)

49
.2
%

埼
玉
(2
06
4)

40
.1
%

埼
玉
(2
07
6)

85
.7
%

東
京
(6
40
3)

74
.8
%

京
都
(1
58
6)

52
.7
%

愛
知
(2
15
5)

46
.5
%

愛
知
(2
14
6)

86
.5
%

埼
玉
(2
06
4)

75
.0
%

愛
知
(2
14
6)

65
.5
%

京
都
(1
54
2)

47
.5
%

神
奈
川
(5
21
2)

90
.8
%

神
奈

川
(4
97
9)

75
.8
%

東
京
(6
44
8)

75
.1
%

東
京
(6
40
3)

62
.3
%

20
09
年
3月

末
時
点

移
動
円
滑
化
基
準
適
合
車
両

20
09
年
3月

末
時

点

ノ
ン
ス
テ
ッ
プ
バ
ス

注
：
国

土
交

通
省

資
料

よ
り
筆

者
作

成
。
都

道
府

県
名

脇
の

（
　
）
は
総

台
数

。

下 位 上 位

20
13
年
3月

末
時

点
20
13
年
3月

末
時

点


青

森
県

；
核

燃
料

サ
イ
ク
ル

交
付

金
を
財

源
と
し
た
「
生

活
交

通
バ

ス
車

両
緊

急
整

備
事

業
」
を
創

設
。
低

床
バ

ス
の

減
価

償
却

費
補

助

（
国

庫
補

助
）
の

嵩
上

げ


沖

縄
県

；
沖

縄
振

興
特

別
交

付
金

（
補

助
率

8/
10

）
を
活
用
し
た
「
公
共
交

通
利

用
環

境
改

善
事

業
」
を
創

設
。
ノ
ン
ス
テ
ッ
プ
車

両
の

購

入
を
直
接
補
助

不
採
算
サ
ー
ビ
ス
を
多
く
抱
え
、
内
部
留
保
に
乏
し
い
地
方
バ
ス

事
業
者
に
と
っ
て
減
価
償
却
補
助
で
は
十
分
に
機
能
し
な
い

■
交

通
の

躊
躇

と
将

来
へ

の
不

安
（
佐
渡
市
協
議
会
の
調
査
）

バ
ス
を
利
用
し
な
い
理
由

1
. 
大

き
な

不
安

を
感

じ
る

5
7

7

3
0

%

2
. 
少

し
不

安
を

感
じ

る

8
4

1

4
4

%

3
. 
不

安
を

感
じ

な
い

4
3

6

2
3

%

無
回

答

5
3

3
%

1
-
問

2
-9

.
将

来
の

不
安

N
=
1

,9
0

7

1
. 
バ

ス
停

が
自

宅
か

ら
遠

い
た

め 7
4

5
%

2
. 
目

的
地

ま
で

バ
ス

が
運

行
し

て
い

な
い

た
め

1
2

1
%

3
. 
乗

車
運

賃
が

高
い

た
め

2
5

2
%

4
. 
バ

ス
の

本
数

が
少

な
い

た
め

5
5

4
%

5
. 
バ

ス
が

ダ
イ

ヤ
通

り
に

運
行

し
て

い
な

い
た

め 1 0
%

6
. 
目

的
地

ま
で

乗
り

換
え

な
し

で
行

け
な

い
た

め 1
2

1
%

7
. 
外

出
し

な
い

（
一

人
で

は
外

出
で

き
な

い
）

た
め

8
4

6
%

8
. 
自

分
で

運
転

を
し

て
移

動
す

る
た

め

1
,0

8
0

7
2

%

9
. 
そ

の
他

1
1

3

7
%

無
回

答

3
4

2
%

2
-
問

6
.

路
線

バ
ス

を
利

用
し

な
い

理
由

n
=
1

,4
9

0

交
通
の
躊
躇
は
、
果
た
し
て
本
人
の
積
極
的
な
選
択
な
の
か
？

外
出
し
に
く
い
環
境
は
、
社
会
が
作
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
？

交
通
へ
の
不
安
が
高
い
地
域
・・
・将

来
も
生
き
残
れ
る
の
か
？

将
来

の
外

出
へ

の
不

安
感

大
き
な
不

安
30

％
不

安
感

じ
な
い

23
％

1位
）
自

分
で
運

転
72

％
2位

）
外

出
し
な
い
・
で
き
な
い

6％

■
交
通
政
策
基
本
法

（
20

13
.1

2.
4施

行
）
に
お
け
る
位
置
づ
け

（
交

通
に
関

す
る
施

策
の
推

進
に
当

た
っ
て
基

本
的

認
識

）

第
二

条
交

通
に
関

す
る
施

策
の
推

進
は
、
交

通
が
、
国

民
の
自

立
し
た
日

常
生

活
及

び
社

会
生

活
の
確

保
、
活

発
な
地

域
間

交
流

及
び

国
際

交
流

並

び
に
物
資
の
円
滑
な
流
通
を
実
現
す
る
機
能
を
有
す
る
も
の
・
・
・
以
下
略

地
域
公
共
交
通
を
「収

益
事
業
」で

は
な
く
「公

益
事
業
」と

し
て

位
置
付
け
る
こ
と
が
交
通
政
策
基
本
法
に
お
け
る
論
点
。

①
移
動
手
段
が
「
使
え
る
」
こ
と
＝
「
生
活
」
を
支
え
る
地

域
公

共
交

通

＞
地

域
公

共
交

通
サ
ー

ビ
ス
の
「
品

質
」
が
重

視
さ
れ
る

②
移
動
に
よ
り
達
成
さ
れ
る
活
動
＝

「
交
流
」
を
支
え
る
地

域
公

共
交

通

＞
モ
ノ
・
サ
ー

ビ
ス
の
調

達
と
い
う
「
帰

結
」
は
一

緒
だ
が
、
自

ら
が
移

動
」
し
て
調

達
で
き
る
「
機

会
」
の
大

切
さ
（
「
移

動
の

価
値

」
）
。

２
．
自
治
体
間
格
差
の
拡
大
と
新
た
な
課
題

２
．
自
治
体
間
格
差
の
拡
大
と
新
た
な
課
題

３
．
地
域
公
共
交
通
は
、
な
ぜ
必
要
か
？

３
．
地
域
公
共
交
通
は
、
な
ぜ
必
要
か
？
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■
地
域
公
共
交
通
が
必
要
な
「
３
つ
の
理
由
」

①
市
民
の
「
お
で
か
け
」
を
守
る

◆
ク
ル

マ
を
使

え
ば

、
「
い
つ
で
も
」
「
ど
こ
で
も
」
行

け
る
が

、
ク
ル

マ
が

な
け

れ
ば

「
お
で
か

け
」
が

著
し
く
制

約
さ
れ

る
地

域
に
住

み
続

け
ら
れ

る
か

？

【
青

森
県

佐
井

村
（
下

北
半

島
）
で
の

調
査

（
東

京
都

立
大

（
当

時
）
・
20

04
年

）
】

・
調

査
当

時
、
公

共
交

通
が

提
供

さ
れ

て
い
な
い
地

区
が

複
数

存
在

・
自
分
で
自
由
に
使
え
る
ク
ル
マ
（
自

由
車
≒

マ
イ
カ
ー
）
の
な
い
市
民

の
移

動
手

段
（
通

院
・
買

物
）
･･
･
６
割
が
「
徒
歩
」
＝

集
落
で
閉
じ
こ
も
る

⇔
自

由
車

の
あ
る
層

･･
･９

割
が

「
自

動
車

」
を
運

転
し
て
活

動
す
る

・
全

て
の

仮
設

住
宅

団
地

の
近

傍
か

ら

市
内

路
線

バ
ス
が

利
用

可
能

で
あ
り
、

病
院

や
小

売
店

に
ア
ク
セ
ス
可

能

【
事
例
】
大
船
渡
市
の
仮
設
住
宅
団
地
に
お
け
る
生
活
活
動
調
査

・
大

手
お
よ
び
地

元
小

売
店

に
よ
る
移

動
販

売
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利

用
環

境
、

在
宅
医
療
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
生

活
支

援
サ
ー
ビ
ス
も
利
用
可
能

・
応

急
仮

設
住

宅
に
居

住
す
る
市

民
に
移

動
実

態
調

査
を
実

施
；

①
自
ら
が
移
動
し
て
、
物
や
サ
ー
ビ
ス
を
調
達
す
る
こ
と
の
可
否

②
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
可
否

な
ど
を
質
問

・
1,

80
1世

帯
に

2部
ず
つ
調
査
票
を
配
布

→
 1

,5
32

人
が

回
答

（
43

％
）

■
調
査
の
概
要

■
食
料
品
の
調
達
に
お
け
る
モ
ビ
リ
テ
ィ
確
保
の
必
要
性

・
食

料
品

の
買

物
に
使

え
る
バ

ス
；

Ⅰ
群

＝
「
絶

対
に
必

要
」
と
回

答

Ⅱ
群

＝
「
必

要
だ
が

な
く
て
も
良

い
」
「
不
要
」
と
回
答

・
正

の
ス
コ
ア
；
Ⅰ

群
の

傾
向

送
迎
を
「
い
つ
も
頼
め
る
人
が
い
る
」
場
合
を

除
き
、
モ
ビ
リ
テ
ィ
を
必

要
と
す
る
傾

向

項
目

カ
テ
ゴ
リー

n
カ
テ
ゴ
リー

ス
コ
ア

レ
ン
ジ

偏
相

関

送
迎

者
い
つ

も
頼

め
る
人

が
い
る

15
7

-0.
29
72

0.6
85

0.1
99

都
合

が
合
え
ば

頼
め
る
人

が
い
る

26
7

0.0
44
1

(4)
(3)

頼
め
る
人
が
い
な
い

90
0.3

87
6

震
災
後

の
週
1～

2日
以

上
63

0.9
92
4

1.5
88

0.3
29

路
線

バ
ス

月
2～

3日
程

度
38

1.2
46
2

(1)
(1)

利
用

頻
度

月
1日

程
度

・月
1日

未
満

78
0.0

58
2

利
用

し
た
こ
と
が
な
い

33
5

-0.
34
16

個
人

の
所

有
自
動

車
・自

転
車

保
有

38
2

-0.
05
68

0.9
24

0.1
42

モ
ビ
リテ

ィ
自
動

車
・自

転
車

を
震

災
で
流

失
30

0.8
67
3

(3)
(5)

震
災
前
か
ら
自
動
車
・自

転
車

非
保
有

10
2

-0.
04
23

年
齢

層
10
歳

代
～
30
歳
代

91
-0.
53
60

1.4
10

0.2
32

40
歳

代
85

-0.
10
58

(2)
(2)

50
歳

代
～
60
歳
代

24
1

0.0
18
9

70
歳

代
61

0.8
73
9

80
歳

代
～
90
歳
代

36
-0.
00
23

食
料
品

の
自
分
自
身
で
外
出
・移

動
販
売

を
利
用

36
5

0.1
93
9

0.6
69

0.1
84

調
達

方
法

他
の
家

族
に
任
せ

て
い
る

14
9

-0.
47
50

(5)
(4)

食
料
品

の
移
動
販
売
の
方
が
調
達
可
能
性
高
い

44
0.1

76
8

0.1
93

0.0
33

調
達

可
能
性

移
動

販
売

と
変

わ
ら
な
い

47
0

-0.
01
66

(6)
(7)

性
別

男
性

19
9

-0.
08
23

0.1
34

0.1
08

女
性

31
5

0.0
52
0

(7)
(6)

判
別

中
点

-0.
16
61

(　
)は

順
位

相
関

比
0.1

71
的
中

率
66
.0%

移
動

販
売

に
よ
る
調

達
可

能
性

が
高

い
（
→

よ
り
自
立
し
て
活
動
で
き
る
）
層
ほ
ど
モ
ビ
リ

テ
ィ
を
必

要
と
す
る
傾

向

生
活
者
は
、
自
ら
交
通
し
て
活
動
す
る
こ
と
に
価
値
を
置
く

「モ
ビ
リ
テ
ィ
or
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
」の

構
図
で
は
な
く
、

「合
わ
せ
技
」で

包
括
的
な
生
活
支
援
の
実
現
が
必
要

■
地
域
公
共
交
通
が
必
要
な
「
３
つ
の
理
由
」

②
ク
ル

マ
に
依

存
し
た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

の
限

界

◆
地

球
環

境
的

に
持

続
的

で
は

な
い

＃
標

準
的

な
家

庭
で
排

出
さ
れ

る
二

酸
化

炭
素

の
３
割

が
マ
イ
カ
ー

◆
人
と
人
と
が
つ
な
が
る
（
交
流
す
る
）
機
会
が
失
わ
れ
る

＃
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
バ

ス
の

所
以

；
公

共
交

通
は

地
域

社
会

を
映

し
出

す

【
二

酸
化

炭
素

排
出

量
に
占

め
る
ク
ル

マ
の

割
合

】

３
．
地
域
公
共
交
通
は
、
な
ぜ
必
要
か
？

３
．
地
域
公
共
交
通
は
、
な
ぜ
必
要
か
？

３
．
地
域
公
共
交
通
は
、
な
ぜ
必
要
か
？

３
．
地
域
公
共
交
通
は
、
な
ぜ
必
要
か
？
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86
%

15
%

63
%

0%
20
%

40
%

60
%

80
%

10
0%

自
由
車
あ
り

自
由
車
な
し

路
線
バ
ス

タ
ク
シ
ー

自
分

で
運

転

他
人

の
車

に
同
乗

徒
歩

そ
の
他



■
地
域
公
共
交
通
が
必
要
な
「
３
つ
の
理
由
」

③
ま
ち
な
か
の
賑
わ
い
を
演
出
す
る

◆
ま
ち
な
か

の
来

訪
者

数
が

同
じ
で
あ
っ
て
も
、
停

留
所

に
人

が
滞

留
し
、

停
留

所
か

ら
街

を
回

遊
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
賑

わ
い
が

生
ま
れ

る
。

＃
ク
ル
マ
が
混
雑
し
て
も
「
賑
わ
い
」
と
言
わ
な
い
。

【
フ
ラ
ン
ス
・
ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
市

（
人

口
26

万
人

）
の

Be
fo

re
・
Af

te
r】

・
市

街
地

メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
の

自
家

用
車

乗
り
入

れ
を
禁

止
⇒

公
共

交
通

優
先

に

・
公
共
交
通
；
他
者
と
の
「
乗
り
合
わ
せ
」
が

基
本

⇒
人

を
「
集
め
る
」
役

割

・
マ
イ
カ
ー
中

心
；
空

間
が

有
効

活
用

で
き
な
い

⇒
郊
外
と
同
じ
低
密
利
用

「
街

の
顔

」
で
あ
る
空

間
を
有

効
に
活

用
す
る

■
公
共
交
通
を
「
空
間
」
を
生
み
出
す
道
具
と
し
て
活
か
す

（
出

典
：
ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル

市
資

料
よ
り
抜

粋
）

・
行

政
・
金

融
・
商

業
・
医

療
・
教

育
の

中
心

的
機

能
が

集
約

さ
れ

て
い
る

・
一

定
の

人
口

規
模

を
擁

す
る
市

域
で
は

、
道

路
軸

上
に
居

住
し
て
い
る

公
共
交
通
の
事
業
経
営
が
し
や
す
い

＝
「
路
線
が
引
け
る
」
都
市
構
造

■
公
共
交
通
の
成
立
は
「
ま
ち
な
か
」
の
賑
わ
い
と
表
裏
一
体

市
域

行
政

・
金

融
・
商

業
・

医
療

・
教

育
の

中
心

道
路

（
交

通
）
軸

上
に
団

地

徒
歩
圏
域
に
一
定
の

人
口

を
擁

す
る

道
路

（
交

通
）
軸

上
に
衛

星
的

な
施

設
が

立
地

す
る
こ
と
も

・
行

政
・
金

融
・
商

業
・
医

療
・
教

育
の

中
心

的
機

能
が

分
散

近
年

の
都

市
構

造

市
域

行
政

・
金

融
・

教
育
の
中
心

商
業
の
中
心

医
療
の
中
心

迂
回

・
乗

継
の

発
生

低
密

需
要

路
線

の
新

設

・
迂

回
・
乗

継
が

多
く
な
る
う
え
、

低
頻
度
な
交
通
サ
ー
ビ
ス
と

な
り
「
利
用
者
離
れ
」
を
招
く

利
用

者
サ

イ
ド

・
医

療
機

関
等

へ
の

輸
送

に
特

化
し
た
路
線
を
設
定

・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
複

雑
化

し
、

運
行

の
効

率
化

が
図

れ
な
い

事
業

者
サ

イ
ド

■
公
共
交
通
の
成
立
は
「
ま
ち
な
か
」
の
賑
わ
い
と
表
裏
一
体

３
．
地
域
公
共
交
通
は
、
な
ぜ
必
要
か
？

３
．
地
域
公
共
交
通
は
、
な
ぜ
必
要
か
？

４
．
「
公
共
交
通
」
と
「
ま
ち
な
か
」
と
の
関
係

４
．
「
公
共
交
通
」
と
「
ま
ち
な
か
」
と
の
関
係
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■
日
本
の
典
型
的
な
光
景
？

・
駐

車
場

が
不

便
（
料

金
高

い
（
有

料
）
・
少

な
い
・
立

地
遠

い
）
だ
か

ら
人

が
来

な
い

ま
ち
な
か
（
商
業
・
観
光
）
か
ら
聞
か
れ
る
典
型
的
な
声

・
駐

車
場

に
は

「
空

車
」
も
目

立
ち
、
料

金
も

低
廉

化
（例

）名
古

屋
市

・・
・「

も
は
や

供
給

過
剰

」

・
D

oo
r-t

o-
D

oo
rが

「
売

り
」
の

マ
イ
カ
ー

・
・
・
目
的
地
の
至
近
で
駐
車
し
、
「
ま
ち
な

か
」
を
歩
か
な
い
の
が
通
常

（例
）岐

阜
市

街
地

・・
・3

00
m
弱

し
か
歩

か
な
い

「
街

歩
き
観

光
地

」
奈

良
町

（
奈

良
市

）
で
も
・
・
・

走
る
ク
ル

マ
を
避

け
て
そ
ぞ
ろ
歩

く
観

光
客

ク
ル
マ
を
前
提
に
し
た
「ま

ち
な
か
」は

、
「お

も
て
な
し
」に

欠
け
る

◆
中

心
街

に
あ
る
個

店
の

売
上

を
伸

ば
す
こ
と
が

「
目

的
」
で
は

な
い

◆
都

市
が

「
安

心
し
て
住

み
続

け
ら
れ

る
場

所
」
「
訪

れ
た
く
な
る
場

所
」
と

し
て
「
選

ば
れ

る
都

市
」
に
変

え
る
こ
と
が

本
来

の
目

的

「
ま
ち
な
か
再
生
」
の
ホ
ン
ト
の
ね
ら
い

日
常
生
活
を
送
る
上
で
欠
か
せ
な
い
活
動

（
通
勤
・
通
学
、
買
物
、
医
療
、
憩
い
等
）
が

マ
イ
カ
ー
で
な
い
と
達

成
で
き
な
い
都

市
に
住

み
続

け
ら
れ

る
か

？

（例
）「

3年
間

バ
ス
を
守

り
ま
す

。
安

心
し
て
村

か
ら
通

学
し
て
く
だ
さ
い
」

①
人
が
「
集
う
」
「
楽
し
む
」
「
憩
う
」
機
会
と
空
間
を
生
み
出
す
ツ
ー
ル

・
・
・
観
光
（
ツ
ー
リ
ズ
ム
）
政
策
と
交
通
政
策
は
親
和
性
が
高
い

②
「
広

く
・
薄

く
」
の

公
共

交
通

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か

ら
、
「
軸

」
と
「
拠

点
」
を
明

確

に
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
転

換
す
る
こ
と
で
「
使

え
る
」
公

共
交

通
に

「
ま
ち
」
を
変
え
る
公
共
交
通
戦
略
の
ポ
イ
ン
ト

■
地
域
公
共
交
通
が
使
わ
れ
な
い
「
３
つ
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
」

①
「
調

べ
た
け
れ

ど
、
使

え
な
い
」

（
例

）
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

バ
ス
停

の
路

線
図

・
時

刻
表

等
を
調

べ
た
が

、
結

局
、
「
使

え
な
い
」
こ
と
が

分
か

っ
た
。

「
使
え
る
ル
ー
ト
」
と
「
使
え
る
ダ
イ
ヤ
」
が
バ
ス
サ
ー
ビ
ス
の
基
本

②
「
調

べ
方

が
分

か
ら
な
く
て
、
使

え
な
い
」

（
例

）
運

行
事

業
者

が
分

か
ら
な
い
と
、
時

刻
表

も
探

せ
な
か

っ
た
。

新
規
顧
客
を
獲
得
で
き
る
情
報
の
「
見
せ
方
」
を
工
夫
す
る
こ
と
が
肝
要

③
そ
も
そ
も
、
公

共
交

通
利

用
が

選
択

肢
に
な
い

（
例

）
公

共
交

通
利

用
者

は
「
限

ら
れ

た
人

」
と
考

え
る
思

い
込

み
（
風

潮
）

（
狭
義
の
）
モ
ビ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
Ｍ
Ｍ
）
に
期
待
さ
れ
る
役
割

■
埼
玉
県
秩
父
地
域
に
お
け
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

（
11

年
度
）
か
ら
・
・
・


「
い
ま
の

生
活

で
公

共
交

通
を
必

要
と
し
て
い
な
い
人

」
の

3分
の

2が
「
分

か
ら
な
い
」
or
「
無

回
答

」
。
「
い
ま
の

生
活

で
公

共
交

通
を
必

要
と
し

て
い
る
人
」
で
も

3分
の

1が
「
分

か
ら
な
い
」
or
「
無

回
答

」
。

バ
ス
交

通
へ

の
満

足
度

（
自

宅
か

ら
最

寄
り
バ

ス
停

へ
の

距
離

）

４
．
「
公
共
交
通
」
と
「
ま
ち
な
か
」
と
の
関
係

４
．
「
公
共
交
通
」
と
「
ま
ち
な
か
」
と
の
関
係

５
．
公
共
交
通
を
分
か
り
や
す
く
「
見
せ
る
」

５
．
公
共
交
通
を
分
か
り
や
す
く
「
見
せ
る
」

■
「
ま
ち
な
か
再
生
」
に
公
共
交
通
を
活
か
す

71



■
「
一
見
さ
ん
」
に
は
案
内
で
き
な
い
複
雑
さ

・
「
線

路
の

な
い
」
バ

ス
・
・
・
た
だ
で
さ
え
分

か
り
に
く
い

①
事
業
者
に
よ
り
異
な
る
名
称

（
Ａ
社

・
C
社

）
三

日
町

／
（
B社

）
八

日
町

②
往

路
と
復

路
で
停

留
所

の
位

置
も
名

称
も
異

な
る

八
戸

市
中

心
街

に
お
け
る
従

前
の

停
留

所
群

【
往

路
】
三

日
町

で
下

車

【
例

】
八

戸
駅

⇔
中

心
街

【
復

路
】
六

日
町

で
乗

車

■
「
八
戸
中
心
街
タ
ー
ミ
ナ
ル
」
に
統
一
へ

・
事
業
者
に
よ
り
異
な
る
名
称
の
統
一
化
（
20

10
.4
～

）

・
往
路
と
復
路
で
停
留
所
の
名
称
が
異
な
る
停
留
所
名

称
を
「
中
心
街
タ
ー
ミ
ナ
ル
」
（
仮

称
）
に
共

通
化

＋
付

番

＞
番
号
を
用
い
て
位
置
を
分
か
り
や
す
く
表
現

・
新

標
柱

の
設

置
（
20

11
.2
～

）
；
情

報
基

盤
の

強
化

５
箇
所
を
「
八
戸
中
心
街
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
副
呼
称
）
」
に
共

通
化

1
2

3

4
5

■
「
分
か
ら
な
い
」
公
共
交
通
を
「
少
し
で
も
分
か
り
や
す
く
」

・
中

心
街

タ
ー
ミ
ナ
ル

；
同

じ
停

留
所

に
様

々
な
方

面
の

バ
ス
が

到
着

・
「
ど
の

方
面

に
行

く
バ

ス
か

」
が

一
目

で
分

か
る
よ
う
に
、
「
方

面
別

記
号

」
と

「
イ
メ
ー
ジ
カ
ラ
ー
」
を
設
定

⇒
 
全

社
・
全

車
両

に
共

通
化

し
て
表

示

・
「
バ
ス
マ
ッ
プ
は
ち
の
へ
」
お
よ
び
「
停
留
所
」
と
の
連
動

中
心
街
を
起
点
と
し
た
方
面
別
記
号
・
イ
メ
ー
ジ
カ
ラ
ー
の
設
定

■
「
分
か
ら
な
い
」
公
共
交
通
を
「
少
し
で
も
分
か
り
や
す
く
」

・
①

～
⑤

番
の

停
留

所
と
方

面
別

（
ア
ル

フ
ァ
ベ
ッ
ト
）
を
一

対
一

対
応

中
心
街
を
起
点
と
し
た
方
面
別
記
号
・
イ
メ
ー
ジ
カ
ラ
ー
の
設
定

５
．
公
共
交
通
を
分
か
り
や
す
く
「
見
せ
る
」

５
．
公
共
交
通
を
分
か
り
や
す
く
「
見
せ
る
」

５
．
公
共
交
通
を
分
か
り
や
す
く
「
見
せ
る
」

５
．
公
共
交
通
を
分
か
り
や
す
く
「
見
せ
る
」
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・
「
絵
」
や
「
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
（
図
記
号
）
」
を
活
用
し
て
、
情
報
を
伝
え
る
工
夫

三
沢

市
（
青

森
県

）
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
「
み

ー
ば

す
」
の

方
向

幕

「
か
め
さ
ん
」
の
イ
ラ
ス
ト

・
市
街
地
を
巡
回
す
る
経
路

＃
短
絡
経
路
＝
「
う
さ
ぎ
さ
ん
」

・
一
乗
車

10
0円

均
一

「
病
院
」
の
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム

・
三
沢
市
立
病
院
を
経
由
す
る

バ
ス
は
、
全
て
表
示
。

＃
「
駅
」
の
ピ
ク
ト
も
あ
り

・
バ

ス
簡

易
接

近
・
通

過
装

置
「
あ
し
あ
と
ラ
ン
プ
」

（
IT

Sア
ラ
イ
ア
ン
ス
社
（
名
古
屋
）
製
）
の
実
装
を

三
沢

市
地

域
公

共
交

通
会

議
で
実

施
。

・
利

用
者

の
利

便
性

向
上

に
加

え
、
「
う
さ
ぎ
」
「
か

め
」
双

方
の

バ
ス
乗

り
継

ぎ
が

確
実

に
行

わ
れ

る

た
め
の
し
く
み
。

「
あ
し
あ
と
ラ
ン
プ
」
の
設
置

O
xf

or
d市

の
例
）

・
バ

ス
の

系
統

番
号

を
記

憶
し
て
お
け
ば

、
迷

わ

ず
バ

ス
に
乗

れ
る

・
乗
り
場
番
号
が
交
差
点
の
位
置
を
示
す

・
交

差
点

か
ら
視

認
で
き
る
「
フ
ラ
グ
」
に
、
バ

ス
の

ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
（
標

準

図
記
号
）
と
、
停
留
所
番
号
を
掲
げ
る
。

５
．
公
共
交
通
を
分
か
り
や
す
く
「
見
せ
る
」

５
．
公
共
交
通
を
分
か
り
や
す
く
「
見
せ
る
」

５
．
公
共
交
通
を
分
か
り
や
す
く
「
見
せ
る
」

５
．
公
共
交
通
を
分
か
り
や
す
く
「
見
せ
る
」

■
「
分
か
ら
な
い
」
公
共
交
通
を
「
少
し
で
も
分
か
り
や
す
く
」

■
「
う
さ
ぎ
」
と
「
か
め
」
の
乗
換
地
点
に
お
け
る
情
報
提
供

■
道
標
に
も
な
る
バ
ス
停
留
所
（

■
早
速
、
「
八
戸
中
心
街
タ
ー
ミ
ナ
ル
」
で
も
・
・
・
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「八
戸

中
心

街
タ
ー
ミ
ナ
ル

＝
青

空
タ
ー
ミ
ナ
ル

」

⇒
街
自
体
を
一
つ
の
「
タ
ー
ミ
ナ
ル
」
と
位
置
付
け
て
、
情
報
・
発
券
機
能

は
、
既

存
の

施
設

に
委

ね
る
；
「
ま
ち
な
か

」
の

回
遊

性
向

上
に
期

待

・
事

業
者

を
問

わ
ず
、
高

速
バ

ス
も
含

め
て
、
「
と

に
か

く
発

券
で
き
る
場

所
」

・
情
報
基
盤
と
し
て
の
発

車
案
内
版
を
設
置

・
緊

急
雇

用
対

策
の

財
源

を
活

用
し
、
地

域
公

共
交

通
の

情
報

発
信

・
案

内

機
能
を
持
つ
拠
点
（
モ
ビ
リ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）
を
「
空
き
店
舗
」
に
開
設

・
中

心
街

タ
ー
ミ
ナ
ル

各
停

留
所

で
の

案
内

・
乗

降
支

援
業

務
、
小

学
校

や

公
民

館
等

へ
の

「
出

前
講

座
」
を
実

施

八
戸

中
心

街
タ
ー
ミ
ナ
ル

モ
ビ
リ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
モ
ビ
セ
ン
）

５
．
公
共
交
通
を
分
か
り
や
す
く
「
見
せ
る
」

５
．
公
共
交
通
を
分
か
り
や
す
く
「
見
せ
る
」

５
．
公
共
交
通
を
分
か
り
や
す
く
「
見
せ
る
」

５
．
公
共
交
通
を
分
か
り
や
す
く
「
見
せ
る
」

■
発
券
機
能
の
一
元
化
で
「
お
も
て
な
し
向
上
」

■
発
券
機
能
の
一
元
化
で
「
お
も
て
な
し
向
上
」

■
「
空
き
店
舗
」
を
活
用
し
た
情
報
・
案
内
機
能

■
八
戸
公
共
交
通
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
は
ち
ナ
ビ
娘
「
は
ち
こ
」
登
場
！
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【
事
例
】
岩
手
県
北
上
市
「
ま
ち
な
か
タ
ー
ミ
ナ
ル
」

・
中

心
市

街
地

の
核

店
舗

で
あ
る
「
さ
く
ら
野

百
貨

店
」
周

辺
の

停
留

所
が

「
本
通
り
２
」
「
本
石
町
１
」
「
新
穀
町
」
の
３
か
所
に
分
散
し
、
北
上
駅
ま
で
の

運
行

経
路

が
複

雑
で
あ
っ
た

■
北
上
市
中
心
街
⇒

北
上
駅
方
面
の
バ
ス
時
刻
表

（
改

正
前

）

本
通

２
丁

目
本

石
町

１
丁

目
新

穀
町

7
46

54
39

48
56

14
34

54
8

14
44

54
51

54
24

9
08

23
44

28
36

04
44

10
11

54
09

54
11

14
35

06
34

12
14

34
49

12
44

13
11

26
36

14
54

14
14

35
36

48
34

15
11

24
36

14
49

16
11

35
44

19
49

17
11

48
36

54
29

59
18

16
34

58
06

19
19

13
43

04
04

・
中

心
街

⇒
北

上
駅

間
は

平
日

70
便

／
日

の
バ

ス

が
運
行
さ
れ
て
い
る
。

・
停
留
所
が
「
分
散
」
し
て

い
る
た
め
、

1時
間

に
1

～
2本

運
行
さ
れ
て
い
る

よ
う
に
し
か

見
え
な
い
。

既
存
路
線
を
活
用
し
て
、

い
わ
ゆ
る
「
ま
ち
な
か
循
環

バ
ス
」
と
同
様
な
機
能
を
追

加
コ
ス
ト
を
掛

け
ず
に
求

め

る
こ
と
は

で
き
な
い
か

？

■
市
街
地
の
運
行
経
路
を
統
一
化
（
20

11
年

10
月

1日
～
）

・
さ
く
ら
野

百
貨

店
周

辺
の

停
留

所
を
「
ま
ち
な
か

タ
ー
ミ
ナ
ル

」
に
集

約

北
上

駅
～

ま
ち
な
か

タ
ー
ミ
ナ
ル

の
運
行
経
路
を
２
経
路
に
統
合

、
市
内
の
す
べ
て
の
路
線
が
北
上

駅
・ま

ち
な
か

タ
ー
ミ
ナ
ル

を
通

過
す
る
よ
う
に
設
定

。

北
上

駅
～

ま
ち
な
か

タ
ー
ミ
ナ
ル

の
区
間
に
含
ま
れ
る
９
か
所
の

停
留
所
に
停
留
所
ナ
ン
バ
リ
ン
グ

を
施

す

■
デ
パ
ー
ト
（
さ
く
ら
野
百
貨
店
）
店
内
に
タ
ー
ミ
ナ
ル
機
能

・
さ
く
ら
野

百
貨

店
店

舗
内

に
、

①
バ

ス
カ
ー
ド
の

販
売

②
バ

ス
路

線
案

内
（
液

晶
画

面

に
よ
る
接

近
表

示
シ
ス
テ
ム
）

③
待
合
ス
ペ
ー
ス

の
機
能
を
委
ね
た
タ
ー
ミ
ナ
ル

６
．
地
域
公
共
交
通
政
策
と
ま
ち
づ
く
り
と
の
接
点

６
．
地
域
公
共
交
通
政
策
と
ま
ち
づ
く
り
と
の
接
点

６
．
地
域
公
共
交
通
政
策
と
ま
ち
づ
く
り
と
の
接
点

６
．
地
域
公
共
交
通
政
策
と
ま
ち
づ
く
り
と
の
接
点
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■
コ
ン
ビ
ニ
や
ス
ー
パ
ー
に
バ
ス
待
ち
機
能
を

・
寒

冷
地

の
八

戸
市

で
は

、
バ

ス
待

ち
環

境
の

改
善

が
多

く
要

望
さ
れ

る
が

、
道

路

環
境

や
予

算
の

制
約

が
あ
り
、
上

屋
の

整
備
が
進
ま
な
い
。

・
他

方
で
、
バ

ス
停

近
く
に
コ
ン
ビ
ニ
の

出

店
が
相
次
い
で
い
る
こ
と
に
加

え
、
コ
ン

ビ
ニ
カ
フ
ェ
が

ブ
ー
ム
。

⇒
コ
ン
ビ
ニ
店
内
に
最
寄
り
バ
ス
停
の

接
近

情
報

を
モ
ニ
タ
ー
や

タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
で
表
示
す
る
方
式
を
採
用

⇒
市

役
所

、
病

院
等

の
施

設
に
も
拡

大

八
戸

市
交

通
部

「
Bu

s
N

av
i 8

」

６
．
地
域
公
共
交
通
政
策
と
ま
ち
づ
く
り
と
の
接
点

■
「
バ
ス
パ
ッ
ク
」
の
試
み
（
八
戸
市
・
青
森
県
）

・
目

的
地

の
入

館
料

や
食

事
代

と
往

復
の

路
線

バ
ス
運

賃
を
パ

ッ
ケ
ー
ジ

化
し
、
市

内
外

の
人

気
ス
ポ
ッ
ト
に
限

ら
ず
、
「
普

段
行

け
な
い
所

」
や

「
地

元
お
す
す
め
の

店
」
と
も
コ
ラ
ボ
。
バ

ス
と
ま
ち
の

双
方

に
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
。

６
．
地
域
公
共
交
通
政
策
と
ま
ち
づ
く
り
と
の
接
点

■
「
お
い
し
い
」
は
、
ま
ち
と
公
共
交
通
を
救
う
！

（
馬

肉
バ

ス
パ

ッ
ク
）

特
典

1
1,

70
0～

2,
30

0円
相

当
の

料
理

→
1,

50
0円

に
割

引

６
．
地
域
公
共
交
通
政
策
と
ま
ち
づ
く
り
と
の
接
点

公
共
交
通
利
用
者
を
「上

得
意
様
」に

変
え
、

公
共
交
通
の
「応

援
団
」を

増
や
す
こ
と
に
つ
な
が
る
！

・
料

理
を
割

引
し
て
も
、
協

賛
店

舗
（
馬

肉

料
理

店
）
の

メ
リ
ッ
ト
は

あ
る
か

？

①
1グ

ル
ー
プ
あ
た
り

追
加

注
文

金
額

3,
00

4
円

②
1グ

ル
ー
プ
あ
た
り

参
加

者
数

2.
8

人

③
参

加
者

1人
あ
た
り

追
加

消
費

金
額

（
①

／
②

）
1,

07
2

円

■
地
域
公
共
交
通
活
性
化
・
再
生
法
の
改
正

（
20

14
.5

.1
4成

立
）

「コ
ミ
バ
ス
」「
デ
マ
ン
ド
交
通
」単

体
で
は
な
く
、

面
的
（全

体
的
）な

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
再
構
築
に
対
す
る
支
援
の
拡
充

地
方
行
政
と
交
通
事
業
者
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
で
取
り
組
む

地
域
公
共
交
通
再
編
事
業
は
交
通
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
有
効

６
．
地
域
公
共
交
通
政
策
と
ま
ち
づ
く
り
と
の
接
点

６
．
地
域
公
共
交
通
政
策
と
ま
ち
づ
く
り
と
の
接
点

６
．
地
域
公
共
交
通
政
策
と
ま
ち
づ
く
り
と
の
接
点

７
．
地
域
公
共
交
通
網
の
「
面
的
」
な
再
構
築
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■
「
お
で
か
け
」
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

・
公

共
交

通
が

運
行

さ
れ

て
い
て
も
、
「
通

学
で
き
な
い
」
「
買

物
に
行

け
な

い
」
「
通

院
で
き
な
い
」
で
は

、
意

味
が

な
い

「
お
で
か
け
」
を
可
能
に
す
る
地
域
公
共
交
通
の
性
能
保
証
が
肝
要

１
時

間
に
１
本

の
頻

度
12

:5
0

14
:2

0
15

:2
0

16
:1

6 
・
・
・

某
市

山
間

部
の

以
前

の
例

公
的
支
援

＝
「お

で
か
け
」の

機
会
を
広
げ
る
「投

資
」と

し
て

市
民
の
お
役
に
立
て
る
も
の
で
あ
り
た
い
・・
・「
正
便
益
不
採
算
」

「
1時

間
に

1本
で
折

り
返

し
可

能

な
ダ
イ
ヤ
」
を
組
ん
で
お
り
、
ス
ー

パ
ー
・
病
院
・
高
校
に
行
け
な
い
。

【
事
例
】
栃
木
・
足
利
市
生
活
路
線
バ
ス
再
編
の
「
改
善
指
標
」

足
利

赤
十

字
病

院
へ

の
ア
ク
セ
ス

路
線
再
編
後
に
ア
ク
セ
ス

可
能
に
な
っ
た
エ
リ
ア

路
線
再
編
前
か
ら
ア
ク
セ

ス
可
能
で
あ
っ
た
エ
リ
ア

＊
外
来
受
付
時
間
内

8:
35

～
11

:2
0に

到
着
で
き
る

範
囲

公
共
交
通
で
「お

で
か
け
」で

き
る
範
囲
を

拡
大

す
る
こ
と
が

ポ
イ
ン
ト

■
足
利
市
路
線
再
編
後
の
推
移
（
運
行
開
始
初
年
度
の
速
報
値
）

利
用
者
数
は
、
運
行
開
始
当
初
の

1.
5倍

・
乗

車
人

員
の

増
加

；
運

行
開

始
後

30
ヶ
月

連
続

で
対

前
年

比
増

を
更

新

・
運

送
収

入
の

増
加

；
運
行
開
始
当
初
の
２
倍
に

＞
高

齢
者

「
以

外
」
の

利
用

者
が

増
加

基
調

⇒
運

送
収

入
の

増
加

■
足
利
赤
十
字
病
院
外
来
患
者
の
バ
ス
分
担
率
上
昇

７
．
地
域
公
共
交
通
網
の
「
面
的
」
な
再
構
築

７
．
地
域
公
共
交
通
網
の
「
面
的
」
な
再
構
築

７
．
地
域
公
共
交
通
網
の
「
面
的
」
な
再
構
築

７
．
地
域
公
共
交
通
網
の
「
面
的
」
な
再
構
築
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（
足

利
市

）

市
街

地
部

河
北

郊
外

部

市
役

所

運
行

サ
ー
ビ
ス
の

段
階

構
成

イ
メ
ー
ジ

Ａ
赤
十

字
病

院

河
南
の

商
業

集
積

地

Ｗ
川

Ｊ
Ｒ

Ａ
駅

東
武

Ａ
市
駅

Ｊ
Ｒ
線

東
武

線

中
心

部

河
南

郊
外

部

【
幹

線
的

な
交

通
】
「
意

外
と
使

え
る
ね
」
と
言
わ
し
め
る
公
共
交

通
サ
ー
ビ
ス
の
「
品
質
保
証
」

【
生
活
支
援
交
通
】

地
域
住
民
の
「
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
」
に
結

び
つ
き
、
生

活
に
欠

か
せ

な
い
「
用

足
し
」

を
支
え
る
公
共
交
通
サ
ー
ビ
ス
の
「
性
能
保
証
」

公
共
交
通
サ
ー
ビ
ス
を

戦
略
的
に
提
供

＞
都

市
軸

を
示

す
＞

環
境
配
慮
型
交
通

地
域
で
の
合
意
形
成
が

重
要
に
な
る

＞
地
域
と
の
責
任
分
担

■
中
心
部
・
市
街
地
部
居
住
者
を
「
新
規
顧
客
」
と
し
て
獲
得

・
中

心
部

・
市

街
地

部
の

運
行

回
数

を
増

強
し
、
新

規
顧

客
を
獲

得

ク
ル
マ
社
会
の
地
方
都
市
で
も
、
み
ん
な
が
「好

ん
で
」マ

イ
カ
ー
で

外
出
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
「需

要
に
応
え
る
」

だ
け
で
な
く
、
「ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
提
案
す
る
」こ

と
が
鍵
！

・
八

戸
駅

⇔
中
心
街
（
三
日
町
）
間
を
運
行
す
る
、

2事
業

者
22

系
統

の
運

行

計
画
を
、
八

戸
市

の
調

整
下

で
一

体
的

に
設

定
し
、
「
効

率
的

な
運

行
」
と

「
分
か
り
や
す
さ
・
便
利
さ
」
の
両
立
を
目
指
す
共

同
運

行
化

を
実
現
。

（
運

行
ダ
イ
ヤ
）

＊
八

戸
駅

発
平

日
時

刻

（
従

前
）

9:
03

*  
9:

17
9:

28
*  

9:
31

*  
9:

40
9:

43
*

9:
46

*
9:

59
 

⇒
2社

が
11

2.
5往

復
／
日
を
運
行

（
現

在
）

9:
00

   
9:

10
*  

9:
20

  9
:3

0*
  9

:4
0 

 9
:5

0*
 1

0:
00

⇒
2社

が
90

.5
往

復
／

日
を

10
分

間
隔

で
運

行
（
08

年
4月

～
）

⇒
2社

の
定
期
券
共
通
化
＋
の
り
ば
共
通
化

【
効

果
】

両
事

業
者

と
も
に
「
乗

客
増

」
「
黒

字
化

」
達

成
（
20

08
年

度
）

（
乗

車
人

員
）

13
5万

4千
人

→
 1

44
万

1千
人

乗
客

6.
4％

増

（
収

支
）

1,
56

7万
円

の
「
赤

字
」

→
 2

,5
56

万
円

の
「
黒

字
」

・
同

計
画

に
基

づ
き
、
７
区

間
を
「
幹

線
軸

」
と
し
て
設

定

⇒
事

業
者

間
・
系

統
間

で
「
一

体
的

な
運

行
計

画
の

設
定

」
を
求

め
る

■
「
八
戸
市
公
共
交
通
再
生
プ
ラ
ン
」
に
よ
る
「
幹
線
軸
」
の
明
示

高
頻
度
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
区
間

を
明

確
に
示

す
「
品

質
保

証
」
に
よ

り
、
将

来
の

都
市

構
造

へ
の

イ
ン
パ

ク
ト
に
期

待
。

ト
ー
タ
ル
で
人
口
減
で
も

（東
北
は
仙
台
周
辺
以
外
は
ほ
ぼ
人
口
減
少
局
面
）、

幹
線
軸
の
減
少
幅
は
抑
え
る
こ
と
で
集
約
的
な
都
市
構
造
を
指
向

７
．
地
域
公
共
交
通
網
の
「
面
的
」
な
再
構
築

７
．
地
域
公
共
交
通
網
の
「
面
的
」
な
再
構
築

７
．
地
域
公
共
交
通
網
の
「
面
的
」
な
再
構
築

７
．
地
域
公
共
交
通
網
の
「
面
的
」
な
再
構
築

■
地
域
公
共
交
通
連
携
計
画
に
お
け
る
「
ゾ
ー
ニ
ン
グ
」

■
幹

線
軸

の
明

示
・
・
・
事

業
者

間
の

「
競

争
か

ら
共

創
」
へ
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■
さ
ら
な
る
「
事
業
者
連
携
」
で
公
共
交
通
の
品
質
向
上

【
St

ep
1】

20
08

.4
.1
～

・
八

戸
駅

線
等

間
隔

・
共

同
運

行
化

の
実

施
⇒

利
用

者
増

・
乗

車
効

率
向

上
・
収

支
率

向
上

の
効

果

「事
業
者
ご
と
」「
モ
ー
ド
ご
と
」の

施
策
で
は
な
く
、
合
わ
せ
技
の

取
り
組
み
（→

連
携
）で

、
「存

在
感
」あ

る
地
域
公
共
交
通
へ

【
St

ep
2】

20
10

.7
.3

1～
・
終

バ
ス
後

の
乗

合
タ
ク
シ
ー
「
シ
ン
タ
ク
ン
」
登

場

■
「
地
域
間
幹
線
」
の
補
助
制
度

路
線

数
補
助
計

（
千

円
）

国
（
千

円
）

県
（
千

円
）

市
町
村

（
千

円
）

対
前

年
度

対
前

年
度

対
前

年
度

平
成

14
年
度

71
 

56
1,

95
5 

-
25

1,
04

9 
25

1,
04

9 
-

59
,8

57
 

-

平
成

15
年
度

71
 

67
4,

22
9 

12
0%

28
4,

45
1 

28
4,

45
1 

11
3%

10
5,

32
7 

17
6%

・
・
・

平
成

21
年
度

47
38

1,
16

2
60

%
13

3,
45

5
13

3,
45

5
59

%
11

4,
25

2
65

%

・
複

数
市

町
村

に
跨

る
一

定
の

要
件

を
満

た
す
「
広

域
的

・
幹

線
的

路
線

」

の
欠

損
額

に
つ
い
て
、
国

（
1／

2）
と
都
道
府
県
（
1／

2）
が

協
調

補
助

。

都
道

府
県

ご
と
の

「
地

域
協

議
会

」
で
路

線
を
認

定
（
３
か

年
計

画
の

策
定

）
。

・
要

件
；
①

路
線

長
10

km
以

上
、
②

運
行

回
数

3回
以

上
、

③
輸

送
量

（
＝

平
均

乗
車

密
度

×
運

行
回

数
）
15

～
15

0人
・
輸

送
量

の
基

準
を
満

た
せ

な
い
路

線
が

増
加

（
下

表
）
青

森
県

の
例

従
前

（
～

平
成

22
年
度
ま
で
）
の

「
広

域
的

・
幹

線
的

路
線

」
補

助
制

度

■
「
地
域
間
幹
線
」
の
補
助
制
度

・
複

数
市

町
村

に
跨

る
一

定
の

要
件

を
満

た
す
「
地

域
間

幹
線

」
の

欠
損

額

に
つ
い
て
、
国

が
1／

2を
補

助
。
都

道
府

県
ご
と
に
設

置
さ
れ

た
協

議
会

で
路
線
を
認
定

（
地

域
間

幹
線

系
統

確
保

維
持

計
画

の
策

定
）
。

・
要

件
；
①

計
画

運
行

回
数

3回
以

上
；
事

前
算

定
方

式
に
移

行

②
輸

送
量

（
＝

平
均

乗
車

密
度

×
運

行
回

数
）
15

～
15

0人

現
在

（
地

域
公

共
交

通
確

保
維

持
事

業
）
の

「
地

域
間

路
線

」
補

助
制

度

新
制

度
は

、
都

道
府

県
に
よ
る
「
協

調
補

助
」
が

前
提

で
は

な
く
な
っ
た

「国
の
補
助
基
準
を
満
た
す
路
線
＝
県
の
守
る
べ
き
路
線
」の

図
式
は
崩
れ
た
。
国
の
補
助
要
件
に
関
わ
ら
ず
、

広
域
的
な
交
流
と
定
住
に
寄
与
す
る
「真

に
必
要
な
路
線
」を

各
都
道
府
県
の
協
議
会
で
認
定
す
る
仕
組
み
づ
く
り
が
急
務
。

■
広
域
行
政
と
基
礎
的
自
治
体
の
役
割
分
担
は
？

地
方

部
の

典
型

的
な
路

線
網

地
域
間
幹
線
バ
ス

地
域
鉄
道
、

BR
T

市
内
路
線

（
コ
ミ
バ
ス
等
）

市
内

路
線

と
時

刻
が

合
わ

な
け
れ

ば
通

院
に
「
使

え
な
い
」幹
線

と
時

刻
が

合
わ

な
け
れ

ば
通

学
に
「
使

え
な
い
」

地
域

間
幹

線
と
市

内
路

線
が

並
行

し
公

的
支

援
の

「
二

重
投

資
」
の

可
能

性

＞
地
域
間
幹
線
は
、
県
や
事
業
者

任
せ

。
市

町
村

は
関

与
で
き
な

い
と
思
い
込
ん
で
い
る
。

＞
県
や
事
業
者
も
、
既
存
路
線
を

そ
の
ま
ま
維
持
す
る
以
外
の
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
持

た
な
い
場

合
も
多

い
。

７
．
地
域
公
共
交
通
網
の
「
面
的
」
な
再
構
築

７
．
地
域
公
共
交
通
網
の
「
面
的
」
な
再
構
築

７
．
地
域
公
共
交
通
網
の
「
面
的
」
な
再
構
築

７
．
地
域
公
共
交
通
網
の
「
面
的
」
な
再
構
築
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路
線

網
再

編
の

視
点

地
域
間
幹
線
バ
ス

地
域
鉄
道
、

BR
T

市
内

路
線

の
負

担
減

少
分

を
増

便
や

他
地
域
へ
の
運
行
に
も
投
資
可
能
に

地
域

間
幹

線
と
市

内
路

線
が

有
機

的
に

カ
バ
ー
し
合
う
路
線
体
系
に

通
院
可
能
圏
域
、
通
学
可
能
圏
域
の

拡
大

で
、
「
交

流
」
「
定

住
」
の

促
進

地
域
間
幹
線
の
品
質
向
上
が
「交

流
」と

「定
住
」支

え
る
鍵
に

市
内
路
線

（
コ
ミ
バ
ス
等
）

■
「
地
域
間
幹
線
」
を
活
か
さ
な
い
手
は
な
い

【
事
例
】
栃
木
県
大
田
原
市
の
バ
ス
路
線
再
編

・
東
野
交
通
バ
ス
と
廉
価
（
20

0円
均

一
）
な
大

田
原

市
営

バ
ス
が

ほ
ぼ

同

じ
経
路
を
運
行
し
、
い
ず
れ
も
不
採

算
で
財

政
支

援
を
投

入

・
地

域
公

共
交

通
総

合
連

携
計

画
に

基
づ
き
、
「
幹

線
」
を
東

野
交

通
に
一

本
化

（
運

賃
は

上
限

20
0円

に
）
。
市

営
バ

ス
は

支
線

と
循

環
路

線
に
特

化
し
、
増

便
も
。

東
野

交
通

と
大

田
原

市
営

バ
ス
（
市

町
村

有
償

）
の

一
体

的
再

編

同
等
の
財
政
支
援
で
サ
ー
ビ
ス
水
準
の
向
上
が
可
能
に

【
事
例
】
栃
木
県
大
田
原
市
の
バ
ス
路
線
再
編

市
町
村
と
交
通
事
業
者
の
「パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」が

鍵
を
握
る

■
広
域
バ
ス
路
線
と
市
内
バ
ス
と
の
結
節
点
（
八
戸
圏
域
の
例
）

十
文

字
、
道

の
駅

な
ん
ご
う
、

下
洗
口
な
ど

三
戸
中
央
病
院
、
三
戸
町
役

場
、
三
戸
営
業
所
な
ど

サ
ン
モ
ー
ル
田
子

ハ
ー
ト
フ
ル

プ
ラ

ザ
、
階

上
庁

舎
前

、
赤
羽
な
ど

イ
オ
ン
下
田
、
下
田
駅
前
な
ど

金
ヶ
沢
、
西
越
局
前

な
ど

五
戸
駅
前
な
ど

剣
吉
駅
前
、
名
川

分
庁
舎
前
な
ど

は
っ
き
り
し
て
い
な
い
拠
点
（結

節
点
）を

明
確
に
す
る
議
論
が
必
要

７
．
地
域
公
共
交
通
網
の
「
面
的
」
な
再
構
築

７
．
地
域
公
共
交
通
網
の
「
面
的
」
な
再
構
築

７
．
地
域
公
共
交
通
網
の
「
面
的
」
な
再
構
築

７
．
地
域
公
共
交
通
網
の
「
面
的
」
な
再
構
築
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■
有
機
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
と
責
任
分
担

一
次
拠
点
の
あ
る
市

幹
線

鉄
道

二
次
拠
点
の
あ
る
市

周
辺

市
町

村

地
域

鉄
道

路
線

バ
ス

１
．
広

域
市

町
村

圏
で
「
公

共
交

通
拠

点
」
を
設

定
・
拠
点
の
段
階
構
成

→
Ｌ
Ｏ
Ｓ
の

確
保

目
標

（
品

質
）

＞
都

道
府

県
・
定

住
自

立
圏

の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ

・
拠
点
の
サ
イ
ン
計
画
、
案
内
所
等
の
機
能

＞
拠
点
市
や
事
業
者
の
役
割
が
大
き
い

２
．
都

市
内

の
「
幹

線
軸

」
を
設

定
・
一

定
水

準
の

Ｌ
Ｏ
Ｓ
の

確
保

（
品

質
）
→

 投
資

＞
拠
点
や
事
業
者
の
役
割

３
．
拠
点
か
ら
集
散
す
る
域
内
（
フ
ィ
ー

ダ
ー
）
サ
ー
ビ
ス
の
設
定

・
お
で
か
け
可
能
な
範
囲
の
確
保

＞
各

自
治

体
・
地

域
の

役
割

大

市
民
発
意

発
意

段
階

行
政
発
意

（
例
）
交
通
計
画
で
交
通
空
白
地
域

の
解
消
を
位
置
づ
け

（
例
）
地
域
住
民
組
織
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
が

公
共
交
通
運
行
を
提
案

調
整

段
階

計
画

段
階

知
恵

の
努

力

ﾁ
ｶ
ﾗ
の

努
力

カ
ネ
の
努
力

行
政
単
独
事
業

地
域
住
民
と
の
調
整

交
通
政
策
と
の
調
整

運
行

計
画

提
案

施
設

管
理

・
運

転

負
担

金
・
利

用
促

進

負
担
金
支
出
・
利
用
目
標
設
定

行
政
が
運
営
主
体

運
行
計
画
の
提
案

（
意

見
聴

取
も
含

ま
れ

る
）

運
営

段
階

運
営
主
体
の
組
織
化

市
民

・
行

政
連

携
事

業

市
民
が
運
営
主
体

■
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
「
支
え
方
」
は
多
様
で
あ
る

市
民
単
独
事
業

【
事
例
】
山
形
市
明
治
・
大
郷
地
区
「
ス
マ
イ
ル
グ
リ
ー
ン
号
」

・
山

形
市

の
北

端
（
山

形
駅

よ
り

10
km

）
に
位

置

・
東

西
2～

3k
m
、
南

北
5k

m
の

範
囲

に
約

3,
00

0人
が

居
住

（
94

7世
帯

）

山
形

市
明

治
・
大

郷
地

区

地
域

住
民

か
ら
は

、
週

複
数

日
の

運
行

に
増

便
を
求

め
る
声

が
強

か
っ
た

 

・
約

10
年

前
に
路

線
バ

ス
（
山

交
バ

ス
）
が

廃
止

さ
れ

た
後

、
山

形
市

が
「
地

域
交

流

バ
ス
明
治
線
」
を
週
１
日
運
行

・
エ
リ
ア
内
に
ス
ー
パ
ー
・
C

VS
・
医

療
機

関
・
中

学
校

・
高

校
が

立
地

せ
ず

■
地
域
住
民
自
ら
が
サ
ー
ビ
ス
水
準
を
決
め
る

・
停
車
地
を
倍
増
さ
せ
、
歩

行
が

つ

ら
い
お
婆
ち
ゃ
ん
の
自
宅
の
前
に

設
置
す
る
工
夫
も

・
予

約
制

に
よ
る
「
安

心
感

」
。
顔

な

じ
み

の
乗

務
員

が
迎

え
に
行

く
。

＃
一
番
の
評
判
は
「
加
藤
さ
ん
」

地
区
レ
ベ
ル
の
サ
ー
ビ
ス
水
準
は
「会

議
室
」で

は
決
め
ら
れ
な
い

・
ワ
ゴ
ン
車

両
の

活
用

で
、
運

行
委

託
費

を
縮

減
し
、
週

2日
の

運
行

へ

①
車
両
小
型
化
に
よ
る
増
便

②
デ
マ
ン
ド
交
通
の
特
性
を
活
か
す

７
．
地
域
公
共
交
通
網
の
「
面
的
」
な
再
構
築

８
．
地
域
が
公
共
交
通
を
「
創
り
」
「
守
り
」
「
育
て
る
」

８
．
地
域
が
公
共
交
通
を
「
創
り
」
「
守
り
」
「
育
て
る
」

８
．
地
域
が
公
共
交
通
を
「
創
り
」
「
守
り
」
「
育
て
る
」
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■
大
郷
明
治
交
通
サ
ー
ビ
ス
運
営
協
議
会
の
設
置

運
営
ス
キ
ー
ム

・
サ

ー
ビ
ス
の

最
低
保
障
分
（
週
１
日
の
運
行
）
を
定
額
上
限
で
市

が
補

助

＞
車
両
の
小
型
化
に
よ
る
経
費
低
廉
化
に
よ
り
増
便
を
図
る

＞
運

行
計

画
の

設
定

は
、
協

議
会

の
責

務

・
人

材
の

継
続

性
；
町

内
会

の
役

員
は

流
動

的
→

協
議

会
の

必
要

性

市
町
村
は
、
地
域
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
持
続
さ
せ
る
仕
掛
け
を
創
る

■
乗
車
人
員
の
推
移

・
乗

車
人

員
の

増
加

；
2年

目
（
平

成
22

年
度
）
は

、
前

年
度

比
40

％
増

3年
目

（
平

成
23

年
度
）
も
、
さ
ら
に
前

年
度

比
12

％
増

・
４
年

目
以

降
は

減
少

；
「
バ

ス
の

上
に
も

3年
」
を
ど
う
乗
り
越
え
る
？

■
地

域
に
親

し
ま
れ

る
「
地

域
車

」
を
目

指
し
て

・
公

民
館

前
駐

車
場

の
セ
レ
モ
ニ
ー
；
乗

務
員

「
加

藤
さ
ん
」
に
感

謝
！

誇
り
を
持
て
る
公
共
交
通
の
「現

場
」を

い
か
に
生
み
出
せ
る
か
？

■
地

域
に
親

し
ま
れ

る
「
地

域
車

」
を
目

指
し
て

・
乗

客
5,

00
0人

達
成

記
念

セ
レ
モ
ニ
ー
（
20

12
年

3月
21

日
）

地
域
公
共
交
通
は
「お

茶
の
間
に
明
る
い
話
題
」も

運
ぶ

８
．
地
域
が
公
共
交
通
を
「
創
り
」
「
守
り
」
「
育
て
る
」

８
．
地
域
が
公
共
交
通
を
「
創
り
」
「
守
り
」
「
育
て
る
」

８
．
地
域
が
公
共
交
通
を
「
創
り
」
「
守
り
」
「
育
て
る
」

８
．
地
域
が
公
共
交
通
を
「
創
り
」
「
守
り
」
「
育
て
る
」
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■
地
域
公
共
交
通
の
確
保
・
維
持
・
改
善
・
・
・
地
域
に
で
き
る
こ
と

「知
恵
」「
チ
カ
ラ
」「
カ
ネ
」を

地
域
で
「マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
」す

る
に
は
？

知
恵

の
努

力

地
域

公
共

交
通

の
確

保
・
維

持
・
改

善

・
施

設
整

備
・
広

告
物

の
制

作
・
自

ら
が

運
転

・
運

行
管

理
・
地

域
に
お
け
る
移

動
ニ
ー
ズ
を
把

握
し
、
生

活
に
「
使
え
る
」
経
路
・
時
刻
・
サ
ー
ビ
ス
を
考
え
る

・
乗
っ
て
支
え
る
（
運

賃
収

入
）

・
乗
ら
な
い
人
も
支
え
る
工
夫

チ
カ
ラ

の
努

力

カ
ネ

の
努

力

■
行
政
・
事
業
者
・
地
域
の
三
位
一
体
で
「
お
で
か
け
」
を
守
る

地
域

市
町

村
運
行
主
体

事
業
者
等

交
通
事
業
者
は
「
輸

送
の

プ
ロ
」
の

視
点

で
地

域
の

取
り
組

み
を
サ

ポ
ー
ト

三
位
一
体
の
契
機
と
な
る
「
場
づ
く
り
」
、
市
域

全
体
の
交
通
サ
ー
ビ
ス
と
の

調
整
・
連

携
。

地
域

公
共

交
通

を
改

善
し

お
で
か
け
を
守
る

「
口

を
出

す
」
「
利

用
す
る
」
「
自

ら
動

く
」

地
域

住
民

の
「
お
で
か

け
」
環

境
を
整

備

翻
訳

者

三
者

の
「
言

語
」
を
斟

酌
し
、
三
位
一
体
の

文
化
を
作
り
上
げ
る
仕
事
人

（
外

部
人

材
）

キ
ー

パ
ー
ソ
ン

三
方
良
し

「
会

議
室

」
に
終

始
せ

ず
、
「
カ

ラ
ダ
を
動
か
す
」
こ
と
が
鍵

（
例

）
バ

ス
マ
ッ
プ
の

企
画

を

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
議

論

し
た
こ
と
で
、
公

共
交

通

の
課

題
が

明
確

に
な
り
、

共
有

も
で
き
た
。

◆
三

者
の

「
リ
ス
ク
分
担
」
を
全

体
計
画
で
明
確
に
す
る
。

◆
協
議
会
（
地
域
公
共
交
通
会
議
等
）
の
実
質
化
を
図
る
；

（
例

）
茨

城
県

五
霞

町
；
地

域
公

共
交

通
会

議
が

「
祭

り
」
に
屋

台
を
出

し

て
、
委

員
み

ず
か

ら
広

く
町

民
の

意
見

を
集

め
る

◆
「
小
さ
な
実
践
」
か
ら
始
め
る
；

■
三
位
一
体
で
「
お
で
か
け
」
を
守
る
文
化
（
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
）

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
や

デ
マ
ン
ド
交

通
の

導
入

や
変

更
が

あ
る
と
き
「
だ
け
」

開
催
す
る
の
で
は
、
意
味
が
な
い
。

■
地
域
公
共
交
通
会
議
は
何
の
た
め
に
開
く
？

【
地

域
公

共
交

通
会

議
】

・
地

域
の

実
情

に
応

じ
た
乗

合
輸

送
（
法

4条
）
の
態
様
に
関
す
る
協
議

（
20

06
年

10
月

の
道

路
運

送
法

改
正

に
よ
り
創

設
／
原

則
市

町
村

が
主

宰
）

→
 事

業
者

に
委

ね
る
不

採
算

路
線

か
ら
、
市

民
・行

政
・事

業
者

の
三

位
一
体
で
「つ

く
り
」「
育
て
る
」生

活
必
需
路
線
へ

・
地

域
の

実
情

に
応

じ
た
乗

合
輸

送
の

運
賃

・
料

金
等

に
関

す
る
協

議

・
市

町
村

有
償

運
送

（
法

79
条
）
に
関
す
る
協
議

→
 規

制
（総

括
原

価
方

式
）に

と
ら
わ

れ
な
い
発

想
が

可
能

に

地
域
公
共
交
通
の
全
体
を
「マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
」す

る
場
と
し
て
活
用

「制
度

」を
使

い
こ
な
し
、
「や

り
た
い
こ
と
」を

「計
画

的
に
」推

進

８
．
地
域
が
公
共
交
通
を
「
創
り
」
「
守
り
」
「
育
て
る
」

８
．
地
域
が
公
共
交
通
を
「
創
り
」
「
守
り
」
「
育
て
る
」

８
．
地
域
が
公
共
交
通
を
「
創
り
」
「
守
り
」
「
育
て
る
」

９
．
地
域
公
共
交
通
の
「
制
度
」
を
使
い
こ
な
す
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■
八
戸
市
地
域
公
共
交
通
会
議
の
検
討
体
制

八
戸

市
地

域
公

共
交

通
会

議

・
道

路
運

送
法

に
基

づ
く
「
協

議
」
と
、
活

性
化

・
再

生
法

に
基

づ
く
「
計

画
」

策
定
機
能
を
併
せ
持
つ
機
能
を
有
す
る
。

・
本

会
議

の
ほ

か
「
分

科
会

」
を
設

置
し
、
事

業
者

間
調

整
や

新
た
な
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の

企
画

、
進

行
管

理
を
実

施
。

＊
年

間
乗

車
人

員
（
運

賃
支

払
者

）
；
67

6.
7万

人
（
H

24
）

H
22

＝
61

8.
2万

人

武
山

泰
・
八

戸
工

大
教

授
ほ

か
１
７
人

で
構

成

路
線

バ
ス
事

業
連

絡
調

整
分

科
会

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
型

分
科

会
（
例

）
災
害
時
公
共
交
通
対
策
検
討
分
科
会

南
郷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
通

小
型
乗
合
交
通
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
化

バ
ス
マ
ッ
プ
企
画

（
東

北
運

輸
局

活
プ
ロ
）

・
毎
年

15
～

20
回
実
施

・
ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
型
の
議
論

■
地

方
行

政
の

責
務

が
重

視
さ
れ

る

（
地

方
公

共
団

体
の
責

務
）

第
九

条
地

方
公

共
団

体
は
、
・
・
・
（
中

略
）
・
・
・
そ
の
地

方
公

共
団

体
の

区

域
の

自
然

的
経

済
的

社
会

的
諸

条
件

に
応

じ
た
施

策
を
策

定
し
、
及

び
実

施

す
る
責
務
を
有

す
る
。
･･
･以

下
略

地
域

公
共

交
通

活
性

化
・
再

生
法

の
一

部
改

正
（
20

14
.5

.1
4成

立
。

11
月

施
行

）


地

域
公

共
交

通
総

合
連

携
計

画
は

、
地

域
公

共
交

通
網

形
成

計
画

と
な

り
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
の

モ
ビ
リ
テ
ィ
確

保
が

重
点

化
さ
れ

る


「
全

体
計

画
＝

形
成

計
画

」
と
「
事

業
計

画
」
の

関
係

が
明

確
に

＞
新

設
の
「
地

域
公

共
交

通
再

編
事

業
」
に
係

る
計

画
（
地

域
公

共
交

通
再

編
実

施
計

画
＝

事
業

計
画

）
は
、
形

成
計

画
の
策

定
が
必

須
に

地
方
公
共
団
体
は
、
地
域
交
通
に
関
す
る
「政

策
」を

立
案
し
、

そ
れ
に
基
づ
い
て
施
策
を
推
進
す
る
責
務
が
あ
る

■
財
政
投
融
資
の
活
用
に
よ
る
新
た
な
支
援
制
度


内

部
留

保
に
乏

し
い
地

方
交

通
事

業
者

を
想

定
し
、
低

床
車

両
の

購
入

・
更

新
等

に
、
財

政

投
融

資
を
活

用
し
た
新

た
な
支

援
制

度
（
鉄

道

運
輸
機
構
を
財
投
機
関
に

13
5億

円
要

求
）


大

臣
認

定
を
受

け
た
「
地

域
公

共
交

通
網

再

編
実

施
計

画
」
に
基

づ
く
地

域
公

共
交

通
特

定
事

業
を
行

う
交

通
事

業
者

等
に
出

資
。


従
来
の
補
助
金
に
よ
る
支
援
と
は
異
な
り
、
自

治
体

の
み

な
ら
ず
、
他

の
交

通
事

業
者

を
含

む
民

間
の

出
資

も
想

定
。

制
度
の
全
容
は
こ
れ
か
ら
だ
が
、
「形

成
計
画
」に

事
業
者
と
の

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
構
築
で
き
る
地
域
に
有
利

■
全
体
計
画

（
地

域
公

共
交

通
網

形
成

計
画

）
が
求
め
ら
れ
る
理
由

・
地

域
間

幹
線

、
地

域
内

フ
ィ
ー
ダ
ー
・
・
・
縦

割
り
型
の
補

助
事

業
計

画
に
止

ま
る

⇒
「
出
口
戦
略
」
が
議
論
さ
れ
ず
、
単

な
る

「
書

類
づ
く
り
」
に
終

始
す
る
可
能
性

生
活

交
通

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
計

画

対
症
療
法
で
は
太
刀
打
ち
で
き
な
い
地
域
交
通
の
現
状
だ
か
ら
こ
そ

全
体
計
画

（地
域

公
共

交
通

網
形

成
計

画
）が

重
要
。
次
を
担
う
担
当
者

へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
も
な
り
、
政
策
の
継
続
性
に
も
有
効
！

・
「
何

を
目

指
し
て
」
地

域
交

通
政

策
を
進

め
る
の

か
、
そ
の

た
め
の

道
標

や

責
任

分
担

を
議
論
し
て
進

め
る
（
連

携
計

画
に
は

パ
ブ
コ
メ
も
）

⇔
「
総

合
事

業
」
の

廃
止

で
、
期

限
切

れ
計

画
続

出
＋

新
規

計
画

低
調

全
体

計
画

（
地

域
公

共
交

通
網

形
成

計
画

）

９
．
地
域
公
共
交
通
の
「
制
度
」
を
使
い
こ
な
す

９
．
地
域
公
共
交
通
の
「
制
度
」
を
使
い
こ
な
す

９
．
地
域
公
共
交
通
の
「
制
度
」
を
使
い
こ
な
す

９
．
地
域
公
共
交
通
の
「
制
度
」
を
使
い
こ
な
す
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①
公

共
交

通
づ
く
り
は

「
お
で
か

け
」
の

機
会

を
拡

げ
る
投

資
で
あ
る

◆
「
赤

字
だ
か

ら
補

助
す
る
」
論

理
で
は

な
く
、
市

民
の

暮
ら
し
に
「
使

え
る
」

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
の

投
資

と
し
て
、
公
共
交
通
政
策
を
考
え
る
。

⇒
次

世
代

に
向

け
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
の

「
全

体
計

画
」

③
地

域
公

共
交

通
づ
く
り
は

、
地

域
づ
く
り
の

「
学

校
」
で
あ
る

◆
地

域
公

共
交

通
は

、
「
現
場
の
近
さ
」
が
特
徴
。
ま
ち
づ
く
り
・
地
域
づ
く
り
の

「
第
一
歩
」
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

②
「
カ
タ
チ
」
で
は

な
く
、
「
し
く
み

」
か

ら
創

る

◆
「
先

進
事

例
」
の

カ
タ
チ
を
真

似
す
る
の

で
は

な
く
、
三

位
一

体
で
「
お
で
か

け
」
を
守

る
文

化
（
＝

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
）
を
創

る
こ
と
が

肝
要

。

「存
在
感
」あ

る
地
域
公
共
交
通
を
創
り
あ
げ
る
「覚

悟
」

「い
い
な
」と

思
え
る
こ
と
を
や
り
抜
く
「突

破
力
」が

必
要
！

１
０
．
さ
い
ご
に
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第 16 回バリアフリー推進ワークショップ 

＜テーマ：ロンドンにおけるオリンピック・パラリンピックの 

交通に関する調査報告会＞ 
 

1 概  要 

1.1 日 時：平成 26年 11月 6日（木）13：30～16：20 

1.2 場 所：ソラシティカンファレンスセンター Room B 

1.3 講 師：秋山哲男氏（中央大学研究開発機構 教授） 

1.4 報告者：中南久志氏（一般財団法人東京オリンピック・パラリンピック競技大会組織

委員会大会準備運営局 パラリンピック担当部長） 

       榎本進氏（東京地下鉄株式会社経営企画本部経営管理部 課長） 

       澤田大輔、竹島恵子（エコモ財団バリアフリー推進部） 

1.5 参加者：87名 

1.6 講演概要： 

   はじめに秋山氏より、今回の調査報告会は、ロンドン大会での経験や成果を 2020 年

の東京大会にどのように取り入れられるか、調査結果を含め関係者と情報共有を行うた

めのスタートであると趣旨説明がありました。 

続いて、澤田、竹島より、2014 年 6 月に実施したロンドン調査について、「ロンドン

オリンピック、パラリンピックにおける交通バリアフリー施策」と題し、報告を行いま

した。調査は、2014 年 6 月に秋山氏を団長とする総勢 10 名により、イギリスの行政、

交通事業者、大会関係者、大学関係者等に対してヒアリング等を行ったものです。2012

年に開催されたロンドン大会は、既存の公共交通機関と自転車や徒歩による移動を有効

に活用したことで「公共交通機関の大会」と言われ、「レガシー」「サスティナビリティ」

「インクルーシブ」を大会の理念として掲げ、取り組まれました。 

また、ソフト面の対応として、①情報提供については、一目でわかりやすい案内表示

にするため、大会に関係する情報を「マゼンタ色」で統一。②情報の一元化については、

移動検索サイトの「Journey planner」と「Direct Enquiries」等の活用により総合的

に提供。③交通事業者の連携については、鉄道利用時の介助などの予約システム

「National booking system」を活用したサポートの創設。④ボランティア・スタッフ

の対応については、大会開催の 2 年前から募集し、1 年前から教育を実施。なお、交通

事業者は職員のモチベーションを高めるため、記念冊子の配布など様々な工夫を行いま

した。⑤一般市民向け啓発活動については、「Get Ahead of the Games」というキャン
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ペーンを実施し、「Reduce」（不要な移動は行わない、自家用車の利用を避ける）、「Reroute」

（目的地まで別の経路で移動する）、「Retime」（時間帯を変えて移動する）、「Remode」（違

うモードを使う）の４つの Rを掲げ、取り組まれました。 

調査結果を踏まえ、東京大会への課題として、①鉄道については、充実した既存設備

を活かしつつ、不足する部分の補完、代替手段の検討が必要であること。②バス・タク

シーについては、車両面の改善余地が大きく代替手段の役割を担えるかが課題であるこ

と。③需要予測については、早めに正確な予測を行い、積極的な交通需要マネジメント

（TDM）施策の展開を考えること。④公共交通機関及びそのバリアフリー経路等の情報

については、一元化された情報提供ツールを整備拡大すること。⑤公共交通機関の従事

者やボランティア等への充実した研修や教育機会の提供が望まれることを提言しまし

た。 

次に、榎本氏より、東京メトロ“魅力発信”プロジェクトについての話題提供があり

ました。東京メトロでは、2020年オリンピック・パラリンピックの開催地が東京に決定

したことを受け、開催都市の重要な交通インフラとして、３つのキーワードを設定し、

各種施策に取り組んでいることが発表されました。１つ目のキーワード「沿線地域との

連携、東京を楽しく」として、さまざまな媒体を通じた、駅周辺のエリア・歴史/文化・

観光情報等の提供や東京の魅力が詰まった主要エリアマップの作成などを行うこと。２

つ目のキーワード「地下鉄をわかりやすく快適に」として、運行情報データなどのオー

プン化によるアプリ開発の促進、駅構内サインシステムの改良、駅係員によるご案内の

強化、多言語情報の充実などを図ること。３つ目のキーワード「世界トップレベルの安

心でお出迎え」として、エレベーター等の増設による複数ルートの整備の推進などを行

うことが示されました。 

続いて、中南氏より、2020年に向けたアクセシビリティの取り組みについての話題提

供がありました。組織委員会の活動として、まずは 2020 年に向けてバリアフリー化の

ガイドラインの策定を行うこと。ガイドラインの策定においては、内閣府、東京都、組

織委員会を中心に関係者の協力を得て実施する予定であることが発表されました。 

作成手順としては、国内にある様々なバリアフリーガイドラインの確認作業を行い、

国際パラリンピック委員会（IPC）が求める推奨基準を満たし、承認を得ることが必要

であり、論点として①IPC が求める推奨基準をどのように満たすか、②国内のガイドラ

インに定めのない基準をどのように策定するかであると示されました。 

最後に、秋山氏より、「ロンドンオリンピックの概要（2012 年）と東京オリンピック

（1964 年）」と題し、主にロンドン大会の理念であった３つのキーワードについて話題

提供がありました。一つ目の「レガシー」（「受け継がれるもの」という意味）は、ソフ
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ト面・ハード面の両方において「大会後に何を残すべきか」という視点で取り組みまし

た。特に、施設については、「恒久施設」にするのか、「仮設施設」にするのか、「中間

的な施設（大会後に改修、移築した上で利用）」にするかを整備の判断材料とされまし

た。二つ目の「サスティナビリティ」は、環境に配慮した大会として環境負荷の低減を

図るため、二酸化炭素の排出量の軽減、再生可能エネルギーの活用、資源のリサイクル、

交通事故や騒音の抑制などに取り組みました。三つ目の「インクルージョン」（「包摂」

「一体性」という意味）は、年齢、宗教、民族などの様々な違いを乗り越え、社会的な

一体感を高めるため、例えば、建築物においては、オリンピック施設整備庁がインクル

ーシブ設計基準を定め、車いす使用者用の観戦スペースの場所や座席数、宗教上の配慮

から個室型の礼拝施設の設置などに取り組んだことが示されました。 

2020年の東京大会に向けて、ロンドン大会を規範とし、関係者が知恵を出し合い、様々

なバリアフリー施策に取り組んでいくことが必要であるとまとめられました。 

 

1.7 質疑応答 

 質問者 1：ロンドンにおいて、インクルージョンを浸透させた具体例はあるのか。 

 報告者（澤田）：具体例ではないが、ヒアリングを行った鉄道やバス事業者の担当の肩書

は、例えばアクセス＆インクルージョンとなっており、インクルージョンに対応

する明確な部署が存在していた。 

 質問者 2：駅から競技場までの移動はどうなっていたのか。 

 講 師：選手や大会関係者のみが利用できるオリンピックロードが数多く造成されるとと

もに、ロンドン市民にはマイカーや施設の利用を控えるよう注意喚起が行われま

した。なお、ロンドン市内は地下鉄とバスのネットワークがすばらしく、移動は

便利である。 

 質問者 2：駅から競技場までの公共交通機関はあったのか。 

 報告者（澤田）：①ピストン輸送手段として、シャトルバスが活用された。大会開催時は、

1800 台分の予約制駐車場が確保され、乗用車からシャトルバスへの乗換スペー

スが確保された。主にブルーバッジ（移動困難な障害者のために駐車禁止場所に

おける駐車許可証）の所有者が利用でき、オリンピック時は 6万人、パラリンピ

ック時は 4 万人の計 10 万人が利用した。②「Spectator Journey Planner」（チ

ケット購入者用の情報提供システム）の経路検索時にもシャトルバスを予約する

ことができた。 

 質問者 3：オイスターカードはとても便利そうである。日本の鉄道は、他社間の相互乗入

を行っているため、人身事故等でダイヤが乱れた場合、事業者の垣根を越えた正
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確な情報提供がされていないのが問題である。 

 講 師：Suica や Pasmo などの日本の IC カードとオイスターカードの大きな違いは、他

社間の乗換において、常に初乗り運賃がかかることである。 

 質問者 4：ロンドン大会では、最寄駅での観客の滞留を緩和するため、あえて最寄駅をク

ローズにして隣の駅まで移動させる方策を取った。 

 質問者 5：日本で、車いす使用者がバスを利用する際、もっとスムーズに乗車できないの

か。 

 報告者（澤田）：ロンドンでは、ボタン操作でスロープが設置でき、後ろ向きで乗車し、

ベルト固定を行わないため、ほとんど時間がかからない。 

 質問者 6：車いすの固定方法やスロープ板の自動化など以前から議論し、様々な研究を行

ってきているので、再度、東京大会に向けて議論してもよいのではないか。 

 質問者 7：設備以外の部分では、大会限定での運用なども考える必要がある。 

 質問者 8：ロンドンのバスは、車いす使用者以外でも利用できるようなフリースペースは

あるのか。 

 報告者（澤田）：運転席の後ろが車いす使用者を含めた誰でも利用できるようなスペース

となっている。 

 質問者 9：日本のように人的サポートを前提としたサービスでは、大会に対応できるか疑

問がある。できるだけ人的サポートを必要としない整備を進めていくような考え

方に改めるべき。 

 質問者 10：バスにおけるフリースペースについては、各バス事業者で様々取り組んでい

る。ノンステップバスの標準仕様においては、フリースペースの記述はないが、

議論を行った経緯がある。また、現状の跳ね上げ式椅子は乗務員しか操作するこ

とができないので、利用者でも簡単に利用できるような椅子に改良する余地があ

る。自動スロープ、固定ベルトなども同様。 

 質問者 11：東京大会に向けて、鉄道の乗降介助で問題になるのは、他社間の相互直通運

転を行っているので、事業者ごとの対応や連絡体制が違うことである。 

 質問者 12：鉄道における車いす使用者の自立移動はどうなっているのか。 

 講 師：バリアフリーと自立移動の考え方は少し違う。バリアフリーは段差解消など各事

業者等が行うことができるが、自立移動は個人のモビリティの確保がどうなって

いるのかという点である。出発地から目的地までの移動全体で考える必要がある。

日本の公共交通機関におけるバリアフリー化は進んでいるが、移動しにくいのは

連携が不足しているからである。一方で、情報提供においても連携がないため、

利用できない状況となっている。 
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 質問者 13：訪日者にとって、Wi-Fi（ワイファイ）の環境が整っていないのが問題である。 

 講 師：情報提供については、とても重要であり、まずは事業者が情報を開示すること、

次にその情報をどのように提供するのかを議論しなければならない。 

 質問者 14：ロンドンでは、歩車道の段差はどうなっていたか。 

 講 師：ロンドンの歩車道の段差は様々である。日本の道路の方がバリアフリー化されて

いる。現状の 2cmがいいか、悪いかということはなく、地域で議論して決めてい

くことが重要である。 

 質問者 15：都内で車いす使用者が自立移動できる駅は 100 駅程度しかない。東京大会の

レガシーとして、ホームの嵩上げ等により自立移動できるような環境を整備して

いただきたい。 

 

２ 配布資料 

 

 次のとおり。 
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Ga

m
es
」
（
O
DA

と
連
名
）

「
Ac
ce
ss
ib
le
  T
ra
ns
po

rt
 P
la
n」

O
DA

設
立
（
大
会
運
営
管
理
、
資
金
管
理
）
）

「
Tr
an
sp
or
t  
Pl
an

 fo
r t
he

 L
on

do
n 
20

12
 O
ly
m
pi
c 
an
d 
Pa
ra
ly
m
pi
c 
Ga

m
es
」

→
３
回
見
直
し
（
20
07

1s
t →

20
09

2n
d →

20
11

3r
d
）

「
In
cl
us
iv
e 
De

sig
n 
St
ra
te
gy
」
「
In
cl
us
iv
e 
De

sig
n 
St
an
da
rd
」

LL
DC

「
In
cl
us
iv
e 
De

sig
n 
St
an
da
rd
」

Df
T

「
Tr
an
sp
or
t f
or
 E
ve
ry
on

e:
an

ac
tio

n 
pl
an

 
to

im
pr
ov
e 
ac
ce
ss
ib
ili
ty
 fo

ra
ll」

GL
A

「
Th
e 
M
ay
or
’s 
Tr
an
sp
or
t S

tr
at
eg
y(
re
vi
sio

n)
」

「
Ta
ki
ng

fo
rw

ar
d 
th
e 
M
ay
or
’s 
Tr
an
sp
or
t S

tr
at
eg
y 

Ac
ce
ss
ib
ili
ty
 Im

pl
em

en
ta
tio

n 
Pl
an

」

・
計
画
：

に
基
づ
き
、

の
作
成

→
   
  へ

・
上

記
と
あ
わ

せ
て
、
GL

A（
大

ロ
ン
ド
ン
市

）
や
Tf
Lで

輸
送
計
画
を
策
定

P‐
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tio
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4
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
計
画

2

1

3

3
1

2
O
DA

交
通
分
担
率
：
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
80

％
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
70

％
が
地
下
鉄
も
し
く
は
DL

Rを
利
用
（
特
に
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
時
は
コ
ー
チ
の
利
用
が
高
い
と
予
想
）

障
害
を
持
っ
た
観
客
数
（
過
去
大
会
か
ら
の
予
測
）

・
9％

が
階

段
利

用
が

困
難

・
1％

が
一

切
階

段
を
利

用
で
き
な
い

・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
観
客
ス
ペ
ー
ス
の
1％

は
車

椅
子

と
そ
の

同
伴

者
用

の
ス
ペ
ー
ス

・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
観
客
ス
ペ
ー
ス
の
1％

は
設

備
が

整
っ
た
座

席

O
ly
m
pi
c 
Pa
rk
で
の
予
測
例

・
競

技
施

設
の

車
椅

子
用

観
客

席
1,
20
0席

（
前

記
1％

の
考
え
方
）

・
来

場
、
退

場
は

競
技

時
間

か
ら
ピ
ー
ク
が
3時

間
続
く
と
仮
定

・
最
寄
り
駅
（
St
ra
tfo

rd
駅

、
St
ra
tfo

rd
 In
te
rn
at
io
na
l駅

(新
設
)）
で
の

車
椅

子
ス
ペ
ー
ス
キ
ャ
パ

シ
テ
ィ
を
予

測

（
各

モ
ー
ド
の

車
椅

子
ス
ペ
ー
ス
の

積
み

上
げ
＋

ブ
ル

ー
バ

ッ
ジ
利

用
者

の
来

場
も
考

慮
）

・
駅

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
1回

運
転

で
2名

利
用

を
想

定
し
滞

留
予

測

→
ピ
ー
ク
時

の
座

席
提

供
可

能
数
1,
20
0人

に
対
し
て
、
公
共
交
通
機
関
の
容
量
は
1,
40
0人

と
需
要
を

上
回

る
サ

ー
ビ
ス
の

提
供

が
可

能
と
判

断
さ
れ

た
。

P‐
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5
交

通
に
関

す
る
需

要
予

測

93



P‐
08

©
Ec
oM

o
Fo
un

da
tio

n

障
害
を
持
っ
た
観
客
数
（
チ
ケ
ッ
ト
販
売
か
ら
の
予
測
）

・
チ
ケ
ッ
ト
販
売
結
果
か
ら
予
測

・
チ
ケ
ッ
ト
購
入
者
を
対
象
に
提
供
し
た
経
路
検
索
シ
ス
テ
ム
（
Sp
ec
ta
to
r J
ou

rn
ey
 P
la
nn

er
)の

検
索
情

報
を
デ
ー
タ
と
し
て
収
集
し
、
1時

間
単
位
の
需
要
予
測
を
実
施

→
提
供
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
遅
か
っ
た
。
1年

前
に
は
高
い
精
度
の
情
報
が
必
要
と
の
意
見
あ
り
。

各
事
業
者
に
よ
る
需
要
予
測

Tf
L

・
上
記
デ
ー
タ
を
元
に
15

分
単
位
の
需
要
予
測
を
実
施

→
既
存
交
通
設
備
容
量
か
ら
対
応
施
策
の
検
討

・
鉄
道
待
機
行
列
の
長
さ
と
時
間
の
検
証
、
EV

容
量
の
検
証
を
実
施

So
ut
he

as
te
rn

・
Ja
ve
lin
の
運
行
計
画
を
作
成

→
観
客
の
10

％
が
利
用
す
る
と
予
測

→
実
際
は
20
%
が
利
用

・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
か
ら
1週

間
後
、
St
,P
an
cr
as
駅
で
カ
ウ
ン
タ
ー
調
査
実
施

→
運
行
本
数
を
増
加

He
at
hr
ow

 E
xp
re
ss

・
空
港
ア
ク
セ
ス
の
高
速
鉄
道
は
あ
ま
り
利
用
さ
れ
て
い
な
い
過
去
大
会
状
況
を
鑑
み
、
特
別
対
応
は

行
っ
て
い
な
い
。

5
交

通
に
関

す
る
需

要
予

測

•
観
客
全
体
の
状
況

Tf
L

・
鉄

道
：
終

電
を
1時

間
延
長
、
深
夜
の
運
行
本
数

も
増
や
し
、
ほ
ぼ
一
日
中
ピ
ー
ク
時
運
行

・
バ

ス
：
20
0台

増
車

・
水
上
バ
ス
：
運
行
本
数
を
増
や
し
、
運
行
時
間
も
延
長

・
そ
の
他
：
事
前
点
検
の
実
施
、
工
事
実
施
×

・
1日

あ
た
り
利
用
者
数
約
11
00

万
ト
リ
ッ
プ
（
地
下
鉄
40
0万

、
バ
ス
65
0万

、
そ
の
他
50

万
）

→
大
会
期
間
中
は
最
大
で
1,
50
0万

ト
リ
ッ
プ
に
増
加
（
累
計
6,
20
0万

ト
リ
ッ
プ
）

（
Lo
nd

on
 O
ve
rg
ro
un

d4
7％

↑
の
60
0万

ト
リ
ッ
プ
、
バ
ス
60

0万
ト
リ
ッ
プ
（
12

/8
/2
）

・
TD

M
の
効
果
で
、
35

％
の
市
民
が
移
動
手
段
を
変
更
。
自
家
用
車
の
利
用
が
16

％
↓

・
東
西
よ
り
も
南
北
方
向
の
流
動
を
優
先
処
理
で
き
る
よ
う
信
号
制
御
を
変
更
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6
開

催
時

の
輸

送
状

況

So
ut
he

as
te
rn

・
Ja
ve
lin
の
増
結

→
キ
ャ
パ

シ
テ
ィ
通

常
の
2倍

確
保

→
輸

送
実

績
は

通
常

時
の
90

％
増

・
誘

導
係

員
の

配
置

→
滞

留
が

生
じ
た
の

は
1回

（
15

分
後

解
消

）
：
St
ra
ｔfo

rd
駅

の
地

下
鉄

の
運

休
が
影
響

・
車

椅
子

使
用

者
か

ら
の

予
約

受
付

：
大

会
期

間
中
60

0件
（
通

常
は
40

0件
）

・
St
ra
ｔfo

rd
In
te
rn
at
io
na
l駅

ホ
ー
ム
の

一
時

か
さ
上

げ
、
可

搬
式

ス
ロ
ー
プ
も
多

く
配

置

・
そ
の

他
：
事

前
点

検
の

実
施

、
工

事
実

施
×

He
at
hr
ow

 E
xp
re
ss

・
利

用
者

数
↓
→
空
港
自
体
の
利
用

↓
、
直
行
バ
ス
の
利
用

・
車
椅
子
使
用
者
の
予
約
は
必
要
な
し
、
1日

あ
た
り
の
利
用
者
数
は
20

名
弱
程
度
で
は
な
い
か
。

車
椅
子
使
用
者
の
状
況

・
車
椅
子
使
用
者
数
は
把
握
さ
れ
て
い
な
い
が
、
Tf
Lが

当
初
の
予
想
し
て
い
た
人
数
よ
り
は
少
な
か
っ
た
。

・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
も
車
椅
子
使
用
者
数
に
大
差
は
な
い
が
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
方
が
団

体
で
移
動
す
る
車
椅
子
使
用
者
数
が
多
い
印
象
。
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6
開

催
時

の
輸

送
状

況

情
報
提
供

情
報
の
一
元
化

交
通
事
業
者
の
連
携

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ス
タ
ッ
フ
の

対
応

事
前
情
報
の
提
供

当
事
者
等
と
の
連
携
(ミ
ス
テ
リ
ー
シ
ョ
ッ
パ

ー
等

）

ブ
ル

ー
バ

ッ
ジ

ロ
ー
ド
プ
ラ
イ
シ
ン
グ

P‐
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7
ソ
フ
ト
面

に
お
け
る
対

応

94



情
報
提
供
に
つ
い
て

案
内

・
サ

イ
ン
の

一
元

化

・
関

係
情

報
を
マ
ゼ
ン
ダ
色

で
統

一
し
、
一

目
で
わ

か
り
や

す
い
案

内
表

示
に

・
ル

ー
ト
や

施
設

、
EV

位
置

の
案
内

・
原

則
と
し
て
英

語
表

示

・
開

催
後

は
、
青

色
に
変

更
し
掲

示
継

続

Th
e 
Lo
nd

on
 G
am

es
 in
 M

ot
io
n P‐
12
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情
報
提
供

ウ
ェ
ブ
に
よ
る
情
報
提
供

Jo
ur
ne

y 
Pl
an
ne

r
・
通

常
時

、
Tf
Lが

提
供

し
て
い
る
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ー
ル

・
ロ
ン
ド
ン
市

内
の
2地

点
を
、
徒

歩
・
自

転
車

・
公

共
交

通
機

関
の

乗
換

検
察

が
可

能

Sp
ec
ta
to
r J
ou

rn
ey
 P
la
nn

er
・
チ
ケ
ッ
ト
購

入
者

の
た
め
に
提

供

・
オ
プ
シ
ョ
ン
設

定
（
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
使

用
、
乗

換
の

少
な
い
ル

ー
ト
等

）
が

で
き
、
会

場
ま
で
ア
ク
セ
ス
で
き
る
ル

ー
ト
を
計

画
す
る
こ
と
が

で
き
た
。

・
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
運
行
状
況
や
地
図
の
提
示
の
他
、
SN

Sも
活

用
。

・
検

索
件

数
は

、
チ
ケ
ッ
ト
購

入
者
90

％
に
あ
た
る
24

9万
件
（
12

年
9月

ま
で
）
、

経
路
情
報
提
示
は
、
22

0万
件

Jo
ur

ne
y 

P
la

nn
er

 
S

pe
ct

at
or

 J
ou

rn
ey

 P
la

nn
er

（
Tf

L資
料

よ
り
）
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水
上
バ
ス
の
情
報
提
供

・
現

在
地

を
情

報
提

供
（
乗

り
場

前
に
数

字
を
掲

示
）

－
シ
ョ
ー
ト
メ
ー
ル

で
コ
ー
ド
入

力
し
、
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
を
メ
ッ
セ
ー
ジ
サ

ー
ビ
ス

で
提
供

－
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
、
現
在
地
を
提
供

P‐
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情
報
の
一
元
化

Jo
ur
ne

y 
pl
an
ne

r
・
オ
プ
シ
ョ
ン
設

定
が

可
能

－
車
椅
子
で
ア
ク
セ
ス
で
き
る
車
両
（
車
両
ま
で
ア
ク
セ
ス
可
能
駅
の
経
路
を
自
動
表
示
）

－
階
段
・
EV

・
ES
C等

が
利
用
で
き
な
い
（
全
て
あ
る
い
は
一
部
を
選
択
可
能
）

－
徒

歩
の

オ
プ
シ
ョ
ン
（
乗

換
歩

行
距

離
を
短

く
、
徒

歩
時

間
や

速
度

に
上

限
設

定
可

能
）

－
段
差
フ
リ
ー
ア
ク
セ
ス
（
整
っ
て
い
な
い
駅
に
つ
い
て
は
警
告
表
示
）

Di
re
ct
 E
nq

ui
rie

s
・
Jo
ur
ne

y 
pl
an
ne

rと
リ
ン
ク

・
ア
ク
セ
ス
状
況
を
写
真
で
事
前
に

確
認
で
き
、
自
分
で
移
動
可
能
か
判
断
可
能
。

ci
ty
m
ap
pe

r
・
Tf
Lで

は
デ
ー
タ
を
オ
ー
プ
ン
ポ
リ
シ
ー
に
基

づ
き

公
開

し
、
第
3者

に
よ
る
ア
プ
リ
等

の
開

発
が

可
能

。

→
携

帯
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
、
公

共
交

通
機

関

だ
け
は
な
く
、
路
線
バ
ス
、
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
も
表
示
。

バ
ス
は
バ
ス
ロ
ケ
と
も
連
携
。

G
LA

資
料
よ
り P‐
15
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交
通
事
業
者
の
連
携

Ｎ
ａ
ｔｉ
ｏ
ｎ
ａ
ｌ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
ｉｎ
ｇ

ｓ
ｙｓ

ｔｅ
ｍ

・
英

国
内

の
鉄

道
時

利
用

の
際

の
介

助
な
ど
の

ア
シ
ス
タ
ン
ト
サ

ー
ビ
ス
の

予
約

シ
ス
テ
ム

・
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開

催
に
合

わ
せ

て
、
一

元
管

理
化

を
進

め
、
関

係
事
業
者
に
配
信
で
き
る
仕
組
み
（
O
DA

が
資

金
提

供
）
。

→
以
前
は
、
事
業
者
間
の
電
話
連
絡
等
で
対
応
。

・
大

会
期

間
中

、
13

,0
00

人
の
障
害
当
事
者
が
予
約
。

・
駅

の
ス
タ
ッ
フ
に
電

話
で
介

助
を
依

頼
し
、
M
ee
tin

g 
Po

in
tか

ら
サ

ポ
ー
ト
を
受

け
る
こ
と

が
可
能
。

M
ee

tin
g 

P
oi

nt

P‐
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ス
タ
ッ
フ
の

対
応

・
約
70

,0
00

人
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
募

集
当

初
の

予
定

数
）

・
案

内
表

示
と
同

じ
マ
ゼ
ン
ダ
色

の
ベ
ス
ト
着

用
し
、

案
内

・
誘

導
。
運

転
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
は

特
定

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
対
応
。

・
募

集
は
20

10
年
か
ら
。
教
育
は
20

11
年
か
ら
。

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
教

育
は

担
当

分
野

に
よ
り
異

な
る
が

、
交

通
分

野
は
3～

6ヶ
月
に
1回

、
土
日
ど
ち
ら
か
1日

研
修
を
実
施
。
会
場
案
内
は
割
り
当
て
人
数
が
最
も
多
く
、
1～

2回
程

度
の
教
育
実
施
。

鉄
道 Tf
L

・
常

時
50

0～
10

00
人
体
制
（
オ
フ
ィ
ス
従
業
員
も
）

・
Li
ft
 A
ss
ist
an
ts
の
配
置
（
EV

の
効

率
的

使
用

の
た
め
）

・
Tf
Lか

ら
給

与
が

支
払

わ
れ

て
お
り
、
オ
レ
ン
ジ
の

ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
着

用

So
ut
he

as
te
rn

・
臨

時
職

員
の

雇
用

（
60

0人
以

上
（
職

員
の

約
20

％
）

・
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高

め
る
工

夫

・
後

日
記

念
冊

子
を
作

成
、
配

布

Th
e 

Lo
nd

on
 G

am
es

 in
 

M
ot

io
n

Th
e 

Lo
nd

on
 

G
am

es
 in

 
M

ot
io

n
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ス
タ
ッ
フ
の

対
応

バ
ス Tf
L

・
通

常
は

「
BI
G 
RE

D 
BO

O
K」

で
教

育

・
ハ

ン
ド
ブ
ッ
ク
「
Bu

s s
ta
ff 
gu
id
e 
to
 th

e 
20

12
 G
am

es
」
を

作
成

、
配

布

・
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高

め
る
と
共

に
、
影

響
を
受

け
る
バ

ス
ル

ー
ト
を
掲

載
。

・
地
方
か
ら
の
応
援
乗
務
員
に
つ
い
て
は
、
大
会
関
係
者
の
輸
送
に
あ
た
っ
た
。

N
at
io
na
l E
xp
re
ss

・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
の
海
外
合
宿
で
8台

の
車
椅
子
が
乗
車
で
き
る

バ
ス
を
提

供
。

（
一

般
車

道
も
通

行
可

能
で
、
選

手
か

ら
好

評
）

タ
ク
シ
ー

・
ド
ラ
イ
バ

ー
の

再
教

育
（
Eq
ua
lit
y 
Ac
t2
01

0に
よ
る
障
害
者
支
援
の

必
要

性
を
再

認
識

）

・
ハ

ン
ド
ブ
ッ
ク
「
M
ak
in
g 
 th

e 
m
os
t o

f t
he

 2
01

2 
 G
am

es
」
を
作

成
、
配

布

・
会

場
周

辺
の

乗
降

ポ
イ
ン
ト
や

乗
降

時
の

留
意

事
項

を
掲

載
。

P‐
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一
般
市
民
向
け
の
啓
発
活
動

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
「
Ge

t A
he

ad
 o
f t
he

 G
am

es
」
の

実
施

（
４
つ
の
R)

ホ
ッ
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

掲
示

・
Jo
ur
ne

y 
Pl
an
ne

rで
駅

を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
、

混
雑

す
る
時

間
帯

表
示

・
道

路
も
同

様
に
混

雑
部

分
を
赤

で
表

示
し
、

日
ご
と
、
競
技
ご
と
に
更
新
。

Re
du

ce
不
要
な
移
動
は
行
わ
な
い
、
自
家
用
車
の
利
用
は
避
け
る

Re
ro
ut
e

目
的
地
ま
で
別
の
経
路
で
移
動
す
る

Re
tim

e
時
間
帯
を
変
え
て
移
動
す
る

Re
m
od

e
違
う
モ
ー
ド
を
使
う
（
混
ん
で

い
る
な
ら
違
う
モ
ー
ド
を
）

Th
e 

Lo
nd

on
 G

am
es

 in
 

M
ot

io
n

P‐
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一
般
市
民
向
け
の
啓
発
活
動

TD
M
(交

通
需

要
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）

・
2,
97

9の
企
業
が
TD

M
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参

加
し
、
48

1の
企

業
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参

加
。

→
61

1,
00

0人
の
従
業
員
が
参
加
し
て
い
る
。

・
ロ
ン
ド
ン
市

民
向

け
の

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ツ
イ
ッ
タ
ー
の

フ
ォ
ロ
ワ
ー
は
62

,5
94

人
で
、
43

0万
人

が
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
を
閲

覧
。

・
Tf
Lの

Jo
ur
ne

y 
Pl
an
ne

rの
検
索
回
数
（
20

12
年
5～

8月
）
は
6,
29

0万
件
、

Sp
ec
ta
to
r J
ou

rn
ey
 P
la
nn

er
の
情
報
提
供
は
22

0万
件
。

メ
ー
ル
で
の
移
動
ア
ド
バ
イ
ス
件
数
は
1億

70
0万

件
。

→
通
常
時
よ
り
も
公
共
交
通

機
関
の
利
用
者
が
減
少
し
た

区
間
や
時
間
が
あ
っ
た
ほ
か
、

商
店
か
ら
は
お
客
が
減
っ
た

と
い
う
意

見
が

あ
っ
た
と

い
わ

れ
て
い
る
。

Th
e 

Lo
nd

on
 G

am
es

 in
 M

ot
io

n
P‐
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事
前
情
報
の
提
供

Jo
rn
ey
 P
la
nn

er
(前

出
）

地
図

Tf
L

・
様

々
な
路

線
図

等
を
提

供

－
ス
テ
ッ
プ
フ
リ
ー
状
況
を
記
載

－
カ
ラ
ー
の
拡
大
文
字

－
白

黒
の

拡
大

文
字

－
地
下
鉄
の
ト
イ
レ
地
図

－
階
段
を
回
避
し
た
地
下
鉄
の
ガ
イ
ド

－
ロ
ン
ド
ン
交
通
局
（
Tf
L）
所
管
の
交
通
手
段
を
全
て
示
し
た
ガ
イ
ド

So
ut
he

as
te
rn

・
ス
テ
ッ
プ
フ
リ
ー
状

況
を
記

号
と
色

で

分
け
て
表
示
、
乗
換
の
移
動
距
離
も

表
示

P‐
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当
事
者
等
と
の
連
携
(ミ
ス
テ
リ
ー
シ
ョ
ッ
パ

ー
等

）

Tf
L

・
当

事
者

自
ら
が

ミ
ス
テ
リ
ー
ト
ラ
ベ
ラ
ー
と
し
て
、
情

報
提

供
や

ス
タ
ッ
フ
の

対
応

、
バ

リ
ア
フ

リ
ー
化
の
状
況
に
つ
い
て
行
っ
て
い
る
。

So
ut
he

as
te
rn

・
当

事
者

自
身

を
ミ
ス
テ
リ
ー
シ
ョ
ッ
パ

ー
（
覆

面
調

査
）
と
し
て
活

用
。
サ

ー
ビ
ス
の

質
を

チ
ェ
ッ
ク
し
て
も
ら
い
、
実

地
体

験
に
基

づ
い
た
結

果
を
フ
ィ
ー
ド
バ

ッ
ク
す
る
た
め
。

ブ
ル

ー
バ

ッ
ジ

・
自
動
車
を
利
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
移
動
困
難
者
。

・
駐
車
規
制
箇
所
で
も
安
全
上
問
題
が
無
い
箇
所
は
駐
車
可
能
。

・
路

上
の

パ
ー
キ
ン
グ
も
無

料
で
駐

車
可

能
。

ロ
ー
ド
プ
ラ
イ
シ
ン
グ

・
ロ
ン
ド
ン
市

内
中

心
部

、
月

曜
～

金
曜
7:
00

～
18

:0
0に

車
両
進
入
を
制
限
。

・
一
般
車
両
に
税
金
(C
on

ge
st
io
n 
Ch

ar
ge
)1
1.
5￡

/日
が
付
加
。

・
区

域
内

住
民

は
90

％
減

税
、
ま
た
9席

以
上

座
席

の
あ
る
バ

ス
車

両
、

プ
ル

ー
バ

ッ
ジ
掲

載
車

両
は
10

0％
減
税
。
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8
ハ

ー
ド
面

に
お
け
る
対

応

【
鉄

道
】

駅
の
新
設
、
大
規
模
改
良
、
車
両
の
増
備

S
ou

th
ea

st
er

n、
並
び
に

Tf
L資

料

大
規

模
改

良
ス
ト
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ド
駅

新
設

ス
ト
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ド
国

際
駅
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【
鉄

道
】

St
ra
tfo

rd
 In
te
rn
at
io
na
l（
新
設
）
の
DL

Rと
So
ut
he

as
te
rn
 H
ig
h 
Sp
ee
d 
Ra

il
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対
象
 

主
な
整
備
内
容
 

地
下
鉄
 

G
r
e
e
n
 
P
a
r
k

駅
・

K
i
n
g
s
 
C
r
o
s
s
 
S
t
.
 
P
a
n
c
r
a
s

駅
・

S
o
u
t
h
f
i
e
l
d
駅

・
B
l
a
c
k
f
r
i
a
r
s
 
駅
 

ス
テ
ッ
プ
フ
リ
ー
ア
ク
セ
ス
整
備
 

S
t
r
a
t
f
o
r
d
駅
 

ス
テ
ッ
プ
フ
リ
ー
ア
ク
セ
ス
整
備
・
エ

レ

ベ
ー
タ
ー
の
設
置
等
 

E
a
r
l
s
 
C
o
u
r
t
駅

・
K
i
n
g
s
 
C
r
o
s
s
駅

・
G
r
e
e
n
 
P
a
r
k
駅

・

P
i
m
l
i
c
o
駅
を

除
く

V
i
c
t
o
r
i
a
線

の
駅

 
ホ
ー
ム
ハ
ン
プ
の
設
置
 

W
e
s
t
m
i
n
s
t
e
r
等
の

1
6
駅
 

乗
降
用
ス
ロ
ー
プ
の
設
置
 

V
i
c
t
o
r
i
a
線
・
J
u
b
i
l
e
e
線
 

キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
を
増
加
 

C
e
n
t
r
a
l
線
 

運
行
頻
度
を
増
加
 

P
i
c
c
a
d
i
l
l
y
線

 
H
e
a
t
h
r
o
w
 
T
e
r
m
i
n
a
l
5
へ

の
延

伸
 

D
L
R
 

T
h
r
e
e
-
c
a
r
 
p
r
o
j
e
c
t
（
B
a
n
k
駅
・

W
o
o
l
w
i
c
h
 
 

A
r
s
e
n
a
l
駅
・

S
t
r
a
t
f
o
r
d
駅

ま
で

と
C
u
s
t
o
m
 
H
o
u
s
e
駅

-
B
e
c
k
t
o
n
 
e
a
s
t
駅
の

間
）

 

新
た
な
ユ
ニ
ッ
ト
の
車
両
の
導
入
・
キ

ャ

パ
シ
テ
ィ
を
増
加
 

G
r
e
e
n
w
i
c
h
駅
・

P
r
i
n
c
e
 
R
e
g
e
n
t
駅

・
T
o
w
e
r
 
G
a
t
e
w
a
y

駅
・

C
u
s
t
o
m
 
H
o
u
s
e
駅
 

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
、
も
し
く
は
改
良
 

S
t
r
a
t
f
o
r
d
駅
 

ス
テ
ッ
プ
フ
リ
ー
ア
ク
セ
ス
整
備
・
エ

レ

ベ
ー
タ
ー
の
設
置
・
新
た
な
改
札
設
置
等
 

S
t
r
a
t
f
o
r
d
 
I
n
t
e
r
n
a
t
i
o
n
a
l
駅
 

延
伸

 

L
o
n
d
o
n
 
C
i
t
y
 
A
i
r
p
o
r
t
駅

 
延
伸

 

N
o
r
t
h
 
L
o
n
d
o
n
線
 

運
行

頻
度
を

増
加

 

E
a
s
t
 
L
o
n
d
o
n
線
 

キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
を
増
加
 

L
o
n
d
o
n
 

O
v
e
r
g
r
o
u
n
d
 

S
l
o
u
g
h
 
駅

 
ス
テ
ッ
プ
フ
リ
ー
ア
ク
セ
ス
整
備
・
エ

レ

ベ
ー
タ
ー
の
設
置
 

W
e
y
m
o
u
t
h
駅
 

ス
テ
ッ
プ
フ
リ
ー
ア
ク
セ
ス
整
備
 

C
a
m
d
e
n
 
R
o
a
d
駅

・
G
o
s
p
e
l
 
O
a
k
駅

・
H
a
c
k
n
e
y
 
C
e
n
t
r
a
l

駅
・

W
e
m
b
l
e
y
 
C
e
n
t
r
a
l
駅

 
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
 

N
e
t
w
o
r
k
 R
a
i
l
 
W
i
n
d
s
o
r
 
&
 
E
a
t
o
n
 
R
i
v
e
r
s
i
d
e

駅
・

W
e
y
m
o
u
t
h
 
a
n
d
 

B
l
a
c
k
h
e
a
t
h
駅

 
多
機
能
ト
イ
レ
の
設
置
等
 

T
r
a
n
s
p
o
r
t
 
P
l
a
n
 
f
o
r
 
t
h
e
 
L
o
n
d
o
n
 
2
0
1
2
 
O
l
y
m
p
i
c
 
a
n
d
 
P
a
r
a
l
y
m
p
i
c
 
G
a
m
e
s
 
S
e
c
o
n
d
 
e
d
i
t
i
o
n
（

O
D
A
）

 

D
e
l
i
v
e
r
i
n
g
 
t
r
a
n
s
p
o
r
t
 
f
o
r
 
t
h
e
 
2
0
1
2
 
O
l
y
m
p
i
c
 
G
a
m
e
s
（

O
D
A
）

・
英

国
運

輸
省

（
D
f
T
）

ヒ
ア
リ
ン
グ
回
答
よ
り
作
成
 

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向

け
て
行

わ
れ

た
主

な
鉄

道
の

整
備

・
改

修

【
鉄

道
】

地
下

鉄
の

段
差

解
消

（
約
1/
4の

駅
）

O
Pを

期
に
こ
れ

ま
で
実

施
し
て
い
な
か

っ
た

M
BR

を
実

践
。
今

後
も
段

差
の

あ
る
駅

に

拡
大

予
定

。
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ベ
ル
ア
ク
セ
ス

部
分
か
さ
上
げ

【
鉄

道
】

情
報

、
旅

客
支

援
設

備
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ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
レ
イ
ル

に
よ
る
モ
ビ
リ
テ
ィ
バ

ギ
ー

ア
シ
ス
タ
ン
ス
の

た
め
の

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト

各
事

業
者

共
通

の
ヘ
ル

プ
ポ
イ
ン
ト

多
言

語
券

売
機

有
人

窓
口

の
磁

気
ル

ー
プ
設

置
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【
鉄

道
】

車
両
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オ
ー
バ

ー
グ
ラ
ウ
ン
ド

の
段

差

安
価

で
対

応
で
き
る
ハ

リ
ン
ト
ン
ハ

ン
プ

オ
ー
バ

ー
グ
ラ
ウ
ン
ド

の
車

内

地
下

鉄
の

車
内

車
い
す
ス
ペ
ー
ス
、
車

両
間

誤
認

防
止

対
策

【
鉄

道
】

空
港

ア
ク
セ
ス
（
ヒ
ー
ス
ロ
ー
エ
ク
ス
プ
レ
ス
）

ヒ
ー
ス
ロ
ー
空
港
と
都
心
の
パ
デ
ィ
ン
ト
ン
を
結
ぶ
高
速
列
車

段
差

解
消

、
車

内
W
iF
i、
脱
出
用
車
い
す
、
情
報
コ
ー
ナ
ー
、
大
型
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
な
ど

P‐
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ホ
ー
ム
縁

端
に
上

り
勾

配
を
つ

け
て
い
る

【
鉄

道
】

基
準

等

DD
A(
19
95
)/
Eq
ua
lit
y
Ac
t(
20
10
)

鉄
道

で
は

：
規

制
対

象
と
な
る
鉄

道
車

両
に
安

全
か

つ
不

合
理

な
困

難
な
く
乗

降
す
る
こ
と
、
安

全
か

つ
合

理
的

な
快

適
さ
で
移

動
す
る
こ
と
（
車

い
す
に
つ
い
て
も
同

様
に
）

RV
AR

：
Th
e 
Ra

il 
Ve
hi
cl
e 
Ac
ce
ss
ib
ili
ty
 R
eg
ul
at
io
ns

(車
両
の
基
準
）

（
19
98

、
20
08

、
20

10
）

プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
の

乗
降

口
付

近
で
は

：

ド
ア
幅

は
85

0m
m
以

上
、
ホ
ー
ム
と
の

段
差

は
50

m
m
以

下
、
隙

間
は
75

m
m
以

下
等

PR
M

TS
I：
EU

内
を
運

行
す
る
列

車
に
関

す
る
規

定
（
RV

AR
と
共

通
の

内
容

も
多

い
）

駅
：
Ac
ce
ss
ibl
e D

es
ign

 fo
r D
isa
ble

d P
eo
ple

:A
 Co

de
 of
 Pr
ac
tic
e(
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
)

BS
83

00
サ

イ
ン
、
音

声
案

内
、
EV

、
ト
イ
レ
な
ど
の

基
準

⇒
Ac
ce
ss
fo
r A

ll 
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
支

援
制

度
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【
鉄

道
】

基
準

等

車
両
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車
椅
子
ス
ペ
ー
ス
数
 

PR
M 
TS

I 
（

車
両
延

長
に
よ

り
規
定

）
 

RV
AR
 

（
車

両
数

に
よ
り

規
定
）

 

2
席
 

 
 
  

 
～
20
5m
 

2～
7
車
両
 

3
席
 

20
5m
～
30
0m
 

8～
11

車
両
 

4
席
 

 
 
 3
00
m～

 
12

車
両
以
上
 

出
典

：
PR
M 

TS
I（

P1
13

）
、

RV
AR

（
19
98
）
（

P7
6）

 

サ
イ
ズ
や
ド
ア
幅
以
外
に
も
床
と
便
座
、

ふ
た
の
色
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
、
触
っ
て
確

か
め
る
ひ
と
も
判
別
し
や
す
い
工
夫
を

す
る
こ
と
な
ど
が
示
さ
れ
て
い
る
。
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【
鉄

道
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基
準

等

例
え
ば

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
つ
い
て
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は

・
で
き
る
限
り
階
段
近
く
に
設
置
す
る

・
最

小
内

部
寸

法
と
し
て
奥

行
き
15

00
m
m
・
幅
16

00
m
m
（
車

椅
子

が
内

部
で
旋

回
で
き
る
こ
と
が

望
ま
し
い
）

・
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
出
入
り
口
の
外
側
は
15
00
m
m
×
15

00
m
m
以

上
の

空
間

の
確

保
が

必
要

・
ド
ア
の

開
閉

を
音

声
で
案

内
す
る
こ
と

・
緊

急
時

へ
の

対
応

と
し
て
、
緊

急
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
シ
ス
テ
ム
に
磁

気
ル

ー
プ
が

対
応

し
て
い
る
こ
と

・
警

報
が

作
動

し
て
い
る
こ
と
を
黄

色
の

ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
で
表

示
す
る
こ
と

・
緊

急
通

報
が

登
録

さ
れ

た
こ
と
を
緑

の
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
で
表

示
す
る
こ
と

等

P‐
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【
バ
ス
、
コ
ー
チ
】

2階
建
て
ロ
ン
ド
ン
バ
ス
は
1階

部
の
低
床
化
を

20
03

年
ま
で
に
終
え
、
最
新
型
の
ニ
ュ
ー

ル
ー
ト
マ
ス
タ
ー
は
3扉

、
2階

段
仕
様
で
、
次
停
留
所

案
内

の
文

字
表

示
も
実

施
。
ス
ロ
ー
プ
は

ボ
タ
ン
操

作
で

自
動

展
開

さ
れ

る
。

P‐
33

©
Ec
oM

o
Fo
un

da
tio

n

ロ
ン
ド
ン
交

通
局

資
料

よ
り

ロ
ン

ド
ン

交
通

局
資

料

【
バ
ス
、
コ
ー
チ
】

都
市
間
、
空
港
連
絡
バ
ス
な
ど
に
使
用
さ
れ
る
コ
ー
チ
車
両

国
内
大
手
の
1社

ナ
シ
ョ
ナ
ル
エ
ク
ス
プ
レ
ス
社
で
は
20
12

年
ま
で
に
所

有
車
両
55

0台
全
て
の
リ
フ
ト
化
を
完
了
し
た
。
リ
フ
ト
は
前
扉
に
装
備
さ

れ
、
左

側
前

席
が

車
い
す
ス
ペ
ー
ス
と
な
る
。

P‐
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ナ
シ
ョ
ナ
ル
エ
ク
ス
プ
レ
ス
社
資
料
よ
り

リ
フ
ト
対
応
の
停
留
所
が

50
%
程
度
と
い
う
課
題
も
あ
る

【
バ
ス
、
コ
ー
チ
】

＜
バ
ス
種
別
ご
と
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
適
応
義
務
年
＞

•
シ
ン
グ
ル
デ
ッ
キ
で
あ
り
、
7.
5ト

ン
以
下
の
も
の
：
20
15

年
1月

1日
ま
で

•
シ
ン
グ
ル
デ
ッ
キ
で
あ
り
、
7.
5ト

ン
を
超
え
る
も
の
：
20

16
年
1月

1日
ま
で

•
ダ
ブ
ル
デ
ッ
キ
の
も
の
：2
01
7年

1月
1日

ま
で

PS
VA

R2
00

0（
Th
e 
Pu

bl
ic
 S
er
vi
ce
 V
eh

ic
le
s A

cc
es
sib

ili
ty
 R
eg
ul
at
io
ns
）
に
よ
る
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名
称
 

定
義

 

バ
ス
 

都
市

内
の

路
線

バ
ス
 

23
人

乗
り

以
上

で
、
座

席
に
加

え
、

立
ち
席
が

あ
る
も

の
 

コ
ー
チ
 

中
長

距
離

バ
ス

、
高
速
バ

ス
、
 

空
港

ア
ク

セ
ス

バ
ス
 

23
人

乗
り

以
上

で
、
立

ち
席
が

な
い

も
の
 

ミ
ニ
バ
ス
 

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

・
ト

ラ
ン

ス
ポ

ー
ト

な
ど
 

22
人
乗
り

以
下
の

バ
ス

 

不
定
期
運

行
の
観

光
バ
ス
 

貸
切

バ
ス

な
ど

 
定

期
運
行

で
な
い

バ
ス
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【
タ
ク
シ
ー
】

ロ
ン
ド
ン
市

内
で
営

業
す
る
い
わ

ゆ
る
ロ
ン
ド
ン
タ
ク
シ
ー
は
20

01
年

ま
で

に
全

て
車

い
す
対

応
、
磁

気
ル

ー
プ
も
設

置
さ
れ

て
い
る
。

•
認

可
さ
れ

て
い
る
車

両
は

現
在
3車

種
（
約
23
,0
00

台
）

•
た
だ
し
約
53
,0
00

台
あ
る
PH

V(
Pr
iv
at
e 
Hi
re
 V
eh

ic
le
)は

対
象
外
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ロ
ン
ド
ン
交

通
局

資
料

よ
り

【
Sp
ec
ia
l T
ra
ns
po

rt
 S
er
vi
ce
(S
TS
)】

：
障
害
者
、
高
齢
者
等
向
け
の
個
別
の
移
動
手
段

（
１
）
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
ト

非
営
利
組
織
、
自
治
体
等
に
よ
り
運
営
さ
れ
る
地
域
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
交

通
手
段
で
英
国
独
自
の
仕
組
み
。
多
く
は
ア
ク
セ
シ
ブ
ル
な
ミ
ニ
バ
ス
や
バ
ン
を

使
用
し
て
お
り
、
大
会
の
シ
ャ
ト
ル
サ
ー
ビ
ス
運
行
も
こ
の
車
両
と
ド
ラ
イ
バ
ー
を

活
用
す
る
こ
と
で
期
間
中
10

万
人
の
輸
送
が
可
能
と
な
っ
た
。

（
２
）
ダ
イ
ア
ル
・
ア
・
ラ
イ
ド

障
害
な
ど
に
よ
り
地
下
鉄
な
ど
既
存
の
公
共
交
通
機
関
を
利
用
で
き
な
い
人

に
提
供
さ
れ
る
ド
ア
・
ツ
ー
・
ド
ア
の
送
迎
サ
ー
ビ
ス
（
利
用
に
は
資
格
認
定
が
必

要
）

（
３
）
ア
ン
ビ
ュ
ラ
ン
ス
サ

ー
ビ
ス

非
緊
急
時
（
通
院
な
ど
）
の
救
急
車
に
よ
る
送
迎
（
医
師
の
判
断
に
よ
り
移
動

困
難
者
に
利
用
を
認
め
る
も
の
）
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O
D

A
資

料
よ
り

【
水

上
バ

ス
】

テ
ム
ズ
川
を
運
行
す
る
旅
客
船
で
主
要
な
観
光
地
を
経
由
し
て
い
る
（
一

部
で
通

勤
利

用
も
あ
る
）
。
Tf
Lで

は
5路

線
、
29

か
所
の
船
着
き
場
を
運

行
。
す
べ
て
の
桟
橋
と
ほ
と
ん
ど
の
船
が
段
差
解
消
さ
れ
て
い
る
。
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ロ
ン
ド
ン
交

通
局

資
料

よ
り

【
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
】

Em
ira

te
s A

ir 
Li
ne

（
エ
ミ
レ
ー
ツ
航

空
に
よ
る
整

備
）

DL
R

Ro
ya
l V

ic
to
ria

駅
と
O
2最

寄
り
駅
で
あ
る
N
or
th
 G
re
en

w
ic
h駅

間
を
結
ぶ
全

長
1.
1k
m
の
路
線

駅
施

設
、
キ
ャ
ビ
ン
乗

降
口

は
す
べ

て
段

差
解

消
さ
れ

て
い
る
。

P‐
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【
自

転
車

】

レ
ン
タ
サ

イ
ク
ル

の
運

営

71
6ス

テ
ー
シ
ョ
ン
、
約
9,
00

0台
の
貸
自
転
車

(2
01
4.
2)

自
転

車
レ
ー
ン
の

整
備

20
03

年
か

ら
ロ
ン
ド
ン
サ

イ
ク
ル

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

整
備

着
手

幅

1.
5m

以
上
の
バ
ー
ク
レ
ー
ス
ー
パ
ー
サ
イ
ク
ル
ハ
イ
ウ
ェ
イ
の
整
備

計
画
90
0k
m
の
う
ち
約
70
0k
m
整
備
済
み

(2
01

0)
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ロ
ン
ド
ン
交

通
局

資
料

よ
り
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9
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
レ
ガ
シ
ー

【
大

会
を
通

じ
て
得

ら
れ

た
レ
ガ
シ
ー
】
（
Tf
L）

・
鉄

道
に
お
け
る
段

差
解

消
整

備
の

促
進

・
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
と
車

両
の

段
差

を
解

消
す
る

ス
ロ
ー
プ
板

の
導

入

・
ジ
ャ
ー
ニ
ー
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
改
善
が
行
わ
れ
た
こ
と

・
大
会
後
も
ア
ク
セ
シ
ブ
ル
な
交
通
手
段
と
し
て
注
目
度
が
高
ま
っ
た
こ
と

・
ス
タ
ッ
フ
の
意
識
が
変
化
し
た
こ
と

・
障
害
者
へ
の
接
遇
対
応
が
付
加
的
な
も
の
で
は
な
く
基
本
業
務
の
一

環
と
し
て
定
着
し
た
こ
と

・
公
共
交
通
事
業
者
間
で
の
連
携
の
風
土
が
で
き
た
こ
と

⇒
さ
ら
に
、
大
会
直
後
の
利
用
者
満
足
度
調
査
で
は
Tf
Lに

対
し
て
満
足
し
て
い
る
と
回
答
し
た
人

の
割
合
が
大
会
前
と
比
し
て
10

ポ
イ
ン
ト
増
加
し
、
現
在
に
お
い
て
も
そ
の
水
準
が
維
持
さ
れ

て
い
る
と
の
こ
と
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9
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
レ
ガ
シ
ー

【
O
ly
m
pi
c

Pa
rk
及

び
周

辺
】

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
や
公
園
、
住
宅
の
整
備

競
技
場
サ
イ
ト
の
公
園
整
備

欧
州
最
大
規
模
と
言
わ
れ
る
ウ
ェ
ス
ト
フ
ィ
ー
ル
ド

Q
ue

en
 E

liz
ab

et
h 

O
ly

m
pi

c 
P

ar
k 
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
よ
り
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9
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
レ
ガ
シ
ー

【
ロ
ン
ド
ン
市

内
】

観
光
資
源
へ
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
応

例
）
タ
ワ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
へ

の
EV

設
置

テ
ム
ズ
川

沿
い
遊

歩
道

の
段

差
解

消
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
観

光
地

等
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
情

報
提
供
（
In
cl
us
iv
e 
Lo
nd

on
/D
ire

ct
 E
nq

ui
rie

s)

Th
e 

Th
am

es
 P

at
h 

N
at

io
na

l T
ra

il 
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
よ
り

ht
tp

://
w

w
w

.in
cl

us
iv

el
on

do
n.

co
m

/d
ef

au
ltI

L.
as

px
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10
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ

の
課

題

【
パ

ラ
リ
ン
ピ
ア
ン
等

へ
の

ヒ
ア
リ
ン
グ
か

ら
】

○
東
京
は
設
備
の
面
で
は
一
通
り
そ
ろ
っ
て
い
る
が
EV

の
位
置
や
動
線
、

ホ
ー
ム
と
車
両
の
段
差
、
バ
ス
で
は
乗
務
員
の
手
伝
い
が
必
要
、
タ

ク
シ
ー
の
利
用
が
難
し
い
な
ど
の
課
題
が
あ
る

⇒
一
度
に
多
く
の
人
が
利
用
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
て
い
な
い
（
例
え
ば

車
い
す
使

用
者

の
利

用
）

⇒
混
雑
時
間
帯
と
イ
ベ
ン
ト
が
重
な
っ
た
場
合
の
心
配

○
案
内
表
示
の
わ
か
り
や
す
さ
、
乗
り
換
え
案
内
、
運
行
情
報
提
供
な
ど

が
充

実
し
て
い
る

○
会
場
の
つ
く
り
方
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
対
応
は
大
き
く
印
象
を
左
右
す
る

○
障
害
者
理
解
促
進
の
契
機
と
し
て
い
く
べ
き
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10
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ

の
課

題

•
【
鉄

道
】
充

実
し
た
既

存
設

備
を
活

か
し
つ
つ
、
不

足
す
る

部
分

の
補

完
、
代

替
手

段
の

検
討

が
必

要
[事

業
者
間
の
連
携
、
案
内
サ
イ
ン
、
人
的
対
応
、
情
報
発
信
拡
充
、
予
約
シ

ス
テ
ム
使

い
や

す
さ
、
一

度
の

ま
と
ま
っ
た
人

数
で
の

利
用

へ
の

対
応

等
]

•
【
バ

ス
、
タ
ク
シ
ー
】
車

両
面

の
改

善
余

地
が

大
き
く
代

替
手

段
の

役
割

を
担

え
る
か

が
課

題
[都

市
間
バ
ス
、
空
港
ア
ク
セ
ス
バ
ス
、
貸
切
等
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
、
一
般
路

線
バ

ス
の

使
い
や

す
さ
（
乗

降
、
情

報
）
、
U
Dタ

ク
シ
ー
車
両
の
不
足
、
選
手

送
迎

・
シ
ャ
ト
ル

の
対

応
]

•
【
重

要
予

測
】
早

め
に
正

確
な
予

測
を
出

す
、
積

極
的

な
TD

M
施

策
の

展
開

を
考

え
る

[多
様

な
予

測
パ

タ
ー
ン
検

証
と
対

策
変

更
の

柔
軟

性
等
]

【
公

共
交

通
機

関
で
は

】
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10
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ

の
課

題

•
公

共
交

通
機

関
及

び
そ
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
経

路
等

の
情

報
に
つ
い
て
一

元
化

さ
れ

た
情

報
提

供
ツ
ー
ル

の
整

備
拡

大
が

望
ま
れ

る
[モ

ー
ド
/事

業
者
横
断
的
、
身
体
状
況
に
応
じ
た
経
路
検
索
、
運
行
情
報
や

施
設
周
辺
情
報
と
の
リ
ン
ク
、
多
言
語
、
利
用
料
が
な
い
]

•
公

共
交

通
機

関
従

事
者

、
市

民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等

へ
の

充
実

し
た
研

修
、
教

育
機

会
の

提
供

[大
会

に
関

わ
る
こ
と
の

意
義

を
理

解
し
て
も
ら
い
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高

め
る
、

応
募

者
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

継
続

、
非

日
常
⇔

日
常

の
意

識
の

変
化
も
視
野
に
入
れ
て
取
り
組
む
]
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•
ご
静
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

当
財

団
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
報

告
書

(P
D
F
版

)を
公

開
し
て
お
り
ま
す
の

で
、

ご
参

考
く
だ
さ
い
。

「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開

催
に
向

け
た
移

動
と
交

通
に
関

す
る
基

礎
調

査
報

告
書

」

h
tt
p:
/
/
w
w
w
.e
c
o
m
o
.o
r.
jp
/
ba
rr
ie
rf
re
e
/
re
po

rt
/
re
po

rt
.h
tm

l

お
問

い
合

わ
せ

は
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
推

進
部

澤
田

、
竹

島
ま
で

T
E
L
：
0
3
-
3
2
2
1
-
6
6
7
3

F
A
X
：
0
3
-
3
2
2
1
-
6
6
7
4

E
-
m
ai
l：
d-
sa
w
ad
a@

e
c
o
m
o
.o
r.
jp
、
k-
h
o
n
da
@
e
c
o
m
o
.o
r.
jp
（
竹

島
）
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これまでも、東京メトログループでは「安心＝安全＋サービス」との考えのもと、各種

施策を進めてまいりました。

本プロジェクトは、2020年オリンピック・パラリンピックの開催地が東京に決定したこ

とを受け、オリンピック・パラリンピック開催都市の重要な交通インフラとして、安全性

やサービス水準をこれまで以上に向上させることはもちろん、より楽しくご利用いただく

ことを目指し、「東京の魅力」と「東京メトロの魅力（安心）」の発信をテーマに策定し

たものです。

「東京メトロ“魅力発信”プロジェクト」とは

・「東京の案内役」として、沿線地域の皆様とも連携・協調しながら、東京メトロ

駅周辺エリアの魅力を発信し、日本はもとより海外からのお客様にも、東京を存分

に楽しんでいただくことを目指してまいります。

・「東京圏の交通ネットワークの中核」として、他の交通事業者とも連携しながら、

地域の玄関でもある駅をはじめとする東京メトロの諸施設をお客様が安心してご利

用いただけるよう、安全性やサービスの水準をより一層向上させ、東京圏の重要な

交通インフラとしての役割を果たしてまいります。

・本プロジェクトを着実に実行するため、東京メトログループ内の体制づくりを万

全にするとともに、国や東京都、沿線地域の皆様、他の交通事業者などの関係者と

も連携・協調してまいります。

・具体的な施策や実施時期については、今後策定する中期経営計画や事業計画に反

映してまいります。

沿線地域との連携、東京を楽しく

地下鉄をわかりやすく快適に

世界トップレベルの安心でお出迎え

プロジェクトの３つのキーワードと目指す方向性

キ
ー
ワ
ー
ド
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～駅は地域の玄関口～

○それぞれの地域の特色を活かした駅改装・改良

ー銀座線各駅など、駅ごとのコンセプトに沿った改装・改良の実施

 駅に降りた時からまちの雰囲気を感じ、楽しく・快適にご利用いただけます。

～東京の魅力の発信基地～

○沿線地域と協働した観光資源の発掘、発信

○さまざまな媒体を通じた、駅周辺のエリア・

歴史/文化・観光情報等の提供

○東京の魅力が詰まった主要エリアマップの作成

 地域と連携して沿線情報を発信し、

より一層東京の魅力を感じていただけます。

～駅周辺とメトロが一体化～

○駅周辺エリアと東京メトロが一体となった共同

イベントの開催や企画の盛り上げ

ー各地域主催イベントへの共同参画

ー駅周辺の文化施設等と連携したイベントの実施

 地下鉄を使った東京のおでかけをより楽しんで

いただけます。

沿線地域との連携、東京を楽しく

［イメージ］

［イメージ］
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～欲しいときに、欲しい情報を～

○訪日旅行者向け無料Wi-Fiの、より使いやすい環境の整備

○先端技術の活用による位置情報、ナビゲーションサービス・

エンターテイメントコンテンツの提供

○運行情報データなどのオープン化によるアプリ開発の促進

○駅構内サインシステムの改良・駅係員によるご案内の強化、

連続性のあるご案内

 お出かけの際も、必要な情報が必要なときに

得られるようになります。

～多言語情報の充実化～

○東京の観光情報やメトロのご利用方法を、WEBサイト等を通じて多言語で提供

○災害情報や運行状況も、ディスプレイや音声により多言語で発信

 ご旅行前の情報収集や来日後の情報取得もわかりやすくご利用いただけます。

～車内も楽しく快適に～

○車内ディスプレイの銀座線・日比谷線等への３画面化

導入や天気予報やニュースなどの情報配信

 車内を楽しく・快適にお過ごしいただけます。

［イメージ］

［イメージ］

地下鉄をわかりやすく快適に

［イメージ］
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～ホームドア整備加速～

○銀座線全駅への設置（大規模改良工事駅を除く）

○競技会場の最寄駅等、主要駅へのホームドア先行設

置を推進（新型ホームドアの設置も含め検討）

 全ての路線へのホームドア整備を加速化し、

ホーム上をさらに安全にご利用いただきます。

～震災・大規模浸水対策～

○震災・大規模浸水対策の強化、

早期運転再開に向けた対策の推進

 安心して駅をご利用いただくとともに

首都東京の都市機能の保持につなげていきます。

～バリアフリー設備整備の推進～

○全駅へのエレベーター１ルート整備完了

○エレベーター複数ルートを、乗換ルート等へ整備

 シームレスに・ストレスなくご移動いただける環境を整えます。

世界トップレベルの安心でお出迎え

［イメージ］

［イメージ］

［イメージ］
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08
年
１
１
月
）

–
市
長
の
交
通
戦
略
：
２
０
０
１
年
７
月
）

–
オ
リ
パ
ラ
以
前
か
ら
以
後

–
残
さ
れ
た
交
通
遺
産
（
オ
リ
パ
ラ
交
通
遺
産
行
動
計
画

（
２
０
１
２
年
１
２
月
）

•
Ｔ
ｆＬ –
市
長
交
通
戦
略
に
お
け
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
実
施
計
画

（
２
０
１
１
年
６
月
）

英
国
運
輸
省
（
Ｄ
ｆＴ
）

•
す
べ

て
の

人
の

交
通

：
す
べ

て
の

人
の

バ
リ
ア
フ

リ
ー
改

善
実

施
計

画

１
．
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
パ

ー
ク
の

位
置

ロ
ン

ド
ン

中
心

部

パ
ー

ク

ク
イ

ー
ン

ズ
・

エ
リ

ザ
ベ

ス
・

オ
リ

ン
ピ

ッ
ク

パ
ー

ク

テ
ー

ム
ズ

川
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２
．
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

準
備

•
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
施

設
整

備
庁

（
O
DA

：
O
ly
m
pi
c 

De
liv
er
y 
Au

th
or
ity

）

–
五

輪
決

定
か

ら
開

催
ま
で
の

間
、
整

備
を
担

当
し
た
。

–
O
DA

 は
、
20

06
 年

3 
月
、
「
20

06
 年

ロ
ン
ド
ン
五
輪
大
会

法
」
に
基
づ
き
、
大
会
運
営
を
行
う

•
ロ
ン
ド
ン
五
輪
運
営
委
員
会
（
LO

CO
G）

–
Ｏ
Ｄ
Ａ
と
と
も
に
設
立
さ
れ
た
法
人
で
、
文
化
メ
デ
ィ
ア
ス

ポ
ー
ツ
省
の
独
立
行
政
法
人

–
予
算
（
約
６
年
間
の
予
算
総
額
は
約
80

 億
ポ
ン
ド
）
=1

兆
40

0億
円
は
公
的
資
金
に
よ
り
賄
わ
れ
た
。

オ
リ

ン
ピ

ッ
ク

の
終

了
後

・
遺

産
の

活
用

•
ロ
ン
ド
ン
レ
ガ
シ
ー
開

発
公

社
（
LL
DC

：
Lo
nd

on
 L
eg
ac
y

De
ve
lo
pm

en
t C

or
po

ra
tio

n）
–
五

輪
後

、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
パ

ー
ク
の

跡
地

開
発

の
業

務
は

Ｌ
Ｌ

Ｄ
Ｃ

に
引
き
継
が
れ
た
。

–
LL
DC

 は
、
20
12

 年
4 
月

、
ロ
ン
ド
ン
知

事
に
よ
り
設

立
さ
れ

た

–
開

発
公

社
で
、
理

事
長

は
ロ
ン
ド
ン
都

知
事

が
務

め
、
理

事
に
は

ス
ポ
ー
ツ
、
公

共
施

設
、
不

動
産

、
都

市
計

画
、
自

治
体

等
の

関
係

者
が

任
命

さ
れ

て
い
る
。

–
LL
DC

 は
パ

ー
ク
内

の
公

共
施

設
の

所
有

者
で
あ
る
と
同

時
に
、
エ
リ
ア
一

体
の

都
市

計
画

・
開

発
許

可
の

権
限

を
有

し
、

関
係

者
と
連

携
し
跡

地
開

発
を
推

進
し
て
い
る
。

２
．
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
パ

ー
ク

整
備

の
３

つ
の

キ
ー

ワ
ー

ド
①

レ
ガ

シ
ー

断

•
「

遺
産

」
：

「
受

け
継

が
れ

る
も

の
」

と
い

う
意

味
で

、
「

五
輪

後
に

一
体

何
が

残
る

か
、

何
を

残
す

べ
き

か
」

を
ソ

フ
ト

、
ハ

ー
ド

の
両

面
で

重

•
ハ

ー
ド

面
：

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
パ
ー
ク
の
整
備
を
通
じ
、
貧

困
度

が
高

い
ス

ト
ラ

ト
フ

ォ
ー

ド
周

辺
の

エ
リ

ア
の

地
域

再
生

が
最

大
の

レ
ガ
シ
ー

•
20

08
 年

の
「
レ
ガ
シ
ー
行

動
計

画
」
に
基

づ
き
、
五

輪
開

催
の

20
12

 年
を

一
つ

の
通

過
点

と
し
て
考

え
、
中

長
期

の
視

点
に
基

づ
き
整

備
を

•
可

能
な

限
り

既
存

施
設

の
利

用
を

前
提

に
、
仮

に
新

規
に
建

設
す
る
必

要
が

あ
る
場

合
に
は

、
五

輪
後

の
利

用
方

法
と
そ
の

コ
ス
ト
を
十

分
に
検

討

•
施
設
整
備
の
３
つ
の
考
え
か
た

–
「

恒
久

施
設

」
と

す
べ

き
か

、

–
「

仮
設

施
設

」
と

す
べ

き
か

、

–
「

中
間

的
な

施
設
（
五

輪
後

に
改

修
、
移

築
し
た
上

で
利

用
）
」
と
す
べ

き
か

を
判

断
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①
－

２
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
会

場
内

の
施

設
整

備
の

考
え

方

の
本
拠
地
と
し
て
使
用
さ
れ
る
予
定

•
恒

久
的

施
設

–
自

転
車

競
技

場
（
Ve

lo
dr
om

e）
、
多

目
的

ア
リ
ー
ナ
(C
op

pe
r B

ox
）
、

放
送
セ
ン
タ
ー

•
「
仮

設
施

設
」

–
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
場
(B
as
ke
tb
al
l A

re
na
)、
ホ
ッ
ケ
ー
場

(R
iv
er
ba
nk
Ar
en

a)
、
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
グ
ラ
ウ
ン
ド

•
「
中

間
的

な
施

設
」

–
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
ス
タ
ジ
ア
ム
（
O
ly
m
pi
cS
ta
di
um

）

–
水

泳
競

技
場

（
Aq

ua
tic
s C

en
tr
e）

•
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
ス
タ
ジ
ア
ム
（
中
間
的
な
施
設
）

–
五
輪
時
に
は
８
万
人
が
収
容
可
能
な
ス
タ
ジ
ア
ム
と
し
て
整
備

–
五

輪
後

に
は

上
部

観
客

席
の

撤
去

等
の

改
修

工
事

を
行

い
、
収

容
規
模
を
６
万
人
に
縮
小
し
た

–
20

15
 年

に
再
オ
ー
プ
ン
し
、
20

16
 年

以
降
は
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
チ
ー

ム
の
本
拠
地
と
し
て
使
用
さ
れ
る
予
定

オ
リ

ン
ピ

ッ
ク

会
場

内
の

施
設

整
備

の
考

え
方

•
水
泳
競
技
場

–
五

輪
時

：
本

体
部

分
に
翼

の
形

を
し
た
仮

設
ス
タ
ン
ド
を
付

け
加

え
17

,5
00

 人
の
収

容
可
能
、

–
五

輪
後

：
こ
の

翼
を
撤

去
し
、
収

容
人

数
を
2,
50

0 
人
に
縮
小
し
、
20

14
 年

春
に
再

オ
ー
プ
ン
し
、
地

域
住

民
に
開

放
さ
れ

、
世

界
的

な
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
も
開

催

•
選

手
村

–
五
輪
時
に
は
延
べ
17

,0
00

 人
の

選
手

、
ス
タ
ッ
フ
の

宿
泊

場
所

で
あ
っ
た
が

、
五

輪
後

に
改

装
さ

れ
、

2,
80

0 
戸

の
住

宅
と

し
て

供
給
さ
れ
、
そ
の
う
ち
半

分
は

低
廉

な
家

賃
の

公
的

な
賃

貸
住

宅
と
な
る
。
ロ
ン
ド
ン
の
人
口
は
現
在
83

0 
万
人
の

か
ら
20

30
 年

に
は
10

00
 万

人
に
達

す
る
こ
と
が

予
想

さ
れ

、
住

宅
の

供
給

増
加

は
ロ
ン
ド
ン
に
と
っ
て
最
大
の
課
題

の
一

つ
で
あ
る
。

–
こ
の

た
め
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
パ

ー
ク
及

び
そ
の

隣
接

エ
リ
ア
に
お
い
て
、
こ
の
2,
80

0 
戸

の
住
宅
と
は
別
に
、
計
8,
00

0 
戸
の
住
宅
供
給
を
今
後
行
っ
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

•
ロ
ン
ド
ン
及

び
英

国
全

土
の

発
展

に
大

き
く
寄

与
す
る
と
期

待
さ
れ

て
い
る
。

オ
リ

ン
ピ

ッ
ク

会
場

内
の

施
設

整
備

の
考

え
方

•
商
業
施
設

–
五
輪
前
に
ス
ト
ラ
ト
フ
ォ
ー
ド
駅
前
に
欧

州
最

大
規

模
の

シ
ョ

ッ
ピ

ン
グ

モ
ー

ル
（
W
es
tf
ie
ld
）
が

オ
ー
プ
ン
し
た
が

、
五

輪
後

に
は

、
さ
ら
に
オ

フ
ィ

ス
、

ホ
テ

ル
な

ど
が

集
積

す
る

国
際

ビ
ジ

ネ
ス

地
区

（
10

ha
）

が
整
備
さ
れ
る
。

–
ま
た
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
パ

ー
ク
に
は
大

学
、

博
物

館
な

ど
が

誘
致

さ
れ

、
教

育
文

化
施

設
の

充
実

が
図

ら
れ

る
予

定
で
あ
る
。

•
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
経
済
効
果

–
20

13
 年

7 
月

の
英

国
政

府
の

報
告

書
（
「
In
sp
ire

d 
by
 2
01

2」
）
に
よ
れ
ば
、
は

99
 億

ポ
ン
ド
で
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
施
設
整
備
庁
（
O
DA

）
の

支
出

（
70

 億
ポ
ン
ド
）

の
75

％
は

レ
ガ
シ
ー
関

連
分

野
に
支

出
さ
れ

た
と
の

こ
と
で
あ
る
。

–
ま
た
、
パ

ー
ク
の

整
備

と
は

別
に
、
鉄

道
な
ど
を
中

心
に
65

 億
ポ
ン
ド
の
交
通

イ
ン
フ
ラ
投
資
を
行

っ
て
お
り
、
ロ
ン
ド
ン
及

び
英

国
全

土
の

発
展

に
大

き
く
寄

与
す
る
と
期
待
さ
れ
て
い
る
。

（
２

）
キ

ー
ワ

ー
ド
２

：
「
サ

ス
テ

イ
ナ

ビ
リ

テ
ィ
」

•
「
サ

ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
（
su
st
ai
na
bi
lit
y）
」
（
持

続
可

能
性

）

–
ロ
ン
ド
ン
五
輪
を
か
つ
て
な
い
ほ
ど
環
境
に
配
慮
し
た
大
会
に
し
よ

う
と
す
る
取
組
み

–
20

07
 年

の
「
持

続
可

能
な
開

発
戦

略
」
（
Su
st
ai
na
bl
e 

De
ve
lo
pm

en
t S

tr
at
eg
y）
」

•
汚

染
土

壌
の

処
理

、
緑

地
の

整
備

、
生

物
多

様
性

の
確

保
、

発
生
す
る

二
酸

化
炭

素
の

削
減

、
省

エ
ネ
建

築
物

の
整

備
、
建

設
廃

棄
物

の
リ
サ

イ
ク
ル

な
ど
、
幅

広
い
項

目
に
つ
い
て
環

境
対

策
を
行

っ
た
。

•
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
パ

ー
ク
は

か
つ
て
の

工
業

地
域

で
あ
り
、
ま
ず
は

大
規

模
な

土
壌
の
除
染
作
業
が

必
要

で
あ
っ
た
。

•
そ
の
う
え
で
、
パ
ー
ク
全
体
25

0h
a 
の
う
ち
10

5h
a 
を
緑
地
と
し
て
確
保

し
、

南
北

の
２
カ
所

に
公

園
を
整

備
し
た
。

•
生
物
多
様
性
を
確

保
：

–
パ

ー
ク
内

の
45
ha

 の
エ
リ
ア
を
野

生
動

植
物

の
生

息
域

と
し
て
指

定
し
、
施

設
の

屋
根

、
橋

梁
の

下
な
ど
に
巣

箱
や

巣
穴

な
ど
人

工
装

置
を
70

0 
以

上
設

置
し
た
。
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環
境

負
荷

の
低

減

。

–
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
パ

ー
ク
か

ら
発

生
す
る
二

酸
化

炭
素

を
50

％
以

上
削

減
す
る

–
風

力
、
ウ
ッ
ド
チ
ッ
プ
に
よ
る
発

電
な
ど
再

生
可

能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の

利
用

を
促

進
し
た
。

–
選

手
村

の
住

宅
は

、
省

エ
ネ
住

宅
（
Co

de
4 
レ
ベ
ル

：
20

05
 年

建
築

基
準

費
で
二

酸
化

炭
素

を
50

％
削
減
）
と
し
て
建
設
さ
れ
、

33
％
以
上
の
節
水
を
可
能
と
す
る
設
備
が
備
わ
っ
て
い
る
。

–
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
会
場
に
利
用
さ
れ
た
多
目
的
ア
リ
ー
ナ
(C
op

pe
r 

Bo
x）
は

外
壁

の
表

面
に
リ
サ

イ
ク
ル

の
銅

（
Co

pp
er
）
を
使
用
し
、

自
転

車
競

技
場

（
Ve

lo
dr
om

e）
は

外
部

か
ら
自
然
光
を
取
り
入
れ

る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。

–
仮

設
施

設
で
あ
る
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
場
(B
as
ke
tb
al
lA
re
na
)、

ホ
ッ
ケ
ー
場
(R
iv
er
ba
nk

 A
re
na
)は

五
輪

後
に
解

体
さ
れ

、
撤

去
さ
れ

た
鉄

骨
、
ポ
リ
塩

化
ビ
ニ
ー
ル

、
座

席
な
ど
は

再
利

用
さ
れ

た
。

環
境

負
荷

軽
減

•
建

設
工

事
で
は

、
建

物
の

除
却

に
伴

い
発

生
し
建

設
廃

棄
物

の
98

％
を
リ
サ

イ
ク
ル

す
る
と
と
も
に
、

建
設

資
材

に
は

再
生

コ
ン
ク
リ
ー
ト
な
ど
リ
サ

イ
ク
ル

材
を
20

％
以
上
使
用
し
た
。

•
建

設
資

材
の

輸
送

に
当

た
っ
て
は

、
60

％
以

上
（
重

量
比

）
を
鉄

道
で
利

用
す
る
こ
と
で
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
工

事
用

車
両

の
流

入
を
抑

え
、
交

通
事

故
や

騒
音

を
低
減
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。

環
境

負
荷

軽
減

汚
染

土
壌

の
処

理
緑

地
の

整
備

・
水

辺
の

再
生

用
リ

サ
イ

ク
ル

の
銅

の
利

用
（

多
目

的
ア

リ
ー

ナ
）

自
然

光
の

取
り

込
み

（
自

転
車

競
技

場
）

（
３
）
キ
ー
ワ
ー
ド
３
：
「
イ
ン
ク
ル

ー
ジ
ョ
ン
」

•
「
イ
ン
ク
ル

ー
ジ
ョ
ン
(In

cl
us
io
n)
」

–
「
イ
ン
ク
ル

ー
ジ
ョ
ン
」
と
は

、
「
包
摂
」
「
一
体
性
」
な
ど
と
い
っ
た
意
味
で
、

障
害
者
で
あ
る
か
否
か
、
社
会
的
な
立
場
、
年
齢
、
宗
教
、
民
族
な
ど

様
々
な
違
い
を
乗
り
越
え
、
社
会
的
な
一
体
感
を
高
め
て
い
こ
う
と
す
る

取
組
み

•
ハ
ー
ド
面
で
は
、

–
パ
ー
ク
内
及
び
施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
取
組
み
が
重
要
で
あ
っ

た
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
施
設
整
備
庁
に
よ
っ
て
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ブ
設
計
基
準

を
定

め
る
。
（
「
In
cl
us
iv
e 
De

sig
n 
St
an
da
rd
s」
）

–
こ
れ
に
基
づ
き
、
パ
ー
ク
内
の
通
路
の
傾
斜
は

1/
60

 以
下
と
非
常
に
緩

や
か
な
も
の
と
さ
れ
、
ま
た
、
障
害
者
な
ど
が
パ
ー
ク
内
を
移
動
す
る
際

に
一
定
間
隔
で
休
憩
が
で
き
る
よ
う

50
m

 ご
と

に
ベ
ン
チ

が
設

置
–

車
椅
子
が
余
裕
を
も
っ
て
通
行
で
き
る
た
め
の
通
路
幅
（
通
常
1m

 以
上

、
す
れ

違
い
時
2m

 以
上
等
）
が
確
保
さ
れ
、
施
設
内
に
は
車
椅
子
用
の

観
戦
ス
ペ
ー
ス
や
更
衣
室
も
準
備
さ
れ
た
。
障
害
者
の
た
め
の
オ
ー

デ
ィ
オ
設
備
の
貸
出
し
、
盲
導
犬
の
た
め
の
ト
イ
レ
も
設
置
さ
れ
た
。
鉄

道
駅
な
ど
交
通
イ
ン
フ
ラ
に
お
い
て
も
、
段
差
の
解
消
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

の
設
置
と
い
っ
た
バ
リ
ア
フ
リ
ー
工
事
が
積
極
的
に
行
わ
れ
た
。
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（
３
）
キ
ー
ワ
ー
ド
３
：
「
イ
ン
ク
ル

ー
ジ
ョ
ン
」

•
パ
ー
ク
整
備

–
パ

ー
ク

整
備

に
当

た
っ

て
は

宗
教

上
の

配
慮

も
相

当
行

っ
て
お

り
、
個

室
型

の
礼

拝
施

設
の

設
置

、
イ
ス
ラ
ム
教

徒
へ

の
配

慮
か

ら
、
メ
ッ
カ
へ

の
眺

望
軸

を
で
き
る
限

り
確

保
し
、
メ
ッ
カ
の

方
角

に
正

対
す
る
形

で
ト
イ
レ
を
設

置
し
な
い
と
い
っ
た
工

夫
も
見

ら
れ

る
。

•
「
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
」

–
建

設
労

働
者

の
雇

用
に
関

す
る
取

組
み

も
含

ま
れ

る
パ

ー
ク
内

の
建

設
工

事
に
お
い
て
は

地
元

雇
用

や
失

業
者

雇
用

を
積

極
的

に
推

進
し

建
設

労
働

者
の

う
ち
雇

用
目

標
が

以
下

の
よ
う
に
設

定
さ
れ
た

•
25

％
は
東
ロ
ン
ド
ン
の
住
民
か
ら

•
10

％
は
失
業
者
か
ら

•
25

％
は
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
住
民
か
ら

•
5％

は
女
性
か
ら
、

•
3％

は
障
害
者
か
ら
、

•
3％

は
見
習
い
工
（
ア
プ
レ
ン
テ
ィ
ス
シ
ッ
プ
）
か
ら
、
。

イ
ン
ク
ル

ー
ジ
ョ
ン
の

事
例

車
椅

子
用

の
観

戦
ス

ペ
ー

ス
バ

リ
ア

フ
リ

設
計

基
準

の
バ

リ
ア

フ
リ

ー
設

計
基

準
の

一
例

①
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
・

ス
タ

ジ
ア

ム
（

Th
e 

St
ad

iu
m
）

②
ア
ク
テ
ィ
ク

セ
ン
タ
ー
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③
自
転
車
競
技

場
④

多
目

的
ア
リ
ー
ナ

塔
）

（
2
）

選
手

村
（

イ
ー

ス
ト

ビ
レ

ッ
ジ

）

（
3）

オ
ー
プ
ン
ス

ペ
ー
ス
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年
表

•
20

05
 年

：
7 
月

ロ
ン
ド
ン
五
輪

開
催
決
定

•
20

06
 年

：
3 
月

オ
リ

ン
ピ

ッ
ク

施
設

整
備

庁
（

OD
A）

設
立

•
20

07
 年

–
4 
月

施
設

整
備

計
画

策
定

–
5 
月

本
格

的
な
建

設
工

事
開

始

•
20

08
 年

–
5～

7 
月

主
要

施
設

着
工

（
5 
月
：
ス
タ
ジ
ア
ム
、
6 
月

：
選

手
村

、
7 

月
：
水

泳
競

技
場

）

•
20

11
 年

：
3～

7 
月

主
要

施
設

完
成

（
3 
月
：
ス
タ
ジ
ア
ム
、
7 
月

：
水

泳
競

技
場

）

•
20

12
 年

–
1 
月

選
手
村

完
成
。
全
て
の
施
設
を
ロ
ン
ド
ン
五
輪
運
営
委
員
会

（
LO

CO
G）

に
引

き
渡

し

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
パ

ー
ク
整

備
年

表

•
20

12
年

–
4 
月

ロ
ン

ド
ン

レ
ガ

シ
ー

開
発

公
社

（
LL

DC
）

設
立

–
7～

8 
月

ロ
ン
ド
ン
五
輪
開
催

–
9 
月

パ
ー
ク
を
閉
鎖
し
、
改
装
工
事
を
開
始
。

•
20

13
 年

–
1 月

オ
リ

ン
ピ

ッ
ク

施
設

整
備

庁
（

OD
A）

の
権

限
・

権
利

を
ロ

ン
ド

ン
レ

ガ
シ

ー
開

発
公

社
が

引
き

継
ぐ

–
7 
月

パ
ー
ク
北
側
が
再
オ
ー
プ
ン

–
12

 月
選

手
村

跡
へ

の
入

居
開

始
•

20
14

 年
：
3 
月

パ
ー
ク
南

側
（
水

泳
競

技
場

、
展

望
台

）
が

再
オ
ー
プ
ン

•
20

15
 年

：
ス
タ
ジ
ア
ム
が

再
オ
ー
プ
ン
、
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
開

催
•

20
17

 年
世

界
陸

上
開

催
•

20
18

 年
：
ク
ロ
ス
レ
ー
ル

（
ロ
ン
ド
ン
の

東
西

を
横

断
す
る
地

下
高

速
鉄

道
）
開

通

１
．
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

•
第
18

回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会

–
19

64
年
10

月
10

日
か

ら
24

日
ま

で
の
15

日
間

–
国

立
競

技
場

で
開

会
式

で
幕

を
開

け
た
。

–
93

か
国
と
地
域
か
ら
5,
13

3人
が

参
加

–
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
片
鱗
が
い
く
つ
か
残
さ

れ
て
い
る
。

写
真

１
国

立
代

々
木

競
技

場

1.
1

東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

レ
ガ
シ
ー

道
路

等
の

イ
ン
フ
ラ

•
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
目
指
し
て
造
ら
れ
た
イ
ン
フ
ラ
整
備

–
首
都
高
速
道
路
、
環
状
７
号
線
な
ど
の
幹
線
道
路
の
整
備
、

–
東

海
道

新
幹

線
が

開
通

な
ど
で
都

市
機

能
が

飛
躍

的
に
発

展
し
た
。

–
こ
の

イ
ン
フ
ラ
整

備
に
よ
っ
て
日

本
は

高
度

経
済

成
長

の
足

が
か

り
を
つ
か

ん
だ
、

•
東
京
の
幹
線
道
路
を
計
画
し
作
り
上
げ
た
の
が
山
田
正
男

–
内
務
省
の
土
木
技
師
で
昭
和
30

年
に
東

京
都

の
安

井
誠

二
郎

知
事

に
招

か
れ

て
東

京
都

建
設

局
都

市
計

画
部

長
に
就

任
し
た

–
山
田
は
19

60
年

に
開

催
さ
れ

た
ロ
ー
マ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

前
年
(1
95

9年
)に

き
ち

ん
と
し
た
道

路
も
な
く
慢

性
的

な
交

通
渋

滞
に
悩

ま
さ
れ

た
ロ
ー
マ
を
視

察

–
ロ
ー
マ
が

高
速

道
路

、
一

般
道

を
思

い
切

っ
て
整

備
し
た
の

を
見

て
、
山

田
は

驚
き
、
『
こ
れ

だ
』
と
考

え
た
。

–
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
利

用
し
て
都

市
を
整

備
す
る
の

が
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
あ
る
と
彼

は
考
え
た
。

–
5年

の
歳
月
を
か
け
て
首
都
高
速
道
路
1号

線
（
羽

田
空

港
か

ら
都

心
）
、
首

都
高
速
道
路
4号

線
（
都

心
か

ら
郊

外
）
や

環
状
7号

線
な
ど
が

作
ら
れ

た
。
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1.
1

東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

レ
ガ
シ
ー
建

築
物

•
1.
1

東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

レ
ガ
シ
ー

•
競

技
場

（
①

～
⑨

）
は

、
–

①
国

立
競

技
場

（
開

閉
会

式
、
陸

上
競

技
、

サ
ッ
カ
ー
等

）
）
、

–
②

国
立

総
合

体
育

館
（
水

泳
、
柔

道
等

）
を

は
じ
め
と
し

–
③

都
立

駒
沢

運
動

公
園

（
サ

ッ
カ
ー
、
バ

レ
ー
、
レ
ス
リ
ン
グ
等

）
–

④
馬

事
公

苑
（
馬

術
）
、

–
⑤

早
田

大
学

記
念

会
堂

（
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
）
、

–
⑥

後
楽

園
ア
イ
ス
パ

レ
ス
（
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
）
、

–
⑦

日
本

武
道

館
（
柔

道
）
、

–
⑧

戸
田

漕
艇

場
（
漕

艇
）
、

–
⑨
朝
霞
射
撃
場
（
ラ
イ
フ
ル
射
撃
、
ク
レ
ー
射

撃
）

–
な
ど
で
、
ほ

ぼ
高

速
道

路
や

幹
線

道
路

に
沿

道
に
配
置
さ
れ
た
。

•
多

く
の

競
技

場
の

建
築

物
な
ど
は

長
年

使
わ
れ
、
今
も
残
っ
て
い
る

•
結

果
と
し
て
、
「
レ
ガ
シ
ー
」
の

理
念

を
実

践
し
て
い
た

①

1.
2

東
京

の
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

•
第
2回

の
夏
季
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

–
19

64
年
11

月
8日

‐1
2日

間
に
日
本
の
東
京
で
開
催

–
第

一
部

と
第

二
部

に
分

け
て
行

わ
れ

た
。

•
第

一
部

は
第
13

回
国

際
ス
ト
ー
ク
・
マ
ン
デ
ビ
ル

車
い
す
競

技
大

会
と
し
て
、

•
第

二
部

は
全

身
体

障
害

者
を
対

象
に
し
た
。

•
日

本
人

選
手

だ
け
の

国
内

大
会

（
特

別
参

加
の

西
ド
イ
ツ
選

手
数

名
を
含

む
）
と
し
て
行

わ
れ

た
。
」

–
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

•
「
予

算
が

限
ら
れ

て
い
た
の

で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
頼

り
、
選

手
移

動
も
陸

上
自
衛
官
10

1人
が
介
助
、

•
リ
フ
ト
付

き
バ

ス
を
自

動
車

メ
ー
カ
ー
が

特
注

で
9台

製
造

、

•
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
村

や
競

技
会

場
の

段
差

解
消

の
ス
ロ
ー
プ
や

手
す
り
も
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
閉
幕
後
の
2日

間
の

突
貫

工
事

で
間

に
合

わ
せ

た
。
」

•
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は

「
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化

」
の

初
め
て
の

経
験

で
、
そ
の

後
の

障
害

者
の

考
え
方

に
大

き
な
影

響
を
も
た
ら
し
た
。

1.
2

東
京

の
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

•
日

本
の

重
度

身
体

障
害

者
の

–
医
療
は
身
体
を
動
か
さ
な
い
事
、

–
人
目
に
つ
か
な
い
よ
う
に
す
る
事

•
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
以
後

–
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
が
広
く
認
知
さ
れ
、
普
及

–
障

害
者

の
考

え
方

も
大

き
く
変

わ
る

•
「
生

活
圏

拡
大

運
動

」
と
呼

ば
れ

る
障

害
者

運
動

な
ど
へ

と
結

び
つ
い
た

•
19

60
年

代
後

半
か

ら
、
障

害
者

が
街

に
出

た
い
、
仕

事
や

遊
び
や

活
動

を
し
た
い
と
い
う
欲

求
が

高
ま
っ
た
。

•
電

車
や

バ
ス
と
い
っ
た
交

通
機

関
を
利

用
し
て
い
く
動

き
が

見
ら
れ

た
。

–
19

70
年

代
前

半
•
車

い
す
使

用
者

を
中

心
に
ま
ち
の

点
検

、
車

い
す
マ
ッ
プ
の

作
成

等
の

ま
ち
づ
く
り
に
関

す
る
動

き
が

起
こ
り
始

め
た
。

•
仙

台
市

か
ら
始

ま
っ
た
車

い
す
市

民
全

国
集

会
は

京
都

、
名

古
屋

、
東

京
へ
拡
大

ご
清

聴
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
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第 17 回バリアフリー推進ワークショップ in 大阪 

＜テーマ：発達障害者を知る！  

～当事者研究とコミュニケーション支援の最前線～＞ 
 

1 概  要 

1.1 日 時：平成 26年 11月 11日（火）14：00～17：05 

1.2 場 所：ハービス PLAZA 会議室 8～10 

1.3 講 師：熊谷晋一郎氏（東京大学先端科学技術研究センター 特任講師） 

       綾屋紗月氏（東京大学先端科学技術研究センター 特任研究員） 

       大森清博氏（兵庫県立福祉のまちづくり研究所研究第一グループ 研究員） 

1.4 コーディネーター：三星昭宏氏（近畿大学 名誉教授） 

1.5 参加者：59名 

1.6 講演概要： 

   はじめに澤田より、今回のワークショップは大阪で初めての開催となるため、当財団

の目的や沿革等の概要と、バリアフリー教育訓練（BEST）の実施や手話教室の開催など

関西の交通事業者向けに行っている取り組み内容を中心に説明を行いました。 

次に、熊谷氏より発達障害をわかりやすく理解するため「当事者研究」について解説

いただきました。「当事者研究」とは、障害や病気を抱えている当事者が、困りごとの

解釈や対応について、医者や支援者にまかせっきりにならず、自身の困りごとについて

研究の対象として捉えなおし、似たような経験をもつ仲間と共有することで、困りごと

の原因やメカニズムについて考える実践であると指摘されました。なお、当事者研究の

歴史は、精神障害からはじまり、発達障害や依存症、認知症に徐々に広がっています。

当事者研究には、２つの意義があります。１つは専門家では創造できなかった新しい学

術的知識の仮説が行われること、２つ目は当事者が研究に参加することによる回復支援

ができること。1990 年代以降、発達障害当事者によるエッセイなどが発表されはじめ、

近年では学術論文などによりさらに発展しています。その結果、専門家が考えていた発

達障害は一面的であったことがわかってきました。 

そこで、2012年から当事者研究を中心に添えた新学術領域研究として「構成論的発達

科学」に取り組んでおり、医学、心理学などの外部観測的な人間科学や、ロボット学、

情報学などの構成論との協働を行い、新たな支援法を検討しています。 

具体的な事例として、発達障害当事者研究の中から「人の顔を部分的な特徴で見てし

まうため全体像がわかりにくい」という仮説が提案されました。この仮説を検証するた
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めに、自閉症者のスキャンパターンを調べた結果、ランダムな順序でスキャンしている

ことがわかりました。一方で健常者は、ある決まった順序でスキャンしています。 

続いて、綾屋氏より、「発達障害の当事者研究について」と題し、お話いただきまし

た。「当事者研究」とは、当事者（困りごとを抱えた本人）が仲間とともに自分自身の

困りごとを研究（観察・仮説・実験・共有）すること。綾屋氏の場合、身体内外からの

刺激や情報を細かく大量に拾い過ぎてしまうため、意味や行動のまとめあげがゆっくり

の状態となってしまい、情報と情報の連携・つながりを感受しにくくなってします。つ

まり、たくさんの感覚情報を処理できず、頭を埋め尽くしてひどく苦しくなる感覚飽和

の状態となってしまうということです。例えば、視覚については、フォーカス機能が働

き、モノの全体ではなく、一部（パーツ）を注視してしまうため、その情報を大量に記

憶することで苦しさが生まれます。また、聴覚については、耳に届くすべての音から雑

音（ノイズ）の除去が難しく、あらゆる音が押し寄せることで飽和になります。さらに、

入眠時に映像や音声などのフラッシュバックが起きることがよくあると説明されまし

た。 

また、言葉には、現実・意味を伝える機能と目的・行為を伝える機能の２種類があり

ます。通常は、その時、その場面でどちらを伝え、どちらを受け取るかは多数派の人々

の習慣のなかで自然と決まっています。自閉スペクトラム症者が「空気が読めない」と

言われる所以のひとつとして身体性の違いによって、その多数派の習慣を自然と身に着

けることができないことが考えられます。それゆえ自閉スペクトラム症者の中には、単

刀直入にはっきり伝えるとうまくいくタイプの人たちがいることが指摘されました。 

（質疑応答その１を挟み再開） 

次に、大森氏より、「発達障害者とのコミュニケーション支援について」と題し、お

話いただきました。現在、発達障害者へのコミュニケーションエイドとして、ローテク

なもの、ハイテクなものがあります。ローテクなものとしては、コミュニケーション支

援ボードや絵カード、ハイテクなものとしてはトーキングエイドやスーパートーカーな

どがあります。近年、情報通信技術（ICT）の進展に伴ってスマートフォンやタブレッ

ト端末などの携帯型情報端末が普及しています。これらは、インタフェースがシンプル、

かつ直観的に利用できるので発達障害者や知的障害者向けの支援機器として研究が進

められています。その結果、コミュニケーション支援や自立支援、家庭との連携で有効

に活用できることがわかりました。今後は、普及するために事例を発信していくことが

重要であるとまとめられました。 
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1.8 質疑応答 

（その１） 

三星氏：発達障害は、加齢とともに変化するものなのか。 

綾屋氏：加齢が原因で変化しているかどうかはわからないが、当事者研究を行うことで改

善したと感じている。特徴そのものは変わらなくても症状を客観的に観察するこ

とで、どうすればよいか対処法がわかるようになったためである。 

質問者 1：目に見えない障害については、困っているか否かが障害の有無になっているの

か。 

熊谷氏：障害には、当人の持つ身体特性である impairment（インペアメント）と社会環

境が生み出す disability（ディスアビリティ）がある。発達障害は、コミュニ

ケーション障害といわれるが、その障害は impairmentなのか、disabilityなの

かという議論がある。医学的にいう障害は、主に impairment を指しているはず

だが、現状の診断基準では、他者/社会という語彙が診断基準の中に用いられて

いるため、disabilityの要素が混在している。 

三星氏：メガネ使用者は、メガネがない当人の状況は impairment であり、メガネを使用

しなければならない状況が disabilityである。 

熊谷氏：つまり環境改善により対応できるのが disabilityである。 

 

（その２） 

質問者 2：私は発達障害当事者ですが、外見上わかりにくいので、駅員とのコミュニケー

ションに困っている。 

綾屋氏：コミュニケーション方法の工夫として、例えば、うまく話が聞き取れないタイプ

の方であれば、調子が良い時であっても、最も調子が悪くてうまくいかない時を

基本として、最初からメモを用いてやりとりするなどの方法があるだろう。 

熊谷氏：駅員等のサービス提供者は、発達障害者などの外見上わかりにくい方には過少評

価、車いす使用者などの外見上わかる方には過大評価しているため、適切な支援

ができていない。 

三星氏：これから発達障害者への接遇等を検討するための基本になることである。 

質問者 3：発達障害者は、関わるときにしてほしくないことはあるのか。 

熊谷氏：身体障害者はニーズがわかりやすいので、お願いや断ることが容易である。しか

し、発達障害者はニーズがわかりにくいので、一概には言えない。 

綾屋氏：一人一人のニーズの違いを知らないで対応すると、良かれと思って行ったことが、

実は当事者を追い詰めてしまうことがある。例えば、私の場合は、他人との接触
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を避けるために端の座席に座っているにもかかわらず、知り合い同士近い方が良

いだろうと配慮され、他人に挟まれる座席へと促されたことがあった。 

三星氏：音の重要性から、駅員や乗務員に対して発声練習などの訓練が必要である。 

質問者 4：外見上わかりにくい障害者に対して、対応を待つ方がよいのか、積極的に声掛

けをした方がよいのか。 

綾屋氏：基本は、聞かなくてもわかるような環境にした方がよい。発達障害者のなかには、

誰かに聞かなければならないという行為が不安となっている場合もある。しかし、

発達障害者に話かけられたときは、わかりやすく、具体的な対応を心がけていた

だけるとありがたい。 

熊谷氏：一般に声掛けをするかどうかよりも、声掛けをした後が重要である。 

 

 

２ 配布資料 

 

 次のとおり。 
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】
⾝

体
内

外
に

あ
る

数
多

く
の

情
報

が
次

々
に

私
の

意
識

に
届

け
ら

れ
る

。

た
く

さ
ん

の
感

覚
情

報
を

処
理

で
き

ず
頭

を
埋

め
尽

く
し

て
ひ

ど
く

苦
し

く
な

る
。

感
覚

飽
和

胸
が

わ
さ
わ
さ

ボ
ー

ッ
と

す
る

頭
皮

が
か
ゆ
い

手
足
が

冷
た
い

頭
が

重
い

倒
れ
そ
う

皮
膚
が

は
が
れ

そ
う

肩
が

重
い

胸
が

締
ま
る

胃
の

あ
た

り
が

へ
こ
む 気
持
ち
悪
い

イ
ラ
イ
ラ

さ
み
し
い

動
け
な
い

フ
ォ

ー
カ

ス
し

た
⾝

体
内

部
の

情
報

を
た

く
さ

ん
摂

取
す

る

「
お

な
か

が
す

い
て

い
る

の
か

も
？

」
「

⾵
邪

か
も

？
」

「
鬱

に
突

⼊
？

」
「

何
か

悩
み

が
あ

っ
た

か
な

？
」

「
⽣

理
前

？
」

「
さ

っ
き

⾔
わ

れ
た

こ
と

が
イ

ヤ
な

の
か

な
？

」
「

疲
れ

て
き

た
の

か
し

ら
？

」
「

寒
い

の
か

？
」23

メ
ニ

ュ
ー

を
決

め
ら

れ
な

い
・

・
・

の
ど

→
飲

み
込

み
や

す
い

モ
ノ

を
！

胃
→

お
な

か
が

ふ
く

れ
る

も
の

を
！

⽪
膚

→
あ

た
た

か
い

も
の

を
！

何
を

⾷
べ

た
ら

い
い

ん
だ

？

24
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25

•
普

通
に

⽣
活

し
て

い
て

も
、

シ
ュ

ー
ッ

と
吸

い
寄

せ
ら

れ
る

よ
う

に
あ

ち
こ

ち
の

モ
ノ

を
ア

ッ
プ

で
⾒

て
し

ま
う

。

・
⾃

分
の

感
覚

を
伝

え
る

た
め

に
写

真
を

撮
っ

て
他

の
⼈

に
⾒

せ
て

み
る

と
「

そ
こ

ま
で

ア
ッ

プ
で

⾒
て

い
な

い
」

と
⾔

わ
れ

る
。

•
フ

ォ
ー

カ
ス

し
て

モ
ノ

を
⾒

や
す

い
た

め
、

モ
ノ

の
全

体
で

は
な

く
、

⼀
部

（
パ

ー
ツ

）
の

記
憶

に
な

り
が

ち
。

・
た

く
さ

ん
の

パ
ー

ツ
記

憶
を

⼤
量

に
ス

ト
ッ

ク
し

て
し

ま
う

た
め

頭
が

い
っ

ぱ
い

に
な

っ
て

苦
し

い
。

フ
ォ

ー
カ

ス
機

能
26

フ
ォ

ー
カ

ス
機

能
で

み
つ

け
る

気
持

ち
悪

い
模

様

道
端
の
枯
れ
葉

シ
ソ
科
オ
ド
リ
コ
ソ
ウ
属

ラ
ン
科
：
ネ
ジ
バ
ナ

ヒ
メ
オ
ド
リ
コ
ソ
ウ

ホ
ト
ケ
ノ
ザ

タ
デ
科

：
イ
ヌ
ダ
テ

マ
メ
科
：
カ
ラ
ス
ノ
エ
ン
ド
ウ

【
紫

の
雑

草
】

27

⼦
ど

も
の

頃
に

○
○

博
⼠

と
呼

ば
れ

る
可

能
性

が
あ

る
か

も
し

れ
な

い

⽂
字

が
読

み
づ

ら
い

28
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⾳
の

飽
和

29

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ

何
名
さ
ま
で
し
ょ
う
か
。

お
タ
バ
コ
は
お
吸
い
に
な
り
ま
す
か
。

新
し
い
お

客
さ
ん
が

来
た

女
性
の
店
員

の
声
。
喫
煙

席
ら
し
い
。 女
の
子
、

１
歳
く
ら
い
か

な
～
。
お
か
あ

さ
ん
優
し
そ
う
。

は
い

、
み

ぃ
ち

ゃ
ん

、
あ

～
ん

。
あ

ら
、

ぶ
ー

し
ち

ゃ
だ

め
で

し
ょ

う
。

あ
む

あ
む

ね
～

。

申
し

訳
ご

ざ
い

ま
せ

ん
！

う
わ
！

割
れ

た
っ
！
！

ラ
シ
ド
～
レ
ド

シ
ソ
～
♪

ニ
長
調
だ
な
。

バ
イ
オ
リ
ン
。

っ
て
か
ん
じ
で
～
ち
ょ

～
信
じ
ら
れ
な
い
っ
て

ゆ
～
か
～

い
や
も
う
ほ
ん
と
マ
ジ

で
う
ざ
く
な
い
？

ギ
ャ
ル

語
だ
・
・

・

空
気

伝
導

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
30

イ
ラ

ス
ト

：
わ

た
な

べ
ふ

み

⾃
分

の
運

動
指

令
と

は
無

関
係

で
バ

ラ
バ

ラ
な

環
境

⾳
（

ノ
イ

ズ
）

と
共

に
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

す
る

た
め

、
運

動
指

令
と

タ
イ

ミ
ン

グ
が

⼀
致

し
て

い
る

⾃
分

の
声

だ
け

を
抽

出
し

に
く

い
。

⇒
Cが

意
味

で
は

な
く

⾳
に

な
る

。

主
観

的
に

は
「

私
の

声
は

空
気

中
に

溶
け

て
い

き
、

同
時

に
わ

ん
わ

ん
と

⽿
の

周
り

が
う

る
さ

く
な

る
の

で
、

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
の

頼
り

に
な

ら
な

い
」

と
い

う
感

覚
。

う
ま

く
聞

き
取

れ
な

い
タ

イ
プ

の
⼈

た
ち

が
い

る
【

例
】

・
話

し
て

い
る

相
⼿

の
声

だ
け

を
選

べ
ず

周
り

の
⾳

も
す

べ
て

等
し

く
た

く
さ

ん
拾

っ
て

し
ま

う

・
ひ

そ
ひ

そ
声

に
な

る
と

多
く

の
⼈

よ
り

早
く

聞
き

取
れ

な
く

な
っ

て
し

ま
う

・
話

声
と

し
て

は
聞

こ
え

て
い

る
が

意
味

を
同

時
に

受
け

取
れ

て
い

な
い

。
追

い
つ

か
な

い
。

・
⼤

き
い

⾳
が

苦
⼿

／
あ

る
特

定
の

⾳
が

極
端

に
苦

⼿

⇒
聴

覚
情

報
に

加
え

て
視

覚
情

報
（

⽂
字

・
イ

メ
ー

ジ
）

が
あ

る
ほ

う
が

わ
か

り
や

す
い

⼿
話

・
筆

談
が

役
⽴

つ
タ

イ
プ

の
⼈

も
い

る

31

発
声

の
調

整
が

む
ず

か
し

い
A 

Bか
ら

の
振

動
を

は
っ

き
り

と
感

じ
と

ろ
う

と
す

る
た

め
、

無
⾃

覚
の

う
ち

に
過

度
に

つ
ぶ

し
た

声
を

出
し

て
話

す
こ

と
に

な
る

。

・
頭

声
と

胸
声

（
＆

⾸
声

？
）

の
ど

は
痛

く
な

り
や

す
い

け
れ

ど
こ

の
声

だ
と

⾃
分

の
声

の
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

が
利

く
の

で
安

⼼
。

32

イ
ラ

ス
ト

：
わ

た
な

べ
ふ

み

運
動

指
令

A
発

声
器

官
の

筋
⾁

か
ら

の
体

性
感

覚
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

B
⾁

体
伝

導
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

（
⾸

の
後

ろ
、

⽿
の

下
あ

た
り

、
頭

な
ど

）
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う
ま

く
話

せ
な

い
タ

イ
プ

の
⼈

た
ち

が
い

る
【

例
】

・
情

報
の

イ
ン

プ
ッ

ト
が

少
な

い
た

め
会

話
の

流
れ

を
把

握
で

き
て

い
な

い
⇒

流
れ

に
合

わ
な

い
話

を
す

る

・
情

報
の

イ
ン

プ
ッ

ト
が

多
す

ぎ
る

た
め

ど
う

ま
と

め
れ

ば
い

い
か

わ
か

ら
な

い
⇒

話
せ

な
く

て
フ

リ
ー

ズ
す

る

・
話

す
内

容
は

ま
と

ま
っ

た
け

れ
ど

声
を

作
る

調
整

⽅
法

が
わ

か
ら

な
く

な
る

呼
吸

の
調

整
、

⼤
き

さ
の

調
整

、
構

⾳
の

調
整

・
・

・
⇒

⼿
話

・
筆

談
が

役
に

⽴
つ

パ
タ

ー
ン

33

イ
ラ

ス
ト

：
わ

た
な

べ
ふ

み

他
者

と
共

有
さ

れ
な

い
わ

か
ら

な
い

こ
と

だ
ら

け
の

世
界

34

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
の

ま
と

め
あ

げ
困

難
は

「
⾃

⼰
感

」
を

作
れ

な
く

さ
せ

る

35

【
知

覚
・

運
動

ル
ー

プ
の

ゆ
ら

ぎ
】

綾
屋

の
場

合
、

⾃
分

の
出

す
運

動
指

令
と

そ
の

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
が

う
ま

く
統

合
さ

れ
な

い
た

め
、

⾝
体

保
持

感
や

運
動

主
体

感
が

失
わ

れ
、

パ
ニ

ッ
ク

に
な

る
こ

と
が

多
い

。
⾃

⼰
感

も
不

安
定

に
な

る
。

う
ま

く
ス

ポ
ー

ツ
で

き
な

い
う

ま
く

話
せ

な
い

会
話

の
全

体
像

を
と

ら
え

に
く

い

36

フ
ォ

ー
カ

ス
機

能
の

結
果

パ
ー

ツ
情

報
ば

か
り

に
な

り
が

ち
。

楽
し

そ
う

な
会

話
を

聞
い

て
い

て
も

楽
し

さ
が

伝
わ

ら
な

い
。

休
み

時
間

の
教

室
内

に
⾶

び
交

う
会

話
が

、
ま

る
で

、
速

く
て

意
味

も
ル

ー
ル

も
わ

か
ら

な
い

た
く

さ
ん

の
ボ

ー
ル

を
投

げ
合

っ
て

い
る

か
の

よ
う

に
感

じ
る

。

綾
屋

と
⼈

と
の

関
係
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綾
屋

の
場

合
、

ま
と

め
あ

げ
困

難
に

よ
っ

て

•多
く

の
⼈

と
同

じ
も

の
に

注
意

を
向

け
に

く
い

。
•⾃

分
の

発
声

が
と

ら
え

に
く

い
。

•⼈
の

声
も

意
味

を
と

ら
え

に
く

い
。

•会
話

の
全

体
像

を
つ

か
み

に
く

い
。

⇒
社

会
性

や
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
障

害
と

⾒
え

る
状

態
は

⼀
次

的
な

障
害

で
は

な
く

⼆
次

的
に

⽣
じ

て
い

る
状

態
。

37

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
以

前
の

問
題

飽
和

の
あ

と
の

フ
ラ

ッ
シ

ュ
バ

ッ
ク

38

フ
ォ

ー
カ

ス
機

能
に

よ
っ

て
パ

ー
ツ

記
憶

と
な

っ
た

⼤
量

の
情

報
が

イ
ン

プ
ッ

ト
さ

れ
る

た
め

か
、

⼈
よ

り
も

早
く

疲
れ

て
眠

く
な

る
傾

向
が

あ
る

。

そ
の

と
き

、
特

に
視

覚
情

報
が

⾃
動

的
に

頭
の

中
で

次
々

に
再

⽣
さ

れ
始

め
る

。

映
像

が
パ

ッ
パ

ッ
と

変
わ

る
た

び
に

、
痛

み
の

よ
う

な
衝

撃
が

あ
る

。

ト
ラ

ウ
マ

で
も

な
い

映
像

の
フ

ラ
ッ

シ
ュ

バ
ッ

ク
が

⽇
々

起
こ

る
。

空
気

が
読

め
な

い
？

字
義

通
り

？
•⾔

葉
に

は
2種

類
の

伝
達

機
能

が
あ

る

・
現

実
・

意
味

を
伝

え
る

機
能

・
⽬

的
・

⾏
為

を
伝

え
る

機
能

そ
の

時
・

そ
の

場
⾯

で
ど

ち
ら

を
伝

え
、

ど
ち

ら
を

受
け

取
る

か
は

多
数

派
の

⼈
々

の
習

慣
の

な
か

で
⾃

然
と

決
ま

っ
て

い
る

。39

単
⼑

直
⼊

に
は

っ
き

り
伝

え
る

と
う

ま
く

い
く

タ
イ

プ
の

⼈
た

ち
が

い
る

【
例

】
・

社
会

的
多

数
派

と
は

違
う

⾝
体

を
そ

れ
ぞ

れ
が

持
っ

て
い

る
☆

情
報

取
り

過
ぎ

／
取

れ
な

過
ぎ

☆
覚

え
過

ぎ
／

忘
れ

過
ぎ

・
多

数
派

と
共

通
の

知
識

や
⽬

的
を

持
つ

こ
と

が
難

し
い

・
「

こ
う

い
う

時
な

ら
⼀

般
的

に
は

こ
う

感
じ

た
り

考
え

た
り

す
る

で
あ

ろ
う

」
と

い
う

推
測

も
多

数
派

と
ズ

レ
る

こ
と

が
多

い

⇒
推

測
さ

せ
る

部
分

が
少

な
い

、
は

っ
き

り
し

た
情

報
を

伝
え

た
ほ

う
が

誤
解

が
少

な
く

て
済

む
こ

と
が

あ
る

か
も

し
れ

な
い

40
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仮
説

：
「

⾃
分

が
な

い
」

の
が

原
因

な
ぜ

こ
だ

わ
り

が
強

く
、

ル
ー

ル
が

絶
対

だ
と

思
っ

て
し

ま
う

の
か

「
⾃

分
」

と
い

う
軸

の
希

薄
さ

で
は

な
い

か

「
⾃

分
は

こ
う

し
た

い
」

と
い

う
価

値
判

断
の

軸
が

な
い

時
、

⼈
は

「
規

範
・

ル
ー

ル
・

道
徳

」
と

「
⾃

分
」

を
⼀

体
化

し
、

ル
ー

ル
に

沿
わ

な
い

も
の

は
「

敵
」

と
み

な
す

。

41
こ

だ
わ

り
が

強
い

？
現

実
の

デ
ー

タ
を

取
り

づ
ら

い
⾝

体
⾃

分
の

⾝
体

・
環

境
と

社
会

的
な

⽬
的

と
の

す
り

合
わ

せ
が

少
な

い

⇒
良

く
⾔

え
ば

素
直

に
悪

く
⾔

え
ば

頑
な

に
多

数
派

の
規

範
や

欲
望

を
絶

対
的

な
も

の
と

し
て

鵜
呑

み
に

し
が

ち

42

ル
ー

ル
が

壊
れ

た
と

き
不

特
定

多
数

の
⼈

間
が

⽣
活

圏
に

⼊
っ

て
く

る
こ

と
に

よ
っ

て
、

モ
ノ

の
置

き
場

所
が

乱
さ

れ
、

読
め

な
い

動
き

が
⽣

じ
る

↓
モ

ノ
と

の
間

に
あ

る
密

接
な

関
係

に
他

者
が

介
⼊

し
て

く
る

こ
と

へ
の

怯
え

と
怒

り
が

⽣
じ

る
（

嫉
妬

に
似

た
感

情
）

。

43

ル
ー

ル
が

必
要

な
理

由
★

ル
ー

ル
を

厳
格

に
⽤

い
る

こ
と

で
、

意
味

や
⾏

動
を

ス
ム

ー
ズ

に
ま

と
め

あ
げ

よ
う

と
す

る
傾

向
が

綾
屋

に
は

あ
る

。

★
こ

の
ル

ー
ル

が
少

し
で

も
は

ず
れ

た
場

合
は

、
す

ぐ
に

ま
た

、
た

く
さ

ん
の

情
報

が
あ

ふ
れ

か
え

り
、

そ
れ

ら
を

絞
り

込
め

な
い

飽
和

状
態

に
な

っ
て

苦
し

む
こ

と
に

な
る

。
＝

「
ほ

ど
け

る
私

」

★
こ

だ
わ

り
が

強
い

、
頑

固
で

融
通

が
き

か
な

い
と

⾔
わ

れ
が

ち
だ

が
、

そ
れ

は
⼀

次
的

な
特

徴
で

は
な

く
、

意
味

や
⾏

動
が

ま
と

ま
ら

な
い

こ
と

に
よ

る
不

安
や

恐
怖

の
結

果
で

あ
る

と
考

え
て

い
る

。

44
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社
会

化
へ

の
慣

れ
時

間
と

と
も

に
徐

々
に

相
⼿

の
動

き
の

パ
タ

ー
ン

を
知

り
、

話
し

合
い

に
よ

っ
て

ル
ー

ル
が

共
有

さ
れ

て
く

る

予
測

可
能

に
な

る
。

「
新

し
い

⼈
に

任
せ

て
も

い
い

か
」

と
思

え
る

よ
う

に
な

る

多
く

の
⼈

よ
り

も
時

間
は

か
か

る45

こ
れ

ま
で

研
究

会
で

発
表

さ
れ

た
び

っ
く

り
度

の
⾼

さ
の

例
•お

客
さ

ん
に

急
に

話
し

か
け

ら
れ

る
•倫

理
的

で
な

い
発

⾔
・

⾏
動

に
ふ

れ
る

•ル
ー

ル
違

反
を

発
⾒

す
る

び
っ

く
り

⇒
「

ル
ー

ル
＝

⾃
分

」
が

侵
害

さ
れ

た
⇒

敵
だ

！
反

応
パ

タ
ー

ン
・

⾃
分

を
責

め
る

「
私

が
悪

い
か

ら
こ

ん
な

こ
と

に
な

っ
た

」
・

他
者

を
責

め
る

怒
り

「
あ

い
つ

の
せ

い
で

こ
ん

な
こ

と
に

な
っ

た
」

交
通

場
⾯

：
マ

ナ
ー

違
反

を
過

剰
に

注
意

し
て

し
ま

う
こ

と
が

⽣
じ

る
か

も
し

れ
な

い

46

「
発

達
障

害
」

の
多

様
性

の
例

―
情

報
の

イ
ン

プ
ッ

ト
で

考
え

た
場

合
【

イ
ン

プ
ッ

ト
が

ま
だ

ら
＝

う
ま

く
情

報
を

と
れ

て
い

な
い

】
理

由
の

例
：

•
相

⼿
の

声
以

外
の

⾳
を

シ
ャ

ッ
ト

ア
ウ

ト
で

き
ず

聞
き

取
れ

な
い

•
時

間
的

に
短

い
単

位
で

し
か

記
憶

で
き

な
い

•
集

中
⼒

が
切

れ
る

の
が

速
い

•
事

実
よ

り
感

情
や

善
悪

の
判

断
ば

か
り

受
け

取
る

•
興

味
の

あ
る

と
こ

ろ
だ

け
受

け
取

る
•
⾃

分
の

想
像

の
世

界
に

⾶
び

や
す

い
•
過

去
へ

の
フ

ラ
ッ

シ
ュ

バ
ッ

ク
で

外
界

と
遮

断
さ

れ
る

交
通

場
⾯

：
案

内
を

う
ま

く
探

せ
な

い
、

よ
く

確
認

せ
ず

に
来

た
電

⾞
に

⾶
び

乗
っ

て
し

ま
う

な
ど

が
⽣

じ
る

か
も

し
れ

な
い

47

「
発

達
障

害
」

の
多

様
性

の
例

―
情

報
の

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

で
考

え
た

場
合

【
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
に

お
け

る
差

異
】

理
由

の
例

：
•

声
の

調
整

⽅
法

が
わ

か
ら

な
い

⇒
不

安
定

、
ゆ

ら
ぎ

の
あ

る
発

声
•

た
く

さ
ん

記
憶

の
う

ち
、

ど
こ

を
ど

の
く

ら
い

の
抽

象
度

で
切

り
取

れ
ば

い
い

か
わ

か
ら

な
い

⇒
も

の
す

ご
く

話
す

／
ほ

と
ん

ど
話

さ
な

い
•

そ
の

場
の

⽂
脈

と
は

無
関

係
に

⾃
分

の
興

味
の

あ
る

こ
と

だ
け

を
話

す
•

記
憶

量
の

少
な

さ
や

経
験

を
表

す
⾔

語
の

少
な

さ
⇒

抽
象

度
が

⾼
す

ぎ
る

話
に

な
り

が
ち

•
ま

だ
ら

に
イ

ン
プ

ッ
ト

し
た

少
な

い
情

報
を

結
び

つ
け

て
⾶

躍
し

た
解

釈
に

た
ど

り
つ

く
⇒

感
情

爆
発

•
考

え
て

い
る

こ
と

が
す

ぐ
に

逃
げ

る
⇒

思
い

つ
い

た
時

に
す

ぐ
に

⾔
う

•
「

話
す

」
と

い
う

⾏
動

を
す

る
と

思
考

が
逃

げ
る

⇒
早

⼝
で

話
す

•
ス

ナ
ッ

プ
シ

ョ
ッ

ト
で

少
し

／
た

く
さ

ん
思

い
出

さ
れ

る
⇒

時
間

軸
に

沿
っ

て
語

る
の

が
難

し
い

交
通

場
⾯

：
困

っ
て

い
て

も
う

ま
く

表
現

で
き

な
い

こ
と

が
⽣

じ
る

か
も

し
れ

な
い

48
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兵
庫
県
立
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
研
究
所

研
究
第
１
グ
ル
ー
プ

大
森
清
博


AA

C：
Au

gm
en

ta
tiv

e 
an

d 
Al

te
rn

at
iv

e 
Co

m
m

un
ic

at
io

n
◦
補

助
代

替
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
も

◦
視

線
、
指

差
し
（
手

差
し
）
、
サ

イ
ン
（
身

振
り
・
手

話
）
、
シ
ン
ボ
ル

（
絵

記
号

）
、
写

真
、
話

し
言

葉
、
文

字
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
エ
イ
ド
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
な
手

段
を
用

い
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
豊

か
に
す
る
こ
と

（
特

別
支

援
教

育
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支

援
編

集
委

員
会

編
著

、
「
『
特

別
支

援
教

育
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支

援
』
AA

Cか
ら
情

報
教

育
ま
で
」
、
ジ
ア
ー
ス
教

育
新

社
よ
り
）


コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
エ
イ
ド
：
ロ
ー
テ
ク
と
ハ

イ
テ
ク

◦
紙

ベ
ー
ス
の

ア
ナ
ロ
グ
な
も
の

か
ら

IC
T機

器
ま
で

ぷ
り
ん

手
順
書

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

タ
イ
マ
ー

文
字

絵
カ
ー
ド

絵
記
号


コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支

援
ボ

ー
ド

◦
H1

5年
度
に
全
国
知
的
障
害

養
護
学
校
長
会
と
、

(財
)安

田
生

命
社

会
事

業
団

（
当

時
）
が

主
催

と
な
っ
て
作

成
◦
地

域
の

さ
ま
ざ
ま
な
場

所
に
設

置
し
て
も
ら
い
活

用


絵
カ
ー
ド
交
換
式
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
・
シ
ス
テ
ム

◦
19

85
年

に
米

国
で
開

発
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
自

発
す

る
よ
う
に
教

え
る
た
め
の

絵
カ

ー
ド
を
使

っ
た
方

法
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ト
ー
キ
ン
グ
エ
イ
ド
ＩＴ

声
の
も
の
さ
し

タ
イ
ム
ロ
グ

あ
の

ね
♪

Ｄ
Ｓ

ス
テ
ッ
プ
バ

イ
ス
テ
ッ
プ

ウ
ィ
ズ
レ
ベ
ル

ス
ー
パ
ー
ト
ー
カ
ー


近
年
、
情
報
通
信
技
術
（
IC

T）
の
進
展
に
と
も
な
っ
て

携
帯
型
情
報
端
末
が
普
及

◦
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
（
iP

ho
ne

、
An

dr
oi

d携
帯
）

◦
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
（
iP

ad
、

An
dr

oi
dタ

ブ
レ
ッ
ト
）

◦
音

楽
プ
レ
ー
ヤ
ー
（
iP

od
、
ウ
ォ
ー
ク
マ
ン
、

et
c.
）

イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス
が

・
シ
ン
プ
ル

・
直

感
的


使
い
や
す
い
イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス


非
常
に
多
く
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

→
 電

話
や
音
楽
プ
レ
ー
ヤ
ー
以
外
の
、
様
々
な
使
い
方

◦
メ
ー
ル
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
、

et
c.


知
的
障
害
児
や
発
達
障
害
児
の

支
援
機
器
と
し
て
活
用
す
る
研
究

や
実
践
が
始
ま
っ
て
い
ま
す

◦
例

：
東

大
と
ソ
フ
ト
バ

ン
ク

「
魔

法
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
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知
的
障
害
児
や
発
達
障
害
児
の
日
常
生
活
を
支
援

◦
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

◦
見
通
し

◦
記
憶

◦
理

解
力

・
表

現
力

、
な
ど


平
成

23
年
度
か
ら

3年
間
、
特
別
支
援
学
校
や
知
的
障
害
児

施
設
で
実
践
を
行
っ
て
き
ま
し
た

◦
4箇

所
５
施
設

◦
iP

ad
 2

約
30

台
、

iP
od

 to
uc

h 
約

40
台


コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援

◦
絵

カ
ー
ド
な
ど
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支

援
の

実
践


自
立
支
援

◦
勉
強
や
歯
み
が
き
な
ど
、
自
立
全
般
の
支
援
の
実
践


家

庭
と
の

連
携

◦
連

絡
帳

の
補

完
な
ど
、
支

援
者

が
機

器
を
利

用
し
て
支

援
の

実
践
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【
目

標
】

iP
od

 to
uc

hを
利
用
し
て
、
自
分
の
気
持
ち
や
要
求
を

相
手
に
伝
え
る


高

等
部

２
年

男
子

生
徒

◦
知
的
障
害
、
自
閉
症

◦
発
語
は
ほ
と
ん
ど
無
い
が
大
抵
の
言
語
は
理
解
で
き
指
示
に
従
う
こ
と
が

で
き
る
。
学
校
生
活
の
流
れ
を
理
解
し
、
自
分
で
動
く
こ
と
が
で
き
る

◦
機

械
な
ど
を
い
じ
る
こ
と
は

好
き
で
あ
る

◦
体
調
の
悪
い
と
き
や
イ
ラ
イ
ラ
し
た
と
き
は
、
物
に
あ
た
っ
た
り
大
声
を
出
す

◦
イ
ラ
イ
ラ
の
原
因
が
分
か
ら
な
い
と
き
が
よ
く
あ
る


ス
ク
ー
ル
バ
ス
乗
車
中
や
校
内
休
憩
時
間
で
活
用

◦
最
初
に
慣
れ
る
た
め
の
余
暇
向
け
・
・
・
音

DE
ぬ
り
え
、

M
in

iP
ia

no
◦
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
ア
プ
リ
・
・
・
・
ド
ロ
ッ
プ
ト
ー
ク


バ
ス
の
中
で
、
介
助
員
の
気
を
引
く
た
め
失
禁
が
は
じ
ま
っ
た

→
iP

od
 to

uc
hで

気
を
そ
ら
す
、
暇
つ
ぶ
し
と
し
て
活
用


上
手
く
使
え
な
い
と
き
、
イ
ラ
イ
ラ
し
て
・
・
・


『
噛

み
つ
い
て
破

損
』
を
、

３
回

繰
り
返

し
た


そ
こ
で
あ
き
ら
め
ず
、

担
当

教
師

が
ガ
ー
ド
を

自
作
（
10

0均
の

ト
レ
イ
）


そ
の
後
、
破
損
す
る
こ
と

な
く
実

践
を
続

け
ら
れ

た


そ
の
後
も
実
践
を
継
続

◦
ド
ロ
ッ
プ
ト
ー
ク
利

用


行
き
た
い
場
所
な
ど
を
示
す

◦
最
初
は
偶
然
「
階
段
」
の
ボ
タ
ン

を
押
し
た
の
で
階
段
に
連
れ
て

行
っ
た

◦
行
き
た
い
場
所
を
指
示
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た

◦
そ
の
後
、
ト
イ
レ
、
保
健
室
、
教

室
な
ど
を
覚

え
た
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そ
の
後
、
実
践
を
継
続

◦
ド
ロ
ッ
プ
ト
ー
ク
利

用


感
情
を
表
現
す
る

◦
体
調
が
悪
い
と
き
、
更
衣
室
で

休
憩
さ
せ
た

◦
そ
の
時
に
「
休
憩
」
と
い
う
言
葉

を
覚

え
、
自

分
か

ら
「
休

憩
」
を

押
し
て
休
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た

も
と
も
と
「
疲
れ
て
い
る
」
と
い
う
言
葉

が
登
録
さ
れ
て
い
た
が
、
先
生
の
声

で
「
休
憩
」
と
い
う
言
葉
を
登
録
し
た


【
目

標
】

一
人

で
朝

の
会

の
司

会
が
で
き
る
よ
う
に
な
る


高

等
部

３
年

生
男

子
生

徒
◦
知
的
障
害

◦
基
本
的
生
活
習
慣
は
ほ
ぼ
自
立
し
て
い
る

◦
指
示
理
解
が
比
較
的
良
好
で
、
一
定
の
生
活
圏
で
あ
れ
ば
指
示
を
受
け
て

の
行
動
は
よ
く
と
れ
る
。
状
況
判
断
に
つ
い
て
は
難
し
い
た
め
、
保
護
者
や
教

師
の
指
示
を
求
め
る
こ
と
が
多
い

◦
構
音
、
発
語
に
困
難
を
抱
え
て
い
る
。
発
音
が
聞
き
取
り
に
く
く
、
人
前
で
話

す
の
が
苦
手
で
あ
る
。
言
語
理
解
は
で
き
、
内
言
語
も
豊
か
に
持
っ
て
い
る

◦
前
年
度
ま
で
、
日
め
く
り
式
の
メ
モ
を
使
っ
て
、
少
な
い
支
援
で
会
の
進
行
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た


朝

の
会

◦
写
真
ア
プ
リ
（
絵
カ
ー
ド
を
写
真
と
し
て
取
り
込
ん
で
順
番
に
見
る
）


1学

期
は

、
学

級
の

ル
ー
ル

に
従

っ
て
日

替
わ

り
で
司

会
し
て
い
た
が

十
分

な
れ

る
と
こ
ろ
ま
で
い
か

な
か

っ
た


2学

期
は
、
ク
ラ
ス
の
生
徒
の
了
承
を
得
て
重
点
的
に
司
会

→
iP

ad
の

使
用

に
慣

れ
落

ち
着

い
て
進

め
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た

→
10

月
半

ば
以

降
は

教
師

の
顔

を
見

る
こ
と
無

く
進

行
で
き
た


文

字
だ
け
で
無

く
絵

が
あ
る
こ
と
で
苦

手
な
字

を
読

む
こ
と
を
克

服

別

の
生

徒
が

操
作

に
戸

惑
っ
て
い
る
と
き
に
手

助
け
す
る
場

面
も
あ
っ
た
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No

is
eL

ev
el

◦
声

の
大

き
さ
に
合

わ
せ

て
風

船
の

大
き
さ
と
色

が
変

わ
り
ま
す

◦
場

に
合

わ
せ

た
声

の
大

き
さ
を
視

覚
的

に
示

す
こ
と
が

で
き
ま
す


ド
ロ
ッ
プ
ト
ー
ク

◦
キ
ャ
ン
バ

ス
に
ボ
タ
ン
を
並

べ
て
、
押

し
た
ボ
タ
ン
を
読

み
上

げ
ま
す

◦
ボ
タ
ン
の

数
は

１
，
２
，
４
，
６
，
９
か

ら
選

べ
ま
す

◦
iP

ad
用
に

Dr
op

Ta
lk

HD
も
販

売
し
て
い
ま
す

は
い


Vo

ic
e4

u
JP

◦
カ
テ
ゴ
リ
、
ま
た
は

50
音

順
に
並

ん
だ
ア
イ
コ
ン
（
ひ
ら
が

な
の

説
明

つ
き
）
か

ら
伝

え
た
い
も
の

を
選

ぶ
と
、
読

み
上

げ
ま
す

◦
ア
イ
コ
ン
の

追
加

や
並

べ
替

え
も
で
き
ま
す

う
れ
し
い


絵

カ
ー
ド
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

◦
絵

カ
ー
ド
を
並

べ
て
文

章
を
作

り
ま
す

◦
絵

カ
ー
ド
の

読
み

上
げ
が

で
き
ま
す

◦
新

し
い
カ
ー
ド
の

追
加

が
可

能
で
す

マ
マ
、

じ
ゃ
が
り
こ
、

く
だ
さ
い
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天
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が
い
い
で
す
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支
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T
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用
促

進
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会
、

(株
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ス
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ム
ワ
ー
ク
ス
が
、

自
身
の
操
作
と
そ
の
操
作
結
果
を
結
び
つ
け

る
こ
と
が

困
難

な
知

的
障

害
児

・
者

や
重

度
重

複
障

害
児

・
者

向
け
に
「
ぽ

ん
ぽ

ん
わ

ー
る
ど

金
魚

す
く
い
」
を
開

発
・
公

開
し
て
い
ま
す

（
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ho
ne
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d用
ア
プ
リ
）

当
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究
所

で
行

っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
：
参

加
職

員
が

実
践

を
始

め
る
際

に
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考

え
る
要

因

※
３
つ
ま
で
選
択
し
て
回
答
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今
回
は
指
導
者
の
習
熟
と
実
践
が
並
行
し
て
行
わ
れ
、
試
行

錯
誤
の
中
で
有
効
に
活
用
で
き
る
事
例
を
数
多
く
得
ら
れ
た

◦
子

ど
も
の

障
害

や
実

態
の

理
解

◦
機
器
操
作
の
習
熟

◦
適
切
な
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
選
択


こ
の
数
年
間
で
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
普
及
が
進
展


今
後
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
活
用
し
た
支
援
が
実
証
研
究
フ
ェ
ー
ズ

か
ら
普
及
フ
ェ
ー
ズ
へ
移
行
し
て
い
く
た
め
に
は
、
広
く
情
報

発
信
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

◦
成
功
事
例
だ
け
で
な
く
、
失
敗
事
例
も

兵
庫
県
立
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
研
究
所

〒
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市
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第 18 回バリアフリー推進ワークショップ 

＜テーマ：子育てにやさしいまちを考えるイベント 

～フォーラム＆ベビーカー体験会～＞ 
 

1 概  要 

1.1 日 時：平成 26年 12月 12日（金）10：30～15：30 

1.2 場 所：独立行政法人産業技術総合研究所臨海副都心センター 別館 11階 

1.3 講 師：大森宣暁氏（宇都宮大学大学院工学研究科地球環境デザイン学専攻 教授） 

大熊昭氏（国土交通省総合政策局安心生活政策課 交通バリアフリー政策室長） 

松田妙子氏（NPO 法人せたがや子育てネット 代表理事） 

東日本旅客鉄道株式会社 

京王電鉄株式会社 

京急バス株式会社 

朝生泰正氏（コンビ株式会社ベビー事業本部  

プロダクトセンター技術専任部長） 

白石智子氏（NPO 法人びーのびーの） 

1.4 プログラム： 

   10：30～10：35 開会挨拶 

   10：35～12：15 午前の部 子育て応援に関する取り組み フォーラム 

           ①学識経験者から 

           ②行政から 

           ③子育て団体から 

           ④交通事業者から 鉄道事業者／バス事業者 

    12：00～12：15 見てみよう1 

    13：30～15：30 午後の部 ベビーカーのいろいろ フォーラム＆ベビーカー体験 

    14：05～15：30 体験会2 

 

                                                   
1 鉄道やバスなどのベビーカーに関する実験映像や、ベビーカーの振動映像などを放映いたします。 
2 会場内でバス車両内を模した空間と道路空間を用意します。バスの運転手さんから乗車からベビーカーの固

定の仕方などを教えてもらいながら体験できます。また、ベビーカーでグレーチングや点字ブロックなどを

体験できます。その他、様々なベビーカーの展示や、ベビーカーに関する映像などを放映いたします。 
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第 19 回バリアフリー推進ワークショップ 

＜テーマ：ロンドン大学発 高齢者・障害者のモビリティ、 

アクセシビリティ研究＞ 
 

1 概  要 

1.1 日 時：平成 27年 1月 15日（木）14：00～17：00 

1.2 場 所：主婦会館プラザエフ 3階 コスモス 

1.3 講 師：Dr. Catherine Holloway （ロンドン大学 講師） 

       鈴木立人氏（ロンドン大学 PAMELA研究所 研究技術職員） 

1.4 コメンテーター：藤井直人氏（神奈川県立保健福祉大学 非常勤講師） 

1.5 コーディネーター：秋山哲男氏（中央大学研究開発機構 教授） 

1.6 参加者：28名 

1.7 講演概要： 

   はじめに秋山氏より、ロンドン大学は交通について様々な研究を長年実施し、歴史の

ある大学であることが紹介されました。近年では、Nick Tylor 氏が全世界的にアクセ

シビリティの研究を行っており、Catherine 氏と鈴木氏はその研究室に属しています。

そこで、今回のワークショップはロンドン大学のアクセシビリティの研究のうち研究施

設「PAMELA」を活用した研究についてお話いただきました。 

続いて、鈴木氏からその研究施設「PAMELA」（Pedestrian Accessibility and Movement 

Laboratory）について、施設概要として路面、光源、音響の仮想空間を様々な環境に変

化させ研究ができることが紹介されました。 

次に、Holloway 氏より、「Designing accessible transport system for ageing 

population（高齢化社会に向けた公共交通システムのアクセシビリティデザイン）」と

題し、ロンドンのバス、鉄道、地下鉄のアクセシビリティについてお話いただきました。 

最初はバスについて。イギリスの 65 歳以上の高齢者は、バスで毎日 800 回以上も転

倒しています。そこで、バスに加速度センサーを設置し、データ解析を試みた結果、バ

スの加速度から分析する方法は可能だが、ルート上のバス停を検出することはできまし

た。しかし、ルート上の異なる加速度を分類することはできることが報告されました。

二つ目に鉄道（高速鉄道）について。車両には 3つのステップが存在しています。そこ

で、乗降時のステップの影響について検証を行いました。ステップ条件として、①レベ

ルアクセス（水平）、②UK 基準の高さ、③TSI（欧州基準）の高さを PAMELA で再現し、

7800回の乗客の動きを分析しました。その結果、Pushchairの利用時の乗降を比較する
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と、乗車時は TSI が最も時間がかかるが、降車時は UK が最も時間がかかることが解説

されました。また、年代別に比較すると、レベルアクセスの乗降時間に年齢の差はほと

んど見られないが、TSIの乗降時間は 20～27歳と 65歳以上では大きな差がありました。

３つ目は、地下鉄について。現在、Transport for London（TfL）と協同で、2020 年の

車両更新に向けてモックアップを活用し、様々な研究を実施しています。例えば、ドア

幅、Stand back、座席の種類、ホームドアとのギャップなどの比較検証を行いました。

ドア幅は、滞留時間が小さくなるように広い方がよく、Stand back は乗降動線を考え、

300mm が望ましい。座席の種類は、Tip-up より Perch の方が滞留時間を短縮できます。

ホームドアとギャップは、ないことに越したことはない。最後に、乗客流動分析結果の

サンプルを提示いただきました。 

続いて、鈴木氏より、「Individual accessibility for aged visual disabilities by 

Dementia （視覚障害を持つ認知症患者のアクセシビリティについて）」と題し、お話い

ただきました。研究の背景として、認知症患者には視覚障害を伴うことがあります。ア

ルツハイマー病の主な症状としては、記憶が消失してしまうことであるが、発症すると

脳の視覚野に影響を与えます。そこで、認知症患者の視覚障害について、原因が目では

なく脳に起因していると仮定し、それを説明できる状態の患者の状況を把握し、知覚の

問題を明らかにしています。なお、PDA 患者は、①大きい文字が読めない、②焦点が合

わせられない、③ものの場所が特定できなくなる、④静止物が動いて見える、⑤色も識

別できなくなるという視覚特性があります。 

また、PCA 患者にはどのようなアクセス問題があるのか検証を行いました。パイロッ

ト実験として、被験者には照度の異なる通路、階段、出入口で各タスクを与え、視点と

体（手首、腰、足首）の動作測定し、分析を行いました。その結果、障害物や暗い状態

では歩行速度が遅く、階段ではエッジテープがあると早くなることが確認されました。

それを踏まえた主実験の結果、①通路と階段では、明るい場合、直線、U 字、S 字でも

問題がない、②階段では、昇りより下りが、明るい場合より暗い場合が遅い、③LED は

歩行の支援に機能する、④階段の下りの最後の段差に自信がないことが明らかになった。

また、開放した出入口では、歩行前にドアを確認したが、テーブルがなければ問題はあ

りませんでした。なお、テーブルや壁に衝突することはなかった。 

最後に、今後の課題として、2015年３月から継続実験を行うこと、日常調査、視覚的

な手がかりの試験、支援デジタルメガネの開発等に取り組むことを報告いただきました。 

続いて、藤井氏より、お二人の発表についてコメントがありました。まず、Holloway

氏の研究については、全世界的に同じような研究に取り組まれているので、もっとネッ

トワークを強化してはどうか。また、高齢者の移動補助具として、歩行器の普及が進ん
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でいます。例えば、スウェーデンでは 30 万人もの利用者がいます。公共交通機関での

問題点として、鉄道では置き場がないこと、バスでは乗降が大変なことなどの課題が指

摘されました。さらに、ロンドンと同様に日本でもバス車内での転倒事故は発生してお

り、日本のバス事業者の中には高齢者を転ばせないための取り組みとして、添乗員を配

置し、声掛け等を実施しています。また、鈴木氏の研究については、アルツハイマー病

が聴覚や視覚に障害を及ぼしているのは驚きがありました。加えて、それらの方を視覚

や聴覚の障害者として対象者に含めていないことが問題であると指摘されました。 

 

1.8 質疑応答 

質問者 1：なぜ、レベルアクセス 0cmを検証しないのか 

 講師（Holloway）：実際に作れないものをやってもしかたない 

 質問者 1：3 年前にユーロスターを利用したが、２段のステップがあった。なぜ、専用ホ

ームなのに 0cmのレベルアクセスにできないのか。 

 講師（Holloway）：0cm のレベルアクセスにすべきとは思うが、スタンダードがあるため

に現状は難しい。我々ができることは、効率的な空間がどのようなものなのか定

量的なデータを示すことである。 

 質問者 2：鈴木氏の実験において、被験者をどのように集めたのか。 

 講師（鈴木氏）：医療関係者と連携し、日常生活のアセスメントを行っている方から選出

いただき、協力いただいたが、確保するのは相当難しかった。また、実験を実施

するにあたり、例えば車いすユーザーにご協力いただいても、大方はしっかりし

た方が多く、本当の意味での車いすユーザーの実験にはならない課題もある。も

っと外出が困難となっている車いすユーザーのデータを踏まえた分析が必要に

なると考えている。なお、今後は病院とタイアップして、車いすユーザーとは限

定せず、追跡的な経過調査を行うことが必要ではないか。 

 質問者 3：Holloway氏の実験において、被験者への訓練等による適応を行ったのか。 

 講師（Holloway）：一通りの体験をしていただいた上で実験に参加いただいた。 

 質問者 3：鈴木氏の実験において、日常生活とかけ離れていると被験者の能力が発揮でき

ないのではないか。 

 講師（鈴木氏）：ベースとなるデータを収集した上で実験計画を立てている。 

 質問者 4：Holloway氏の実験において、様々な国や文化が影響していることはあるのか。 

 講師（Holloway）：文化の背景はあまり影響していない。 

 質問者 4：鈴木氏の実験において、被験者の視覚はどの程度把握しているのか。 

 講師（鈴木氏）：被験者には眼科のアセスメントを行った上で実験に参加いただいた。な
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お、今回の被験者の視覚はすべて正常であった。 

 

２ 配布資料 

 

 次のとおり。 
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第 20 回バリアフリー推進ワークショップ 

＜テーマ：福祉機器からの展開 

～車いすからパーソナルモビリティ～＞ 
 

1 概  要 

1.1 日 時：平成 27年 3月 6日（金）18：00～20：00 

1.2 場 所：アルカディア市ヶ谷（私学会館） 6階 霧島 

1.3 講 師：磯村歩氏（株式会社グラディエ 代表取締役） 

1.4 コメンテーター：鎌田実氏（東京大学大学院 教授） 

1.5 参加者：42名 

1.6 講演概要： 

   はじめにエコモ財団より、今回のワークショップについて開催趣旨の説明を行いまし

た。近年、高齢者や障害者等の短距離移動の交通手段として、様々なパーソナルモビリ

ティが開発されています。そこで、今後の日本国内の新たなモビリティとして展開する

ため、各地でパーソナルモビリティの実証実験や導入支援、プロモーション活動等に取

り組んでいる磯村氏に４つの項目についてお話いただきました。 

一つ目は、欧州の電動車いす等とその背景について。欧州のハンドル形電動車いすは、

主に高齢者や障害者等がアクティビティを広げるためのツールとして活用されていま

す。そのため、悪路を走行できるようなものが多い。一方で、デザインがスタイリッシ

ュなもの、車いす自体を積極的に活用できるようなものも開発されています。また、車

いす使用を取り巻く環境も多様で、車いすのまま運転席に乗車できるものや助手席に乗

降用の自動スロープが設置されているものなどあります。さらに、欧州と日本の背景の

違いとして、「潤沢な福祉財源」「ノーマライゼーションの定義」「自己決定権の尊重（合

理的な道具観）」「交通環境」「スペック」「ボランティア」があると指摘されました。 

二つ目は、市場動向について。海外では車いすの中でもハンドル形電動車いすが主流

となっています。そのため、日本に訪れるハンドル形電動車いす使用者と交通機関等が

トラブルになるケースが発生しています。また、日本ではハンドル形電動車いすが介護

保険の福祉機器の一つとなっているため、市場が成長せず、負のスパイラルに陥り減少

傾向となっています。 

三つ目は、日本における課題について。日本では、パーソナルモビリティを開発メー

カーからユーザーに届けるため、「道路運送車両法（国家公安委員会の型式認定）」「福

祉用具給付判断（テクノエイド協会の TAISコード）」「介護保険適応」「道路運送法」が
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あります。一方で、介護保険を利用している 80歳以上の高齢者は 3割程度であるため、

残りの 7割は利用していないのが現状です。また、高齢に伴う運転免許返納などで移動

制約があるため、パーソナルモビリティの市場を創れるのではないか。さらに、パーソ

ナルモビリティを活用して外出することで、QOL向上に役立つこともわかってきました。 

最後に、株式会社グラディエでは、パーソナルモビリティをスタイリッシュにデザイ

ンし、ホールディング機能を重視すること、「見る、体験する、買う」を同時に行うこ

とができること、移動支援だけではなく、まちづくりのなかにモビリティを実装するこ

とに取り組んでいるとまとめられました。 

続いて、鎌田先生から「パーソナルモビリティについて思うこと」として、お話いた

だきました。まず、パーソナルモビリティの普及に向けては評価が重要で、実証実験に

おいて、①操作性や乗降性等が使用者の身体特性に合っているか、②それを使うことが

使用者のライフスタイルに合っているか、③それが道路空間に存在して混合交通が問題

なく成立するかの３点を確認することが重要。また、パーソナルモビリティの分類とし

て、①PM１（歩行者同等 6km/h）、②PM2（自転車同等 10-20km/h）、③PM3（原付同等 30km/h）

に分けて考えるのがわかりやすいと指摘されました。 

これらを踏まえて、東大では分類ごとのパーソナルモビリティを製作し、評価試験を

実施していることが紹介され、最後に公共交通と私的交通の役割を整理し、補完や連携

等により地域のモビリティを確保していくことが重要であるとまとめるとともに、低速

モビリティの活用事例について紹介いただきました。 

 

1.7 質疑応答 

質問者 1：パーソナルモビリティが公道を走るのは安全面で問題はないのか。 

 鎌田氏：以前、シルバービークルの実証実験を行った時に専用レーンが必要ではないかと

いう指摘を受けたが、ゾーン 30やゾーン 20といった速度規制を行えば、他の車

等と同じスピードで走行するため、相対的な速度差がなく安全は確保できる。た

だし、衝突などであれば被害性は大きい。よって、ゾーン 30 や一方通行で安全

を担保するようにしてはどうか。 

 講師（磯村氏）：パーソナルモビリティの活用について地域の人とどうするのかともに考

えることが重要である。リテラシーがなくシェアリングするだけではリスクがあ

る。乗る人だけでなく、周りの人も使用について考えることが安全性の向上につ

ながり、必要である。 

 質問者 2：パーソナルモビリティが増えると、公共空間がどのように変化するのか。例え

ば、スロープ式のエスカレーターの設置などが増えるなどの未来展望を教えてほ
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しい。 

 講師（磯村氏）：パーソナルモビリティの活用が進めばバリアフリー化が進む、いわば両

輪であるので、外出の機会が増加する。また、歩行では行けなかったところに行

けることでまちの使い方やまちづくりが変わると考えられる。例えば、「セグウ

ェイ」は、スローモビリティと言われている。ゆっくり動くことで、まちへの気

づきが生まれ、関心が増える。また、興味が生まれ、行動範囲が広がる。 

 質問者 3：①現状のパーソナルモビリティに対してニーズや市場は把握できているのか。 

    ②使用者のライフスタイルは明確になっているのか 

    ③制度づくりはどのようにすべきなのか 

 鎌田氏：①、②は、当然パーソナルモビリティを製作する際の企画段階であらゆる調査を

実施すべきであり、先に述べたことは、それらの実施を前提にした上での評価の

部分の考え方という意味で説明した。 

     ③は、社会の多様性からすると、規制があると賛否両論があるため、どのように

コンセンサスをつくるかが重要である。首長のリーダーシップで色々進んだとい

う事例もある。 

 質問者 4：メーカーとすると、新規開発に取り組むのは非常に難しい。特に安全面などの

リスク回避は重要である。なお、具体的な市場規模やマーケットをお示しいただ

くと取り組みやすくなるので、ありがたい。 

 講師（磯村氏）：各国の安全基準に則し、リスク管理をすることは必要であるが、どこに

コミットしていくかが重要である。また、新たにマーケットを創造できるように

取り組むことも必要である。 

 

２ 配布資料 

 

 次のとおり。 
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今回ワークショップの開催趣旨 

 

英国には高齢者や障害者の活動を支援する仕組みとしてショップモビィリテイに長い歴史があります。わ

が国でもタウンモビリティとして一時期は全国で流行りましたが、高齢化が進み、障害者の社会進出が進ん

だにも係わらず、今ではタウンモビリティもほとんどが消滅しました。 

かといって高齢者や障害者の移動は改善し問題が解決したわけではありません。特に近年は認知症等の問

題により高齢者の運転免許証の返納問題もあり、短距離の移動は「すきまの課題」になっています。ハンド

ル型車椅子については多くの高齢者が移動手段として使っていますが、事故も多く報告されています。また、

公共交通機関への乗車については制約があり、シームレスな移動については課題があります。 

一方では、環境問題もありパーソナルビークルなど、新たな交通モードも登場して交通モードは多様化し

ていますが、現時点では車両側の開発に注目が集まり、利用者側からのニーズ、利用イメージが反映されて

いない、走行空間が整理されていないなどのハードルがあると認識できます。 

わが国には、健常者、高齢者、障害者と色分けを決めつけるきらいがあります。社会保障制度から言えば、

年金、医療・保険や障害者手帳等などです。移動の面では単に年齢や体の能力からは白黒できる問題ではあ

りません。車いすは虚弱高齢者や重度障害者が乗るものと決め付けてしまい、さまざまな人の外出などの活

動を制限してしまい、まちの活性化や介護予防などの面からも課題があると認識しています。 

そこで、今回のワークショップは「パーソナルモビリティ」に焦点をあて、議論を進めたいと企画しまし

た。 
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パーソナルモビリティについて思うこと 
                          東京大学 鎌田 実 

 
○設計と評価 
(1)操作性や乗降性等が使用者の身体特性に合っているか、(2)それを使うことが使用者のラ

イフスタイルに合っているか、(3)それが道路空間に存在して混合交通が問題なく成立する

か、の 3 点についての実証実験を行うことが重要。 
 
○分類 
(1)歩行代替の 6km/h 帯（PM1）、(2)自転車同等の 10-20km/h 帯（PM2）、(3)原付クラスの

30km/h 帯（PM3）に分けるのがよい。（原付ミニカーは最高 60km/h であるが、安定した

速度域、ゾーン 30 等との関連から 30km/h 帯としている） 
PM2 のフル電動の乗り物は日本では認められていないが、海外ではクラス 3 の電動車いす、

ゴルフカート等がある。 
 
○東大での経験例 
PM1：現行のものは虚弱高齢者に見えるので敬遠される傾向。（でも徳島の上勝町では、そ

れにのって 80-90 代の高齢者がいきいきと葉っぱビジネスをやっている） また、車道で

は 6km/h は遅すぎるという声が多い。8km/h に改造したものでの試乗会等を実施。 
PM2：クラス 3 の電動車いすを原付ミニカー登録して販売しているところがあり、それを

用いて試乗会等を実施。速度だけでなく、操作性等も重要であると認識。ゴルフカートを

最高 19km/h として軽自動車登録して評価中。 
PM3：1998 年よりシルバービークルと称する超小型 EV を試作し実証。最近は、コムス改

造車を色々作り、評価中。 
・被災地：大槌町で、東大大槌イノベーション協創事業の一環として、パーソナルモビリ

ティの実証中。住民のニーズや町の構造等をもとに、交通体系を議論。ゴルフカートの活

用も、専用コースでの自動運転やナンバー付き車両による送迎等の評価中。 
・柏：明るい低炭素プロジェクトに一環として、超小型モビリティの実証中。使用目的に

応じて、コムスの改造。 
・輪島：商工会議所の実施する次世代交通対策事業に協力。ゴルフカートを用いたエコカ

ートによる新交通システムを目指して実証実験中。 
 
○地域の交通計画をどう考えるか 
公共交通と私的交通の役割の整理。両者の補完や連携等により、地域のモビリティを確保。 
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平成 25年度 バリアフリー推進ワークショップ 

 

第 1回 平成 25 年 4月 26 日（金） 

     テーマ：内照式ＬＥＤサインの問題点と課題 

 

 第２回 平成 25年 5月 17日（金） 

     テーマ：音サインの標準化と今後の課題（視覚障害者の誘導） 

 

 第３回 平成 25年 5月 30日（木） 

     テーマ：航空機のアクセシビリティの現状と課題にについて 

 

 第４回 平成 25年 7月 3日（水） 

     テーマ：障害者差別解消法の動向 

 

  第５回 平成 25 年 8月 8日（木） 

     テーマ：情報通信技術を活用したバリアフリーな移動 

 

第６回 平成 25 年 9月 27 日（金） 

     テーマ：発達障害者のニーズを踏まえた支援技術開発 

 

 第７回 平成 25年 10月 31日（木） 

     テーマ：発達障害者における当事者研究の現状について 

 

 第８回 平成 25年 11月 28日（木） 

     テーマ：すべては「楽しい」のために ～結果としてのユニバーサルデザイン～ 

 

 第９回 平成 25年 12月 13日（金） 

     テーマ：日本のバリアフリーは世界の非常識？～日本と海外のバリアフリーを比較して～ 

 

  第 10回 平成 26年 2月 14 日（金） 

     テーマ：東日本大震災と被災地の障害者 

 

  なお、上記については別冊となっております。 

 

  ただし、下記ＵＲＬのホームページにて公開しております。 

    http://www.ecomo.or.jp/barrierfree/benkyo/benkyo_top.html 
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平成 26 年度 バリアフリー推進ワークショップ 

平成 27年 3月発行 

公益財団法人交通エコロジー・モビリティ財団

〒102－0076 東京都千代田区五番町 10番地 KUビル 3F

電話：03-3221-6672（代表）

FAX：03-3221-6674

無断での転載および複製はお断りします
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